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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼鏡において、
　複数のスペクトルバンドの可視光を減衰させるように構成された光学フィルタを含むレ
ンズ本体を含み、前記複数のスペクトルバンドの各々は、
　　あるスペクトルバンド幅の吸収ピークと、
　　最大吸光度と、
　　前記スペクトルバンド幅の中間点にある中心波長と、
　　前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積と、
を含み、
　前記スペクトルバンド幅は、前記吸収ピークの前記最大吸光度の８０％での前記吸収ピ
ークの全幅と等しく、
　前記光学フィルタは青色光吸収ピークを含み、
　前記青色光吸収ピークの前記中心波長は、４４５ｎｍ～４８０ｎｍの間であり、
　前記青色光吸収ピークの減衰係数は０．８以上かつ１未満であり、
　吸収ピークの前記減衰係数は、前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を前記
吸収ピークの前記スペクトルバンド幅で割ることにより得られ、
　前記青色光吸収ピークの前記スペクトルバンド幅は、３０ｎｍ以下である、眼鏡。
【請求項２】
　前記光学フィルタは１種以上の彩度強調染料を含み、前記１種以上の彩度強調染料の少
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なくとも１種は、減衰係数が０．８以上であり、ピーク位置が彩度強調ウィンドウ内にあ
る有機染料である、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項３】
　前記１種以上の彩度強調染料の少なくとも１種が、４４５ｎｍ～４８０ｎｍの間の波長
を含むスペクトルバンド内に中心波長を持つ吸収ピークと０．８以上の減衰係数を有する
有機染料である、請求項２に記載の眼鏡。
【請求項４】
　前記１種以上の彩度強調染料が紫色、青色、緑色、黄色、または赤色彩度強調染料であ
る、請求項２に記載の眼鏡。
【請求項５】
　前記レンズ本体が射出成形ポリマ眼科用レンズ本体である、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項６】
　前記射出成形ポリマ眼科用レンズ本体が処方強度を有する、請求項５に記載の眼鏡。
【請求項７】
　前記青色光吸収ピークのスペクトルバンド幅が１０ｎｍ以上である、請求項１に記載の
眼鏡。
【請求項８】
　前記光学フィルタが前記レンズ本体であるか、少なくとも部分的に前記レンズ本体に組
み込まれる、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項９】
　前記光学フィルタが少なくとも部分的に、前記レンズ本体の少なくとも一部の上に設置
されたレンズコーティングの中に組み込まれる、請求項８に記載の眼鏡。
【請求項１０】
　接着剤をさらに含む、請求項９に記載の眼鏡。
【請求項１１】
　前記レンズ本体の凸面上に設置された偏光ウェハをさらに含む、請求項１に記載の眼鏡
。
【請求項１２】
　前記偏光ウェハが、第一の絶縁ポリマ層と、第二の絶縁ポリマ層と、前記第一の絶縁ポ
リマ層と前記第二の絶縁ポリマ層との間に設置された偏光フィルムと、を含む、請求項１
１に記載の眼鏡。
【請求項１３】
　前記偏光フィルムはダイクロイック染料を含む、請求項１２に記載の眼鏡。
【請求項１４】
　前記偏光ウェハの凸面上にレンズ要素が全く設置されていない、請求項１１に記載の眼
鏡。
【請求項１５】
　前記光学フィルタが、少なくとも部分的に前記複数のスペクトルバンドの少なくとも１
つの中で前記レンズ本体を透過する３０ｎｍのバンド幅を持つ均一な強度の光刺激の平均
彩度値を、前記複数のスペクトルバンドの少なくとも１つの中で前記光学フィルタと同じ
平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュートラルフィルタと比較して、５％以上
の量だけ増大させるように構成される、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項１６】
　接着剤をさらに含み、前記光学フィルタが少なくとも部分的に前記接着剤の中に組み込
まれる、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項１７】
　前記レンズ本体は、前記眼鏡の度数を提供するように構成される、請求項１に記載の眼
鏡。
【請求項１８】
　前記レンズ本体が複数のレンズ本体要素を含む、請求項１に記載の眼鏡。
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【請求項１９】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が４４０ｎｍ～４８０ｎｍのスペ
クトル範囲内にある均一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、４４０ｎｍ～４
８０ｎｍの前記スペクトル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅を持
つ均一な強度の光刺激の平均彩度値を、４４０ｎｍ～４８０ｎｍの前記スペクトル範囲内
で前記光学フィルタと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュートラルフィ
ルタと比較して増大させるように構成される、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２０】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が５４０ｎｍ～６００ｎｍのスペ
クトル範囲内にある均一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、５４０ｎｍ～６
００ｎｍの間の前記スペクトル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅
を持つ均一な強度の光刺激の平均彩度値を、５４０ｎｍ～６００ｎｍの間の前記スペクト
ル範囲内で前記光学フィルタと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュート
ラルフィルタと比較して増大させるように構成される、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２１】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が５４０ｎｍ～５７０ｎｍのスペ
クトル範囲内にある均一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、５４０ｎｍ～５
７０ｎｍの間の前記スペクトル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅
を持つ均一な強度の光刺激の平均彩度値を、５４０ｎｍ～５７０ｎｍの間の前記スペクト
ル範囲内で前記光学フィルタと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュート
ラルフィルタと比較して増大させるように構成される、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２２】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が５８０ｎｍ～６００ｎｍのスペ
クトル範囲内にある均一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、５８０ｎｍ～６
００ｎｍの間の前記スペクトル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅
を持つ均一な強度の光刺激の平均彩度値を、５８０ｎｍ～６００ｎｍの間の前記スペクト
ル範囲内で前記光学フィルタと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュート
ラルフィルタと比較して増大させるように構成される、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２３】
　前記光学フィルタは黄色光吸収ピークを含み、前記黄色光吸収ピークの中心波長は５４
０ｎｍ～６００ｎｍの間である、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２４】
　前記黄色光吸収ピークが５７４ｎｍで最大吸光度を有する、請求項２３に記載の眼鏡。
【請求項２５】
　前記黄色光吸収ピークの前記中心波長が５７２ｎｍ～５７６ｎｍの間である、請求項２
３に記載の眼鏡。
【請求項２６】
　前記光学フィルタが赤色光吸収ピークを含み、前記赤色光吸収ピークの中心波長が６１
０ｎｍ～６６０ｎｍの間である、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２７】
　前記赤色光吸収ピークが６５９ｎｍで最大吸光度を有する、請求項２６に記載の眼鏡。
【請求項２８】
　前記光学フィルタが、塩化メチレン中で１７５Ｌ／（ｇ・ｃｍ）と等しい染料強度を有
する有機染料を含む、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項２９】
　眼鏡において、
　光学フィルタを含み、
　前記光学フィルタは、複数のスペクトルバンド内の可視光を減衰するように構成された
１種以上の彩度強調染料を含み、前記複数のスペクトルバンドの各々は、
　　あるスペクトルバンド幅の吸収ピークと、
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　　最大吸光度と、
　　前記スペクトルバンド幅の中間点にある中心波長と、
　　前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積と、
を含み、
　前記スペクトルバンド幅は、前記吸収ピークの前記最大吸光度の８０％での前記吸収ピ
ークの全幅と等しく、
　前記１種以上の彩度強調染料の少なくとも１種は青色光吸収ピークを有し、
　前記青色光吸収ピークの前記中心波長は４４５ｎｍ～４８５ｎｍであり、
　前記青色光吸収ピークの減衰係数は０．８以上かつ１未満であり、
　吸収ピークの前記減衰係数は、前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を前記
吸収ピークの前記スペクトルバンド幅で割ることにより得られ、
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が４４０ｎｍ～４８０ｎｍのスペ
クトル範囲内にある均一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、４４０ｎｍ～４
８０ｎｍの前記スペクトル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅を持
つ均一な強度の光刺激の平均彩度値を、４４０ｎｍ～４８０ｎｍの前記スペクトル範囲内
で前記光学フィルタと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュートラルフィ
ルタと比較して増大させるように構成される眼鏡。
【請求項３０】
　鋳造ポリマ眼科用レンズ本体をさらに含む、請求項２９に記載の眼鏡。
【請求項３１】
　前記鋳造ポリマ眼科用レンズ本体の凸面上に設置された偏光ウェハをさらに含む、請求
項３０に記載の眼鏡。
【請求項３２】
　前記偏光ウェハが、第一の絶縁ポリマ層と、第二の絶縁ポリマ層と、前記第一の絶縁ポ
リマ層と前記第二の絶縁ポリマ層との間に設置された偏光フィルムと、を含む、請求項３
１に記載の眼鏡。
【請求項３３】
　前記偏光ウェハの凸面上にレンズ要素が全く設置されていない、請求項３１に記載の眼
鏡。
【請求項３４】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が前記スペクトル範囲内にある均
一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、４４０ｎｍ～４８０ｎｍの間のスペク
トル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅を持つ均一な強度の光刺激
の平均彩度値を、４４０ｎｍ～４８０ｎｍの間の前記スペクトル範囲内で前記光学フィル
タと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュートラルフィルタと比較して１
５％以上の量だけ増大させるように構成される、請求項２９に記載の眼鏡。
【請求項３５】
　前記光学フィルタは、バンド幅が３０ｎｍで中心波長が前記スペクトル範囲内にある均
一な強度の入力から得られる出力を比べた場合に、４４０ｎｍ～５１０ｎｍの間のスペク
トル範囲内で前記光学フィルタを透過する３０ｎｍのバンド幅を持つ均一な強度の光刺激
の平均彩度値を、４４０ｎｍ～５１０ｎｍの間の前記スペクトル範囲内で前記光学フィル
タと同じ平均パーセンテージの光を均一に減衰させるニュートラルフィルタと比較して２
０％以上の量だけ増大させるように構成される、請求項２９に記載の眼鏡。
【請求項３６】
　前記１種以上の彩度強調染料の少なくとも１種が有機染料である、請求項２９に記載の
眼鏡。
【請求項３７】
　積層体を有する眼鏡用のレンズにおいて、
　複数のスペクトルバンドの可視光を減衰するように構成された光学フィルタを含み、前
記複数のスペクトルバンドの各々は、
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　　あるスペクトルバンド幅の吸収ピークと、
　　最大吸光度と、
　　前記スペクトルバンド幅の中間点にある中心波長と、
　　前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積と、
を含み、
　前記スペクトルバンド幅は、前記吸収ピークの前記最大吸光度の８０％での前記吸収ピ
ークの全幅と等しく、
　前記光学フィルタは青色光吸収ピークを含み、
　前記青色光吸収ピークの前記中心波長は４４５ｎｍ～４８０ｎｍの間であり、
　前記青色光吸収ピークの減衰係数は０．８以上かつ１未満であり、
　吸収ピークの前記減衰係数は、前記スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を前記
吸収ピークの前記スペクトルバンド幅で割ることにより得られ、前記青色光吸収ピークの
前記スペクトルバンド幅は、３０ｎｍ以下である、眼鏡用のレンズ。
【請求項３８】
　射出成形レンズ本体または鋳造レンズ本体のうちの１つに接合されるように構成される
、請求項３７に記載の眼鏡用のレンズ。
【請求項３９】
　第一の絶縁ポリマ層と、第二の絶縁ポリマ層と、前記第一の絶縁ポリマ層と前記第二の
絶縁ポリマ層との間に設置された偏光フィルムと、をさらに含む、請求項３７に記載の眼
鏡用のレンズ。
【請求項４０】
　前記積層体の凸面にはレンズ要素が全く設置されていない、請求項３９に記載の眼鏡用
のレンズ。
【請求項４１】
　前記光学フィルタは、少なくとも１種の有機染料を含む、請求項３７に記載の眼鏡用の
レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、２０１１年１０月２０日に出願された、“ＥＹＥＷＥＡＲ　ＷＩＴＨ　ＣＨＲ
ＯＭＡ　ＥＮＨＡＮＣＥＭＥＮＴ”と題する米国仮特許出願第６１／５４９，７１１号明
細書と、２０１２年５月１０日に出願された、“ＥＹＥＷＥＡＲ　ＷＩＴＨ　ＬＡＭＩＮ
ＡＴＥＤ　ＦＵＮＣＴＩＯＮＡＬ　ＬＡＹＥＲＳ”と題する米国仮特許出願第６１／６４
５，５４３号明細書の優先権を主張する。上記出願の各々の全文を、参照によって本願に
援用し、本明細書の一部とする。
【０００２】
　本願は一般に眼鏡に関し、より詳しくは眼鏡に使用されるレンズに関する。
【背景技術】
【０００３】
　眼鏡には、１つ以上のスペクトルバンドの光を減衰させる光学素子を含めることができ
る。たとえば、サングラスは一般に、可視スペクトル内の光の大部分を吸収するレンズを
含む。サングラスのレンズは暗色のフィルムまたはコーティングを備えることができ、こ
れは可視光を強力に吸収し、それによってレンズの光透過率が大幅に低下する。レンズは
また、その他の目的のため、たとえば屋内用、スポーツ用、他の特定の用途用、または複
合的な用途用のスペクトルプロファイルを有するように設計することもできる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書に記載の例示的実施形態にはいくつかの特徴があり、そのうちのいずれの１つ
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も不可欠ではなく、またその望ましい属性を単独で担うものではない。特許請求項の範囲
を限定することなく、有利ないくつかの特徴を以下にまとめる。
【０００５】
　いくつかの実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、複数のスペクトルバンド
の可視光を減衰させるように構成された、レンズ本体の内部および／または外側の光学フ
ィルタと、を含む。光学フィルタがレンズ本体の内部にあるいくつかの実施形態において
、光学フィルタがレンズ本体を構成でき、または光学フィルタと追加の構成要素がレンズ
本体を構成できる。光学フィルタは、風景のカラフルネス、明瞭さ、および／または鮮や
かさを有意に増大させるように構成できる。光学フィルタは、眼鏡への使用に特に適した
ものとすることができ、それによって眼鏡の装用者は風景を高精細色（ＨＤ色）で見るこ
とができる。複数のスペクトルバンドの各々は、あるスペクトルバンド幅の吸収ピーク、
最大吸収率、およびそのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を含みうる。スペク
トルバンド幅とは、吸収ピークの最大吸収率の８０％での吸収ピーク全幅、吸収ピークの
最大吸収率の９０％での吸収ピーク全幅、または吸収ピークの最大吸収率の９５％での吸
収ピーク全幅と定義できる。他の多くの適当な定義が可能である。いくつかの実施形態に
おいて、そのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を吸収ピークのスペクトルバン
ド幅で割ることによって得られる減衰係数は、複数のスペクトルバンドの少なくともいく
つかにおける吸収ピークについて、約０．８以上にすることができる。いくつかの実施形
態において、複数のスペクトルバンドの各々における吸収ピークのスペクトルバンド幅は
、約２０ｎｍ以上にすることができる。
【０００６】
　特定の実施形態において、光学フィルタは少なくとも部分的にレンズ本体に組み込まれ
る。レンズ本体には、１種以上の有機染料を含浸させ、混入させ、またはその他の方法で
含めることができる。１種以上の有機染料の各々は、複数のスペクトルバンドのうちの１
つにおいて吸収ピークを生成するように構成できる。いくつかの実施形態において、光学
フィルタは少なくとも部分的に、レンズ本体上に堆積されたレンズコーティングの中に組
み込まれる。
【０００７】
　いくつかの実施形態は、レンズの製造方法を提供する。この方法は、複数のスペクトル
バンド内の可視光を減衰させるように構成された光学フィルタを有するレンズを形成する
ステップを含むことができる。複数のスペクトルバンドの各々は、あるスペクトルバンド
幅の吸収ピーク、最大吸収率、およびそのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を
含みうる。スペクトルバンド幅とは、吸収ピークの最大吸収率の８０％での吸収ピーク全
幅として定義することができる。複数のスペクトルバンドの各々の吸収ピークの減衰係数
は、約０．８以上、かつ１より小さくすることができる。吸収ピークの減衰係数は、その
スペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積を吸収ピークのバンド幅で割ることによって
得られる。
【０００８】
　特定の実施形態において、レンズは、レンズ本体を形成し、レンズ本体の上にレンズコ
ーティングを形成することによって形成できる。光学フィルタの少なくとも一部はレンズ
本体の中に組み込むことができる。光学フィルタの少なくとも一部は、レンズコーティン
グの中に組み込むことができる。レンズコーティングは干渉コーティングを含むことがで
きる。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、レンズ本体は、複数のレンズ本体要素を形成するステッ
プと、１つ以上の接着層を使ってレンズ本体要素を相互に結合するステップと、を含む方
法によって形成できる。偏光フィルムを複数のレンズ本体要素のうちの２つの間に設置で
きる。いくつかの実施形態において、偏光フィルムはレンズ本体の内部に成形される挿入
層とすることができる。
【００１０】



(7) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、複数の吸収ピークを含む
スペクトル吸収プロファイルによって特徴付けられる光学フィルタと、を含む。複数の吸
収ピークの各々は、最大吸収率、吸収ピークが最大吸収率を示す波長でのピーク位置、吸
収ピークの最大吸収率の８０％での吸収ピーク全幅として定義されるスペクトルバンド幅
と、その吸収ピークのスペクトルハンド幅の中間点に位置する中心波長を有しうる。複数
の吸収ピークは、その中心波長および／またはピーク位置が約５５８ｎｍ～約５８０ｎｍ
の間の第一の吸収ピークと、その中心波長および／またはピーク位置が約４４５ｎｍ～約
４８０ｎｍの間の第二の吸収ピークを含むことができる。複数の吸収ピークの各々のスペ
クトルバンド幅は、約２０ｎｍ～約５０ｎｍの間とすることができる。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、複数の吸収ピークは、その中心波長および／またはピー
ク位置が約５６０ｎｍ～約６００ｎｍの間の第一の吸収ピークと、その中心波長および／
またはピーク位置が約４５０ｎｍ～約４９０ｎｍの間の第二の吸収ピークを含むことがで
きる。複数の吸収ピークの各々のスペクトルバンド幅は、約１５ｎｍ～約５０ｎｍの間と
することができる。
【００１２】
　いくつかの実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、複数の吸光度ピークを含
むスペクトル吸光度プロファイルにより特徴付けられる光学フィルタと、を含む。複数の
吸光度ピークの各々は、最大吸光度、吸光度ピークが最大吸光度を示す波長でのピーク位
置、吸光度ピークの最大吸光度の８０％での吸光度ピーク全幅として定義されるスペクト
ルバンド幅と、吸光度ピークのスペクトルバンド幅の中間点にある中心波長を有しうる。
複数の吸光度ピークは、その中心波長および／またはピーク位置が約５５８ｎｍ～約５８
０ｎｍの間の第一の吸光度ピークと、その中心波長および／またはピーク位置が約４４５
ｎｍ～約４８０ｎｍの間の第二の吸光度ピークを含むことができる。複数の吸光度ピーク
の各々のスペクトルバンド幅は、約２０ｎｍ～約５０ｎｍの間とすることができる。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、複数の吸光度ピークは、その中心波長および／またはピ
ーク位置が約５６０ｎｍ～約６００ｎｍの間の第一の吸光度ピークと、その中心波長およ
び／またはピーク位置が約４５０ｎｍ～約４９０ｎｍの間の第二の吸光度ピークを含むこ
とができる。複数の吸光度ピークの各々のスペクトルバンド幅は、約１５ｎｍ～約５０ｎ
ｍの間とすることができる。
【００１４】
　特定の実施形態において、第一の吸収ピークと第二の吸収ピークの各々は、そのスペク
トルバンド幅内の積分吸収ピーク面積と、その積分吸収ピーク面積を吸収ピークのスペク
トルバンド幅で割ることによって得られる減衰係数を有する。第一の吸収ピークと第二の
吸収ピークの各々の減衰係数は、約０．８以上とすることができる。
【００１５】
　複数の吸収ピークは、少なくとも約４０５ｎｍ～約４２５ｎｍの間の光を実質的に減衰
させるように構成される第三の吸収ピークと、少なくとも約６５０ｎｍ～約６７０ｎｍ、
約７０５ｎｍ～約７２５ｎｍまたは約７００ｎｍ～約７２０ｎｍの間の光を実質的に減衰
させるように構成された第四の吸収ピークを含むことができる。他の実施形態では、第三
の吸収ピークは少なくとも約４００ｎｍ～約４２０ｎｍの間の光を実質的に減衰させるよ
うに構成される。第三の吸収ピークと第四の吸収ピークの各々は、そのスペクトルバンド
幅内の積分吸収ピーク面積と、その積分吸収ピーク面積を吸収ピークのスペクトルバンド
幅で割ることによって得られる減衰係数を有しうる。第三の吸収ピークと第四の吸収ピー
クの各々の減衰係数は、約０．８以上とすることができる。
【００１６】
　特定の実施形態において、複数の吸収ピークは、少なくとも約６５０ｎｍ～約６７０ｎ
ｍの間の光を実質的に減衰させるように構成された第三の吸収ピークを含むことができる
。第三の吸収ピークは、そのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面積と、そり積分吸
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収ピーク面積を吸収ピークのスペクトルバンド幅で割ることによって得られる減衰係数を
有しうる。第三の吸収ピークの各々の減衰係数は、約０．８以上とすることができる。
【００１７】
　いくつかの実施形態はレンズを提供し、これは可視スペクトルの１つ以上の部分におい
て、レンズを透過した光の平均彩度値を増大させるように構成された光学フィルタを備え
るレンズ本体を含む。彩度値はＣＩＥ　Ｌ＊Ｃ＊ｈ＊色空間のＣ＊属性である。可視スペ
クトルの少なくとも一部は、約６３０ｎｍ～約６６０ｎｍのスペクトル範囲を含むことが
できる。平均彩度値の増大とは、実質的に正常な視力を有する人によって知覚可能な増大
を含むことができる。
【００１８】
　特定の実施形態において、光学フィルタは、約５４０ｎｍ～約６００ｎｍのスペクトル
範囲内のレンズ透過光の平均彩度値を、ニュートラルフィルタを透過した同じスペクトル
範囲内の光の平均彩度値と比較して約３％以上の相対的量だけ増大させるように構成され
る。
【００１９】
　光学フィルタは、約４４０ｎｍ～約４８０ｎｍのスペクトル範囲内のレンズ透過光の平
均彩度値を、ニュートラルフィルタを透過した同じスペクトル範囲内の光の平均彩度値と
比較して約１５％以上の相対的量だけ増大させるように構成できる。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、ニュートラフィルタを透過した光の平
均彩度値と比較して、可視スペクトルの１つ以上の部分内のレンズ透過光の平均彩度値を
実質的に減少させない。特定の実施形態において、光学フィルタは、ニュートラルフィル
タを透過した光の平均彩度値と比較して、約４４０ｎｍ～約６６０ｎｍのスペクトル範囲
内のレンズ透過光の平均彩度値を実質的に減少させない。
【００２１】
　光学フィルタは、約６３０～約６６０ｎｍのスペクトル範囲内のレンズ透過光の平均彩
度値を、ニュートラルフィルタを透過した同じスペクトル範囲内の光の平均彩度値と比較
して、約３％以上の相対的量だけ増大させるように構成することができる。
【００２２】
　光学フィルタは、少なくとも部分的にレンズ本体に組み込むことができる。たとえば、
レンズ本体に複数の有機染料を混入させることができ、複数の有機染料の各々は、可視ス
ペクトルの１つ以上の部分におけるレンズ透過光の平均彩度値を増大させるように構成さ
れる。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは少なくとも部分的に、レンズ本体の少な
くとも一部の上に設置されたレンズコーティングの中に組み込まれる。たとえば、光学フ
ィルタは干渉コーティングを含むことができる。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは少なくとも部分的に、接着層、偏光層、
または接着層と偏光層の組み合わせの中に組み込むことができる。
【００２５】
　特定の実施形態は、レンズの製造方法を提供し、この方法は、可視スペクトルの１つ以
上の部分内のレンズ透過光の平均彩度値を増大させるように構成された光学フィルタを含
むレンズを形成するステップを含む。可視スペクトルの少なくとも一部は、約６３０ｎｍ
～約６６０ｎｍのスペクトル範囲を含むことができる。平均彩度値の増大とは、実質的に
正常な視力を有する人によって知覚可能な増大を含むことができる。
【００２６】
　レンズを形成するステップは、レンズ本体を形成するステップと、レンズ本体の上にレ
ンズコーティングを形成するステップと、を含むことができる。光学フィルタの少なくと
も一部は、レンズ本体に組み込むことができる。光学フィルタの少なくとも一部は、レン
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ズコーティングの中に組み込むことができる。たとえば、レンズコーティングは干渉コー
ティングを含むことができる。
【００２７】
　レンズ本体を形成するステップは、複数のレンズ本体要素を形成するステップと、１つ
以上の接着層を使ってレンズ本体要素を相互に結合するステップと、を含むことができる
。偏光フィルムは、複数のレンズ本体要素のうちの２つの間に配置することができる。レ
ンズは、近紫外線を含む紫外線を実質的に吸収する１つ以上の構成要素を含むことができ
る。いくつかの実施形態において、偏光フィルムは、レンズ本体の中に成形される挿入層
とすることができる。
【００２８】
　いくつかの実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、可変スペクトルの１つ以
上の部分内のレンズ透過光の平均彩度値を増大させるように構成された光学フィルタと、
を含む。可視スペクトルの１つ以上の部分のうちの１つは、約５４０ｎｍ～約６００ｎｍ
のスペクトル範囲を含むことができる。平均彩度値の増大とは、実質的に正常な視力を有
する人によって知覚可能な増大を含むことができる。
【００２９】
　特定の実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、可視スペクトルの１つ以上の
部分内のレンズ透過光の平均彩度値を増大させるように構成された光学フィルタと、を含
む。可視スペクトルの１つ以上の部分のうちの３つは、約４４０ｎｍ～約５１０ｎｍのス
ペクトル範囲、約５４０ｎｍ～約６００ｎｍのスペクトル範囲、約６３０ｎｍ～約６６０
ｎｍのスペクトル範囲を含むことができる。平均彩度値の増大とは、実質的に正常な視力
を有する人によって知覚可能な増大を含むことができる。
【００３０】
　いくつかの実施形態は眼鏡用レンズを提供し、これはレンズ本体と、複数の有機染料を
含む光学フィルタを含む。複数の有機染料の各々は、１つ以上のスペクトルバンド内の可
視光を減衰させるように構成される。１つ以上のスペクトルバンドの各々は、あるスペク
トルバンド幅の吸収ピークと、最大吸収率と、そのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピー
ク面積を含む。スペクトルバンド幅は、吸収ピークの最大吸収率の８０％での吸収ピーク
全幅と定義できる。吸収ピークの減衰係数は、そのスペククルバンド幅内の積分吸収ピー
ク面積を吸収ピークのスペクトルバンド幅で割ることによって得ることができる。複数の
有機染料の１種以上に関して、少なくとも１つの吸収ピークの減衰係数は約０．８以上で
ある。
【００３１】
　たとえば、複数の有機染料の１種以上は、その中心波長および／またはピーク位置が約
４７０ｎｍ～約４８０ｎｍの間の青色光吸収ピークを有する吸収プロファイルを含むこと
ができる。いくつかの実施形態において、青色光吸収ピークのスペクトルバンド幅は約２
０ｎｍ以上にすることができ、青色光吸収ピークの減衰係数は約０．９以上にすることが
できる。
【００３２】
　複数の有機染料の１種以上は、その中心波長および／またはピーク位置が約５６０ｎｍ
～約５８０ｎｍの間の黄色光または黄緑色光吸収ピークを有する吸収プロファイルを含む
ことができる。いくつかの実施形態において、黄色光または黄－緑色光吸収ピークのスペ
クトルバンド幅、約２０ｎｍ以上にすることができ、黄色光または黄－緑色光の減衰係数
は約０．８５以上にすることができる。
【００３３】
　複数の有機染料の１種以上は、その中心波長および／またはピーク位置が約６００ｎｍ
～約６８０ｎｍの間の赤色光または橙赤色光吸収ピークを有する吸収プロファイルを含む
ことができる。いくつかの実施形態において、赤色または橙－赤色光吸収ピークのスペク
トルバンド幅は約２０ｎｍ以上にすることができ、赤色吸収ピークの減衰係数は約０．９
以上にすることができる。
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【００３４】
　複数の有機染料の各々は、１つ以上の彩度強調ウィンドウ内のレンズ透過光の彩度値を
増大させるように選択できる。１つ以上の彩度強調ウィンドウは、約４４０ｎｍ～約５１
０ｎｍの第一のスペクトル範囲、約５４０ｎｍ～約６００ｎｍの第二のスペクトル範囲、
約６３０ｎｍ～約６６０ｎｍの第三のスペクトル範囲、または第一と第二と第三のスペク
トル範囲のいずれかの組み合わせを含むことができる。
【００３５】
　特定の実施形態はレンズを提供し、これはレンズ本体と、複数のスペクトルバンド内の
可視光を減衰させるように構成された光学フィルタと、を含む。複数のスペクトルバンド
の各々は、あるスペクトルバンド幅の吸収ピークと、最大吸収率と、最大吸収率より実質
的に低い下端および上端部分と、下端と上端部分の間に位置付けられ、最大吸収率および
最大吸収率に実質的に近い領域を含む中間部分と、を含む。いくつかの実施形態において
、少なくとも１つの吸収ピークの下端または上端部分の一方は、物体が実質的な可視刺激
を放射または反射するスペクトル領域を含む物体スペクトルウィンドウの中にある。
【００３６】
　光学フィルタは、好くなくとも１つの吸収ピークの下端または上端部分の一方が背景ス
ペクトルウィンドウの中にあるように構成できる。背景スペクトルウィンドウは、背景が
実質的な可視刺激を放射または反射するスペクトル領域を含む。
【００３７】
　光学フィルタは、少なくとも部分的にレンズ本体の中に組み込むことができる。レンズ
本体に複数の有機染料を含浸させることができ、複数の有機染料の各々は、複数のスペク
トルバンドの１つにおける吸収ピークを生成するように構成される。
【００３８】
　光学フィルタは少なくとも部分的に、レンズ本体の少なくとも一部の上に設置されたレ
ンズコーティングに組み込むことができる。たとえば、光学フィルタは干渉コーティング
を含むことができる。光学フィルタはまた、少なくとも部分的に、接着層、偏光層、また
は接着層と偏光層の組み合わせの中に組み込むことができる。
【００３９】
　いくつかの実施形態はレンズの製造方法を提供し、この方法は、複数のスペクトルバン
ド内の可視光を減衰させるように構成された光学フィルタを形成するステップを含む。複
数のスペクトルバンドの各々は、あるスペクトルバンド幅の吸収ピークと、最大吸収率と
、最大吸収率より実質的に低い下端および上端部分と、下端と上端部分の間に位置付けら
れ、最大吸収率および最大吸収率に実質的に近い領域を含む中間部分と、を含む。いくつ
かの実施形態において、少なくとも１つの吸収ピークの下端または上端部分の一方は、物
体が実質的な可視刺激を放射または反射するスペクトル領域を含む物体スペクトルウィン
ドウの中にありうる。
【００４０】
　各種の実施形態は、例示を目的として添付の図面に描かれており、本発明の範囲を一切
限定しないと解釈するべきである。これに加えて、開示されている様々な実施形態の様々
な特徴を組み合わせて他の実施形態を形成することができ、これらも本発明の一部である
。いずれかの特徴または構造を除去し、または省くこともできる。図面全体を通じて、参
照番号は参照要素間の対応を示すために繰り返し使用される場合がある。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１Ａ】彩度強調光学フィルタを備えるレンズを組み込んだ１つの眼鏡の斜視図である
。
【図１Ｂ】図１Ａに示されるレンズのうちの１つの断面図である。
【図２Ａ】人間の目の中の錐体視細胞の感度曲線を示すグラフである。
【図２Ｂ】ＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ表色系での三刺激関数を示すグラフである。
【図３】光学フィルタを備えるサングラス用レンズのスペクトル吸収プロファイルを示す
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グラフである。
【図４Ａ】ニュートラルフィルタと比較した、図３に示される吸収プロファイルを有する
レンズの彩度の変化率を示すグラフである。
【図４Ｂ】図３に示される吸収プロファイルを有するレンズの色度図である。
【図５】光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図６Ａ】図５に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィルタの
彩度プロファイルを示すグラフである。
【図６Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図５に示される吸収プロファイルを有する
フィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図７】図５に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図８】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図９Ａ】図８に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィルタの
彩度プロファイルを示すグラフである。
【図９Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図８に示される吸収プロファイルを有する
フィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図１０】図８に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図１１】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図１２Ａ】図１１に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図１２Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図１１に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図１３】図１１に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図１４】３種類の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図１５Ａ】各々が図１４に示される吸収プロファイルの１つを有する３つのフィルタと
ニュートラルフィルタの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図１５Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図１４に示される吸収プロファイルを有
する３種類のフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図１６】３種類の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図１７Ａ】各々が図１６に示される吸収プロファイルの１つを有する３つのフィルタと
ニュートラルフィルタの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図１７Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図１６に示される吸収プロファイルを有
する３種類のフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図１８】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図１９Ａ】図１８に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図１９Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図１８に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図２０】図１８に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図２１】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図２２Ａ】図２１に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図２２Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図２１に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図２３】図２１に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図２４】人間の目の視感効率を示すグラフである。
【図２５】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図２６Ａ】図２５に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図２６Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図２５に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
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【図２７】図２５に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図２８】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図２９Ａ】図２８に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図２９Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図２８に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図３０】図２８に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタの色度図である。
【図３１】ある例示的光学フィルタを備える非偏光レンズのスペクトル吸収プロファイル
を示すグラフである。
【図３２Ａ】図３１に示されるスペクトル吸収プロファイルを有する非偏光レンズとニュ
ートラルフィルタの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図３２Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図３１に示される吸収プロファイルを有
するレンズの彩度の変化率を示すグラフである。
【図３３】図３１に示されるスペクトル吸収プロファイルを有するレンズの色度図である
。
【図３４】他の例示的光学フィルタを備える非偏光レンズのスペクトル吸収プロファイル
を示すグラフである。
【図３５Ａ】図３４に示されるスペクトル吸収プロファイルを有するレンズとニュートラ
ルフィルタの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図３５Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図３４に示される吸収プロファイルを有
するレンズの彩度の変化率を示すグラフである。
【図３６】図３４に示されるルスペクトル吸収プロファイルを有するレンズの色度図であ
る。
【図３７】他の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図３８Ａ】図３７に示される吸収プロファイルを有するフィルタとニュートラルフィル
タの彩度プロファイルを示すグラフである。
【図３８Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図３７に示される吸収プロファイルを有
するフィルタの彩度の変化率を示すグラフである。
【図３９】図３７に示されるスペクトル吸収プロファイルを有するフィルタの色度図であ
る。
【図４０】光学フィルタを備えるキャストレンズのスペクトル吸収プロファイルを示すグ
ラフである。
【図４１Ａ】図４０に示される吸収プロファイルを有するレンズとニュートラルフィルタ
の彩度プロファイルを示すグラフである。
【図４１Ｂ】ニュートラルフィルタと比較した、図４０に示される吸収プロファイルを有
するレンズの彩度の変化率を示すグラフである。
【図４２】図４０に示されるスペクトル吸収プロファイルを有するレンズの色度図である
。
【図４３】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４４】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４５】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４６】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４７】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４８】光学フィルタの彩度強調ウィンドウの構成例を示す。
【図４９】屋外照明条件下でゴルフボールから反射または放射された光の分光分布を示す
。
【図５０】図４０の吸収プロファイルを有する光学フィルタと実質的にニュートラルグレ
イに染色された偏光子を有するキャストレンズの吸収プロファイルを示すグラフである。
【図５１】ニュートラルフィルタと比較した、図５０に示される吸収プロファイルを有す
るレンズの彩度の変化率を示すグラフである。
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【図５２】図５０に示される、光学フィルタ付きレンズの色度図である。
【図５３】彩度強調光学フィルタを備えるレンズを組み込んだ１つの眼鏡の斜視図であり
、一方のレンズの断面が示されている。
【図５４】レンズ本体と積層体を有するレンズの１つの実施形態の断面図である。
【図５５】レンズ成形型の断面図である。
【図５６】異なる温度で成形され３つの射出成形レンズの吸収プロファイルを示すグラフ
である。
【図５７】レンズ要素のある例示的な構成を示すための、眼鏡の一部切欠き斜視図を示す
。
【図５８】レンズ要素の他の例示的な構成を示すための、眼鏡の一部切欠き斜視図を示す
。
【図５９Ａ】ポリカーボネートに混入された染料のスペクトル吸収プロファイルを示すグ
ラフである。
【図５９Ｂ】図５９Ａの吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイルを示すグラフで
ある。
【図６０Ａ】彩度強調フィルタを組み込んだレンズのスペクトル吸収プロファイルを示す
グラフである。
【図６０Ｂ】図６０Ａの吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイルを示すグラフで
ある。
【図６１Ａ】彩度強調フィルタを組み込んだ他のレンズのスペクトル吸収プロファイルを
示すグラフである。
【図６１Ｂ】図６１Ａの吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイルを示すグラフで
ある。
【図６２Ａ】彩度強調フィルタのスペクトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図６２Ｂ】図６２Ａの吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイルを示すグラフで
ある。
【図６３Ａ】図６２Ａの彩度強調用彩度強調フィルタと偏光子を組み込んだレンズのスペ
クトル吸収プロファイルを示すグラフである。
【図６３Ｂ】図６３Ａの吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイルを示すグラフで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　特定の好ましい実施形態と例を以下に開示するが、本発明の主旨は、具体的に開示され
ている実施形態以外の、他の代替的実施形態および／または用途にも、およびその改良版
と均等物にも及ぶ。それゆえ、後述の特許請求項の範囲は、以下に説明される特定の実施
形態のいずれによっても限定されない。たとえば、本明細書で開示されるいずれの方法ま
たは工程においても、その方法または工程の動作または操作をどのような適当な順序で実
行してもよく、必ずしも開示されたいずれかの特定の順序に限定されるとはかぎらない。
各種の操作は、特定の実施形態の理解に役立つような方法で、複数の個別の操作として１
つずつ説明されている場合があるが、説明の順序がこれらの操作が順序依存であることを
黙示すると解釈するべきではない。これ加えて、本明細書に記載される構造は、一体的な
構成要素としても、別々の構成要素としても実施できる。各種の実施形態を比較すること
を目的として、これらの実施形態の特定の態様と利点が説明されている。これらすべての
態様または利点が任意の特定の実施形態によって得られる必要はない。それゆえ、たとえ
ば各種の実施形態を、必ずしも本明細書で教示または提案される可能性のあるその他の態
様または利点を実現するとはかぎらないが、本明細書で教示されている１つの利点または
一連の利点を実現または最適化する方法で実行できる。
【００４３】
　人がその環境において目で見ることのできる物体は一般に、１つ以上の面から可視光を
放射し、反射し、または伝達する。これらの面は、人間の目がそれ以上細かく分解できな
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い点の列と考えることができる。面上の各点は１つの波長の光を放射、反射または伝達す
るのではなく、むしろ、人間の視覚の中では１つの色として解釈される幅広い波長スペク
トルを放射、反射または伝達する。一般的に言えば、仮に人が、そのように解釈された色
ごとに、対応する「１つの波長」の光を見るとすれば（たとえば、１ｎｍ等の非常に狭い
スペクトルバンド幅を有する視覚刺激）、目に見えた波長の広いスペクトルから解釈され
る色と比べて、それは極めて鮮明に見えるであろう。
【００４４】
　光学フィルタは、幅広い視覚刺激の外側部分を取り除くことによって人間の視覚で色が
より鮮明に見えるように構成することができる。幅広い視覚刺激の外側部分とは、実質的
に、ほとんど完全に、または完全に減衰されると、その刺激のバンド幅が狭まって、知覚
された色がより鮮やかとなるような波長を指す。眼鏡用光学フィルタは、風景のカラフル
ネス、明瞭さ、および／または鮮やかさを実質的に増大させるように構成できる。このよ
うな眼鏡用光学フィルタによって、装用者は風景を高精細色（ＨＤ色）で見ることができ
る。いくつかの実施形態において、視覚刺激のうちの実質的に減衰されない部分は少なく
とも、人間の目の視細胞が最大の感度を示す波長を含む。特定の実施形態において、光学
フィルタが適用された時の色刺激のバンド幅は少なくとも、錐体視細胞が最大の感度を示
す波長を含む。いくつかの実施形態において、本明細書で開示される光学フィルタを組み
込んだレンズの装用者は、風景の明瞭さが実質的に増大したことを知覚できる。知覚され
る明瞭さの増大は、たとえばコントラストの増大、彩度の増大、または複合的要素に起因
しうる。
【００４５】
　解釈された色の鮮やかさは、色の彩度（ｃｈｒｏｍａ）値として知られる属性と相関す
る。彩度値は、ＣＩＥ　Ｌ＊Ｃ＊ｈ＊色空間の属性または座標の１つである。色相（ｈｕ
ｅ）と明度（ｌｉｇｈｔｎｅｓｓ）として知られる属性と共に、彩度は人間の視覚で知覚
可能な色を定義するために使用できる。これまでに解明されたこととして、視力は、ある
画像の中の色の彩度値と強く相関する。換言すれば、観察者の視力は、高い彩度値の色を
有する風景を見る時の方が、より低い彩度値の色の同じ風景を見る場合より高くなる。
【００４６】
　光学フィルタは、ある風景の彩度プロファイルが、その光学フィルタを組み込んだレン
ズを通じてその風景を見た時に改善されるように構成できる。光学フィルタは、いずれか
の所望の効果を達成するために、１つ以上の彩度強調ウィンドウの中の彩度を増大または
低減させるように構成できる。彩度強調光学フィルタは、いずれかの所望の彩度強調ウィ
ンドウの中で光を優先的に透過させ、または減衰させるように構成できる。所望の彩度強
調ウィンドウは、いずれの適当な工程によっても決定できる。たとえば、ある選択された
環境中で主に反射または放射される色を測定することができ、フィルタを、主に反射また
は放射される色に対応する１つ以上のスペクトル領域の中の彩度強調を行うようになすこ
とができる。
【００４７】
　図１Ａに示される実施形態において、眼鏡１００は、彩度強調光学フィルタを有するレ
ンズ１０２ａ、１２０ｂを含む。彩度強調フィルタは一般に、１つ以上のレンズ１０２ａ
、１０２ｂを通じて見た風景のカラフルネスを、光透過率は同じであるがスペクトル透過
率プロファイルの異なるレンズを通じて見た風景から変化させる。眼鏡はいずれの種類で
あってもよく、たとえば汎用眼鏡、特定用途眼鏡、サングラス、運転用眼鏡、スポーツ用
眼鏡、屋内用眼鏡、屋外用眼鏡、視力矯正眼鏡、コントラスト強調眼鏡、他の目的のため
に設計された眼鏡、または複合的な目的のために設計された眼鏡がある。
【００４８】
　図１Ｂに示される実施形態において、レンズ１０２には複数のレンズ要素が組み込まれ
ている。これらのレンズ要素は、レンズコーティング２０２と、第一のレンズ本体要素２
０４と、フィルム層２０６と、第二のレンズ本体要素２０８と、を含む。レンズ１０２の
構成においては多くの変形が可能である。たとえば、レンズ１０２は偏光層、１つ以上の
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接着剤層、フォトクロミック層、反射防止コーティング、ミラーコーティング、干渉コー
ティング、傷防止コーティング、撥水コーティング、静電防止コーティング、その他のレ
ンズ要素、またはレンズ構成要素の組み合わせを含むことができる。レンズ１０２がフォ
トクロミック層を含む場合、フォトクロミック材料はニュートラルデンシティフォトクロ
ミックまたは他のどのような適当なフォトクロミックを含んでいてもよい。レンズ構成要
素および／または材料の少なくともいくつかは、これらが実質的にニュートラルの可視光
スペクトルプロファイルを有するように選択できる。あるいは、可視光スペクトルプロフ
ァイルは、協働でどのような所望のレンズ色度、彩度強調効果、他の目的も、またはどの
ような複合的な目的も達成できる。偏光層、フォトクロミック層、および／またはその機
能層をフィルム層２０６、レンズコーティング２０２、レンズ本体要素２０４、２０８の
１つ以上に組み込むことができ、または別に追加されるレンズ要素の中に組み込むことも
できる。いくつかの実施形態において、レンズ１０２には、図１Ｂに示されるレンズ要素
全部の中で組み込まれないものもある。
【００４９】
　レンズは、ＵＶ吸収層またはＵＶ吸収を含む層を、光学フィルタ層の外側に含むことが
できる。このような層は、光学フィルタの退色を低減させることができる。これに加えて
、ＵＶ吸収物質をいずれかのレンズ構成要素またはレンズ構成要素の組み合わせの中に配
置することができる。
【００５０】
　レンズ本体要素２０４、２０８は、ガラス、ポリマ材料、共重合体、ドープ材料、他の
材料または複合的な材料で作製できる。いくつかの実施形態において、光学フィルタの１
つ以上の部分をレンズコーティング２０２の中、１つ以上のレンズ本体要素２０４、２０
８の中、フィルム層２０６の中、接着剤層の中、偏光層の中、他のレンズ要素の中、また
は要素の組み合わせの中に組み込むことができる。
【００５１】
　レンズ本体要素２０４、２０８は、どのような適当な技術で製造することもでき、たと
えば、鋳込みまたは射出成形がある。射出成形では、レンズを、特定の染料を劣化または
分解する温度に曝すことがありうる。それゆえ、光学フィルタが１つ以上のレンズ本体要
素の中に含まれている場合、レンズ本体要素を鋳込みにより作る時の方が、レンズ本体を
射出成形により作る時よりも、光学フィルタ内に含めるように選択できる染料の範囲が広
い。さらに、光学フィルタを少なくとも部分的にレンズコーティングの中で実装する場合
は、利用できる染料やその他の光学フィルタ構造の範囲がより広くなる。
【００５２】
　サングラス用レンズは、可視スペクトル領域内の光を実質的に減衰させる。しかしなが
ら、光を可視スペクトル全体にわたって均一に、または概して均一にも減衰させる必要は
ない。その代わりに、特定の彩度強調プロファイルまたはその他の目的を実現するために
、減衰される光を調整できる。サングラス用レンズは、風景に本明細書に記載される改善
または特徴の１つ以上を与えるように選択されたスペクトルバンド内の光を減衰させるよ
うに構成できる。このような改善または特徴は、１つ以上の特定の活動中、または１つ以
上の具体的な環境内で装用者に有利となるように選択できる。
【００５３】
　ある色配列に関する彩度を増大させるフィルタを設計するためには、目による色の知覚
に関わるメカニズムを考慮することができる。明順応された目（たとえば人間の目）は４
４０、５４５、５６５ｎｍでピーク感度を示す。これらのピーク感度は、錐体と呼ばれる
、目の網膜の中に見られる３つの光センサの各々に対応する。錐体感度プロファイルの位
置と形状は近年、Ｓｔｏｃｋｍａｎ　ａｎｄ　Ｓｈａｒｐｅ，“Ｔｈｅ　ｓｐｅｃｔｒａ
ｌ　ｓｅｎｓｉｔｉｖｉｔｉｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｉｄｄｌｅ－　ａｎｄ　ｌｏｎｇ－
ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ－ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｃｏｎｅｓ　ｄｅｒｉｖｅｄ　ｆｒｏｍ　
ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ｏｂｓｅｒｖｅｒｓ　ｏｆ　ｋｎｏｗｎ　ｇｅｎｏｔ
ｙｐｅ，”Ｖｉｓｉｏｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　４０（２０００），ｐｐ．１７１１－１７
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３７においてかなりの精度で測定されており、これを参照によって本願に援用し、本明細
書の一部とする。Ｓｔｏｃｋｍａｎ　ａｎｄ　Ｓｈａｒｐｅが測定した人間の目の錐体視
細胞の感度プロファイルＳ、Ｍ、Ｌが図２Ａに示されている。
【００５４】
　錐体感度プロファイルは、感度データから、色を説明する数量、たとえばＣＩＥ三刺激
色値に変換できる。ＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ三刺激関数が２Ｂに示されている。いくつ
かの実施形態において、ＣＩＥ三刺激色値は光学フィルタの設計に使用される。たとえば
、ＣＩＥ色値は、ＣＩＥ　Ｌ＊Ｃ＊ｈ＊色空間内の彩度の数値、Ｃ＊を用いて、光学フィ
ルタが知覚される色に与える影響を計算するために使用できる。
【００５５】
　人間の錐体感度は、Ｇｏｌｚ　ａｎｄ　Ｍａｃｌｅｏｄ，“Ｃｏｌｏｒｉｍｅｔｒｙ　
ｆｏｒ　ＣＲＴ　ｄｉｓｐｌａｙｓ，”Ｊ．Ｏｐｔ．Ｓｏｃ．Ａｍ．Ａ　ｖｏｌ．２０，
ｎｏ．５（Ｍａｙ　２００３），ｐｐ．７６９－７８１に記載されている一次変換マトリ
クスＭを使ってＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ色空間に変換でき、同文献を参照によって本願
に援用し、本明細書の一部とする。一次変換を式１に示す。
【数１】

ＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ色空間値（Ｘ　Ｙ　Ｚ）を解くために、Ｓｔｏｃｋｍａｎ　ａ
ｎｄ　Ｓｈａｒｐｅ　２０００のデータを、それぞれＬ、Ｍ、Ｓ感度について０．６２８
、０．４２、１．８６８の係数でスケーリングし、式２－１と２－２に示される方法で一
次変換マトリクスＭの逆数をそれに乗じることができる。
【数２】

式中、
【数３】

【００５６】
　ＣＩＥ三刺激値Ｘ，Ｙ，Ｚは、式３－１～３－７に示される非線形関数を使ってＣＩＥ
　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間座標に変換できる。
Ｘｎ＝９６．０２、Ｙｎ＝１００．００、Ｚｎ＝１０８．８２とすると、
【数４】

【数５】
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Ｘ／Ｘｎ、Ｙ／ＹｎまたはＺ／Ｚｎ＜０．００８８５６であれば、
【数７】

【数８】

【数９】

ａ＞０．００８８５６の場合、ａ＝Ｚ／Ｚｎ、Ｙ／ＹｎまたはＺ／Ｚｎ

【数１０】

上記以外の場合、
【数１１】

すると、彩度、すなわちＣ＊は、等４を使ってＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊からＣＩＥ　Ｌ＊Ｃ
＊ｈ＊にさらに変換することによって計算できる。
【数１２】

【００５７】
　前述のように、物理的世界で見られる色は広い波長バンドによって刺激される。これを
シミュレートし、その後、光学フィルタの効果を計算するために、フィルタを通した光の
バンドと通さないバンドを錐体感度空間への入力として使用する。すると、彩度への影響
を上記の変換を通じて予測できる。
【００５８】
　光のスペクトルを錐体感度空間に入力する際、人間の目による色知覚メカニズムを考慮
することができる。目による色応答は、３種類の錐体、すなわちＳ、Ｍ、Ｌの各々の相対
的信号を比較することによって行われる。これを幅広いバンドの光でモデル化するために
、入力スペクトル中の各波長での光強度の合計に、その波長でのその錐体感度に応じた重
み付けを行う。これを３つの錐体感度プロファイルのすべてについて繰り返す。この計算
の一例を表Ａに示す。
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【表１】

【００５９】
　すると、３種類すべての錐体の、重み付けされた光強度の正規化値を、一次変換マトリ
クスＭを通じてＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ色空間に変換できる。この変換によって、さら
に行われるＣＩＥ　１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間への変換と、その後のＣＩＥ　Ｌ＊Ｃ
＊ｈ色空間への変換による彩度値の算出が容易となる。
【００６０】
　目と物理的世界の間に置かれたフィルタの効果をシミュレートするために、入力された
光バンドを候補となるフィルタの吸収特性に応じて調整することができる。その後、重み
付けされた光強度を、そのフィルタを透過する光の合計に応じて正規化する。
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　特定の実施形態において、光の各種の色に対するフィルタの影響をテストするために、
入力のスペクトルプロファイル、または少なくともバンド幅を最初に決定する。モデルの
入力のための適当なバンド幅は一般に、光学フィルタの使用環境によって影響を受ける。
サングラス用レンズの合理的バンド幅は約３０ｎｍとすることができ、これは、このバン
ド幅が自然環境中で知覚される多くの色の大まかなハンド幅を表しているからである。こ
れに加えて、３０ｎｍは、そのバンド幅の約２倍である錐体感度機能の応答部分に透過光
が入るのに十分に狭いバンド幅である。３０ｎｍの入力バンド幅を使って設計されるフィ
ルタはまた、たとえば２０ｎｍまたは８０ｎｍ等の他のバンド幅を有する色の彩度も改善
する。それゆえ、彩度に対するフィルタの影響は、３０ｎｍのバンド幅または、広い範囲
の自然の色のバンド幅に対して感度を示すその他の適当なバンド幅を有する色入力を使っ
て判断できる。
【００６２】
　他のバンド幅も利用できる。バンド幅は、多くのフィルタ設計の彩度強調特性を維持し
ながら、３０ｎｍより有意に広く、または狭くすることができる。上述の３０ｎｍのバン
ド幅は、光学フィルタの所望の特徴を生成するために使用可能な、それより広い、または
それより狭い入力バンド幅を代表するものである。「バンド幅」という用語は本明細書に
おいて、その広い通常の意味で使用される。本願は、スペクトル特徴のバンド幅を特徴付
けるためのいくつかの方法を示している。特に別段の明記がないかぎり、本明細書で開示
されるどのような適当なバンド幅の特徴付けも、本明細書に明記されるスペクトル特徴を
定義するために利用できる。たとえば、いくつかの実施形態において、あるピークのバン
ド幅とは、そのピークの最大値の半分でのピーク全幅（ＦＷＨＭ値）および他の一般に使
用されるあらゆるバンド幅測定値を包む。
【００６３】
　３０ｎｍのバンド幅とフィルタの１例を使用した、Ｌ錐体について重み付けされた光強
度の正規化値の計算例を表Ｂに示す。
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【表２】

【００６４】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、候補となるフィルタのスペクトルプロ
ファイルを使ってその候補のフィルタが彩度に与える影響を計算することによって設計さ
れる。このようにして、フィルタの変化を繰り返しチェックし、所望の結果を達成する上
での有効性を確認できる。あるいは、フィルタは、数字によるシミュレーションから直接
設計できる。光学フィルタの例と比較用の例およびこれらの光学フィルタが彩度に与える
影響を本明細書で説明する。いずれの場合も、各フィルタを通過した入力光の彩度を、フ
ィルタを用いなかった場合の同じ入力の彩度と比較する。可視スペクトル波長に対する「
吸収率％」のグラフは、例および比較例の光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを
示す。可視スペクトル波長に対する「彩度Ｃ＊、相対値」の各グラフでは、均一な強度の
３０ｎｍ幅の光刺激の、この刺激が波長依存光学フィルタを通過した後の相対的彩度を、
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グラフ上のより細い曲線として示しており、各刺激の中心波長は横軸上の数値によって表
される。「彩度Ｃ＊、相対値」の各グラフはまた、刺激のバンド幅の中で、減衰させる光
の平均割合が波長依存光学フィルタと同じニュートラルフィルタを通過した、同じ３０ｎ
ｍ幅の光刺激の相対的彩度も示す。
【００６５】
　フィルタの設計の１つの目的は、レンズの全体的な色の見え方を決定することでありう
る。いくつかの実施形態において、レンズを透過した光全体の色は、青銅色、琥珀色、紫
色、灰色、またはその他の色として知覚される。ある場合には、消費者には定量的に説明
しにくい好き嫌いがある。特定の場合には、レンズの色調整を、本明細書に記載されてい
るモデルの中で行うことができる。全体的な色調整がフィルタの設計に与える影響は、適
当なモデルを使って計算できる。ある場合には、色調整を行うことによって、求められて
いる彩度の特徴がある程度犠牲になることもあれば、ほとんど、またはまったく犠牲にな
らないこともある。いくつかの実施形態において、レンズの全体的な色の彩度値が比較的
低い。たとえば、レンズの彩度値は６０未満であることがある。このようなレンズで使用
される彩度強調光学フィルタは、より高い彩度値の全体的な色を持つレンズに同じ光学フ
ィルタを使用した場合と比べて、少なくともいくつかの色のカラフルネスを増大させるこ
とができる。
【００６６】
　比較例の光学フィルタは、図３、４Ａ、４Ｂに示されるような特性を有する。図３は、
ある光学フィルタを備える比較例のレンズ、Ｉｌｌｉｎｏｉｓ、ＰｅｏｒｉａのＭａｕｉ
　Ｊｉｍ，Ｉｎｃ．から入手可能なＬＡＧＯＯＮ　１８９－０２グレイレンズの吸収特性
を示す。図４Ａは、図３に示される吸収プロファイルを有するレンズの出力と、各刺激バ
ンド内で図３のレンズと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の
変化率を示し、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波
長を示す。図４Ａからわかるように、図３に示される吸収プロファイルを特徴とする比較
例のレンズは、３０ｎｍの各刺激に関してニュートラルの減衰を提供するフィルタと比較
して、特定のスペクトル領域の彩度をある程度増大させ、他のスペクトル領域の彩度をあ
る程度減少させる。各刺激に関するニュートラル減衰フィルタによって提供される減衰の
平均割合は、比較例のフィルタにより提供される減衰の平均割合と同じである。本願では
、相対的彩度プロファイルを計算するために、均一な強度の特定のバンド幅の光を使った
。あるフィルタの相対的彩度プロファイルが示されている図面においては、本願全体を通
じて目盛りを同じにすることにより、特にことわりがないかぎり、１つの図面に示される
相対的彩度を他の図面に示される相対的彩度と比較できるようにした。いくつかの図面に
おいて、詳細を示し、一貫した目盛りを維持するために、フィルタの彩度プロファイルを
切り取ることができる。
【００６７】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、可視スペクトルの青から青－緑領域の
彩度を増大させ、または最大にするように構成される。このような構成のフィルタの吸収
ピークの中心は、図５に示されるように、約４７８ｎｍまたは約４８０ｎｍとすることが
できる。図５に示される吸収ピークの半値全幅（ＦＷＨＭ）は約２０ｎｍである。しかし
ながら、他の吸収ピーク幅も使用でき、これには約１０ｎｍ以上、約１５ｎｍ以上、約２
０ｎｍ以上、約６０ｎｍ以下、約５０ｎｍ以下、約４０ｎｍ以下、約１０ｎｍ～約６０ｎ
ｍｎ、または上記の他のいずれかの数値間のバンド幅が含まれる。吸収ピークのバンド幅
は、ＦＷＨＭに加えて、またはその代わりに、いずれの適当な方法で測定することもでき
る。たとえば、吸収ピークのバンド幅は、最大値の８０％でのピーク全幅、最大値の９０
％でのピーク全幅、最大値の９５％でのピーク全幅、または最大値の９８％でのピーク全
幅を含むことができる。
【００６８】
　光学フィルタのスペクトル特徴はまた、フィルタおよび／またはフィルタを組み込んだ
レンズの透過特性を考慮することによっても評価できる。いくつかの実施形態において、
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透過率谷間のバンド幅および／または減衰係数を測定することができる。透過率谷間のバ
ンド幅はたとえば、特定の透過率、たとえば２％、５％、１０％、または２０％での谷間
の全幅と定義できる。特定の実施形態において、透過率谷間のバンド幅は、最低透過率の
１．５倍、２倍、４倍、１０倍、または１００倍の谷間の全幅と定義される。いくつかの
実施形態において、透過率谷間のバンド幅は、最低透過率からある程度ずれた位置、たと
えば最低透過率プラス１％の透過率、プラス２％の透過率、プラス５％の透過率、プラス
１０％の透過率、またはプラス２０％の透過率での谷間の全幅と定義される。透過率谷間
の減衰係数は、透過率谷間のスペクトルバンド幅の中で、１００％と透過率プロファイル
曲線の間の面積をバンド幅で割ることによって計算できる。あるいは、透過率谷間の減衰
係数は、１から透過率谷間より下の面積を引き、その結果をバンド幅で割ってそのバンド
幅内の吸収率を見つけることによって計算できる。
【００６９】
　光学フィルタのスペクトル特徴はまた、フィルタおよび／またはフィルタを組み込んだ
レンズの吸光度プロファイルを考慮することによっても評価できる。いくつか実施形態に
おいて、光学フィルタは、可視スペクトルの青から青－緑領域の彩度を増大させ、または
最大にするように構成される。このような構成のフィルタの吸光度ピークの中心は、図５
に示すように、約４７８ｎｍまたは約４８０ｎｍとすることができる。図５に示す吸光度
ピークの半値全幅（ＦＷＨＭ）は約２０ｎｍである。しかしながら、他の吸光度ピーク幅
も使用でき、これには約１０ｎｍ以上、約１５ｎｍ以上、約２０ｎｍ以上、約６０ｎｍ以
下、約５０ｎｍ以下、約４０以下、約１０ｎｍ～約６０ｎｍｎ、または上記の他のいずれ
かの数値間のバンド幅が含まれる。吸光度ピークのバンド幅は、ＦＷＨＭに加えて、また
はその代わりに、いずれの適当な方法で測定することもできる。たとえば、吸光度ピーク
のバンド幅は、最大値の８０％でのピーク全幅、最大値の９０％でのピーク全幅、最大値
の９５％でのピーク全幅、または最大値の９８％でのピーク全幅を含むことができる。
【００７０】
　図６Ａは、図５に示される吸収プロファイルを有するフィルタの、波長に関する相対的
彩度を示す。ここでも、より太い黒線は、３０ｎｍの各刺激バンドの中で、図５に示され
る光学フィルタの対応する各バンド内と同じ積分光透過率を有するニュートラルフィルタ
の彩度プロファイルに対応する。図６Ｂは、図５の光学フィルタの出力と、各刺激バンド
内で、図５の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との間
の変化率を示し、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心
波長を示す。
【００７１】
　図５に示される吸収プロファイルを有する光学フィルタのＣＩＥ　ｘｙ色度図が図７に
示されている。この色度図は、フィルタの色度およびＲＧＢ色空間の色域を示す。本願で
提供される色度図の各々は、関連するフィルタまたはレンズの色度を示しており、色度は
ＣＩＥイルミナントＤ６５を使って計算されている。
【００７２】
　特定の実施形態において、光学フィルタは、可視スペクトルの青領域内の彩度を増大ま
たは最大にするように構成される。このような構成のフィルタが提供は、中心波長および
／またはピークが約４５３ｎｍ、約４５０ｎｍ、または約４４５ｎｍ～約４６０ｎｍの間
にある吸収ピークを提供できる。吸収ピークのバンド幅は、約１０ｎｍ以上、約１５ｎｍ
以上、約２０ｎｍ以上、またはその他適当な数値とすることができる。
【００７３】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、いくつかの、多くの、またはほとんど
の色、または少なくとも装用者の環境内で一般的に遭遇する多くの色にわたる彩度を増大
させ、または最大にするように構成される。そのような光学フィルタは複数の吸収ピーク
を含むことができる。たとえば、図８は、光学フィルタのある実施形態のスペクトル吸収
プロファイルを示し、これには中心波長が約４１５ｎｍ、約４７８ｎｍ、約５７４ｎｍ、
約７１５ｎｍにある４つの吸収ピークが含まれる。この例示的フィルタの相対的彩度プロ
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ファイルと色度図が図９Ａ、９Ｂ、１０に示される。図９Ａに示される相対彩度プロファ
イルは、図８の光学フィルタが、３０ｎｍの各刺激バンド内で、図８に示される光学フィ
ルタのそれに対応する各バンド内と同じ積分光透過率を有するニュートラルフィルタと比
較して、少なくとも４つの複数のウィンドウにおいて彩度を実質的に増大させることを示
している。図９Ｂは、図８の光学フィルタの出力と、各刺激バンド内で、図８の光学フィ
ルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との間の彩度の変化率を示し
、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００７４】
　吸収ピークの位置と数は、その他にも様々に変えることができる。たとえば、いくつか
の実施形態は、約５７４ｎｍにピークを置き、約５６１ｎｍに追加のピークを加えること
によって、約５５８ｎｍ～約５８０ｎｍの間の光を有意に減衰させる。このような実施形
態は、約５５５ｎｍ付近の波長を含む緑領域において実質的に大きな彩度を提供できる。
【００７５】
　特定の実施形態において、光学フィルタは、各吸収ピークのバンド幅内の光の減衰程度
を大きくすることによって、可視スペクトルの彩度を増大させる。吸収ピークのスペクト
ルバンド幅内の光の減衰程度は、吸収ピークのスペクトルバンド幅内の積分吸収ピーク面
積を吸収ピークのスペクトルバンド幅で割ったものとして定義される「減衰係数」により
特徴付けることができる。減衰係数１の吸収ピークの例は、方形波である。このような吸
収ピークは、そのスペクトルバンド幅内の光を実質的に全部減衰させ、そのスペクトルバ
ンド幅外の光は実質的に全く減衰させない。これに対して、減衰係数が０．５未満の吸収
ピークは、そのスペクトルバンド幅内の光の半分未満を減衰させ、そのスペクトルバンド
幅外の光を有意な量だけ減衰させることができる。減衰係数が正確に１の吸収ピークを有
する光学フィルタを作ることは不可能もしれないが、１に近い減衰係数の吸収ピークを有
する光学フィルタを設計することは可能である。
【００７６】
　特定の実施形態において、光学フィルタは１に近い減衰係数の１つ以上の吸収ピークを
有するように構成される。多くのその他の構成も可能である。いくつかの実施形態におい
て、光学フィルタは、減衰係数が約０．８以上、約０．９以上、約０．９５以上、約０．
９８以上、約０．８～約０．９９の間、約０．８以上、かつ１未満、または上記の他のい
ずれかの数値間である１つ以上の吸収ピーク（または透過率谷間）を有する。減衰係数の
上記の限界の１つ以上の組み合わせを、「減衰係数基準」と呼ぶことができる。特定の実
施形態において、光学フィルタの各吸収ピークの減衰係数は、減衰係数基準の１つ以上に
適合する。いくつかの実施形態において、ある光学フィルタの特定の吸収閾値より大きい
最大吸収率を有する各吸収ピークの減衰係数は、減衰係数基準の１つ以上に適合する。吸
収閾値は約０．５、約０．７、約０．９、約１、０．５～１、または他の数値とすること
ができる。当然のことながら、本明細書では光学フィルタに関して特定の具体的な特徴を
説明するが、スペクトル特徴の各々は、特にことわりがないかぎり、光学フィルタを含む
レンズのスペクトルプロファイルにも同等に当てはめることができる。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは４つのスペクトルバンドの各々において
吸収ピークを有し、その各々の減衰係数は約０．９５以上である。物理的世界においては
単色の光を見ることは稀であるため、いくつかの狭いバンドの光を、自然界の中で知覚さ
れるスペクトル色の全体的な多様さを有意に損なうことなく、ほとんど、または完全に遮
断することができる。換言すれば、光学フィルタは、日常的な視野で用いることができ、
その際、実質的な視覚情報は一切失われない。このような属性を有する例示的光学フィル
タのスペクトル吸収プロファイルが図１１に示されている。同じ光学フィルタの相対的彩
度プロファイルと色度図が図１２Ａ、１２Ｂ、１３に示されている。図１２Ａに示される
相対的彩度プロファイルは、より太い黒線で示されている、各３０ｎｍ刺激バンドで、図
８に示される光学フィルタの各々対応するバンド内と同じ積分光透過率を有するニュート
ラルフィルタの彩度プロファイルと、より細い黒線で示され、概してニュートラルフィル
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タのプロファイルより高い、図８に示される波長依存フィルタの彩度プロファイルを含む
。図１２Ｂは、図１１の光学フィルタの出力と、各刺激バンド内で、図１１の光学フィル
タと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との間の、彩度の変化率を示し
ており、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示
す。
【００７８】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、少なくとも部分的に彩度強調ウィンド
ウ内にあるバンド幅での１つ以上の吸収ピークを有する。彩度強調ウィンドウの幅は、約
２２ｎｍ～約４５ｎｍの間、約２０ｎｍ～約５０ｎｍの間、約２０ｎｍ以上、約１５ｎｍ
以上、またはその他適当な範囲のバンド幅とすることができる。特定の実施形態において
、光学フィルタは、ある吸収閾値以上の減衰係数を有する各吸収ピークが、彩度強調ウィ
ンドウ内のバンド幅を有するように構成される。たとえば、吸収ピークの各々のバンド幅
は、約１０ｎｍ以上、約１５ｎｍ以上、約２０ｎｍ以上、約２２ｎｍ以上、約６０ｎｍ以
下、約５０ｎｍ以下、約４０ｎｍ以下、約１０ｎｍ～約６０ｎｍの間、約２０ｎｍ～約４
５ｎｍの間、または上記の他のいずれかの数値間とすることができる。
【００７９】
　バンド幅（たとえば、ＦＷＨＭ値）と、吸収ピーク側方の傾斜の変化は、彩度に明確な
影響を与えうる。一般に、彩度を強調するためのピークのＦＷＨＭおよび／または傾斜が
大きくなると彩度が増大し、彩度を低減させるためのピークの場合はその逆である。図１
４と１６に、ＦＷＨＭと吸収ピークの傾斜を別々に変化させる例示的な光学フィルタが示
されている。これらの変化が彩度に与える影響は、各々に伴う図１５Ａ～１５Ｂと１７Ａ
～１７Ｂの彩度プロファイルに示されている。図１４では、３種類のフィルタＦ１、Ｆ２
、Ｆ３に関して、４７８ｎｍに中心を置く吸収ピークを重ねた図が示されている。これら
の吸収ピークは、側方傾斜は等しいが、ＦＷＨＭ値が異なり、フィルタＦ１のＦＷＨＭ値
が最も小さく、フィルタＦ３のＦＷＨＭ値が最も大きい。図１５Ａの相対的彩度プロファ
イルは、図１４に示されるフィルタＦ１、Ｆ２、Ｆ３が彩度に与える影響を示している。
フィルタＦ１、Ｆ２、Ｆ３の各々の吸収率と彩度プロファイルは、各グラフにおいて、同
じ、対応する線の様式で示され、ニュートラルフィルタは図１５Ａに太線として含められ
ている。図１５Ｂは、３つの光学フィルタＦ１、Ｆ２、Ｆ３の出力と、各刺激バンドで、
図１４の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の
変化率を示しており、各ケースの入力は同じ３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は
各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８０】
　図１６は、４７８ｎｍに中心を置く３つの吸収ピークを重ねたものを示し、ＦＷＨＭは
等しいが、傾斜が異なる。図１７Ａは、図１６に示されるフィルタＦ４、Ｆ５、Ｆ６の彩
度に与える影響を示しており、ニュートラルフィルタはここでも、太い実線として含めら
れている。図１７Ｂは、図１６の光学フィルタＦ４、Ｆ５、Ｆ６の出力と、各刺激バンド
で、図１６の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩
度の変化率を示しており、各ケースの入力は同じ３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横
軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８１】
　図１１に示される光学フィルタに戻ると、４１５ｎｍと７１５ｎｍに中心を置く外側２
つの吸収ピークの外側の傾斜（すなわち、４１５ｎｍのピークの下限と７１５ｎｍのピー
クの上限）は、概して可視スペクトルの周辺にある光の波長に影響を与える。いくつかの
実施形態において、これらのピークの吸収プロファイルは、可視範囲の主要部分とみなす
ことのできる約４００ｎｍ～７００ｎｍの範囲の外にある波長の光を有意に、ほとんど、
またはほとんど完全に減衰させるように変えることができる。これらの属性を有する例示
的な光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルを図１８に示す。同じ光学フィルタに関
する相対的彩度プロファイルと色度図を図１９Ａ、１９Ｂ、２０に示す。図１９Ｂは、図
１８の光学フィルタの出力と、各刺激バンドにおいて、図１８の光学フィルタと同じ平均
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割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化率を示し、入力は３０ｎｍの
均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８２】
　本明細書で開示される技術に従って彩度を制御することにより、１つ以上の色バンドの
彩度はまた、これらの色バンドのカラフルネスを低くすることが望ましい状況においては
、低減させることもできる。いくつかの実施形態において、光学フィルタは１つ以上の色
バンドの彩度を低減させ、他の色バンドの彩度を増大させるように構成できる。たとえば
、カモ狩りに使用するように設計された眼鏡には、青い背景の彩度を低減させ、飛んでい
るカモの緑と茶色の羽に関する彩度を増大させるように構成された光学フィルタを備える
１つ以上のレンズを含めることができる。より一般的には、光学フィルタは、個々の背景
（たとえば、地面、空、運動場またはコート、これらの組み合わせ等）に関連する１つ以
上のスペクトル領域内の彩度を比較的低くし、個々の前景または物体（たとえば、ボール
）に関連する１つ以上のスペクトル領域内の彩度を比較的高くすることによって、各活動
に特化するように設計できる。あるいは、光学フィルタは、背景のスペクトル領域と物体
のスペクトル領域の両方での彩度を増大させることによって、各活動に特化した構成を有
することができる。
【００８３】
　動いている物体を特定し、識別する能力は一般に「動体視力」と呼ばれる。動いている
物体のスペクトル領域における彩度の増大は、この属性を向上させると予想されており、
これは、彩度の増大は通常、より高い色コントラストを伴うからである。さらに、特定の
色を強調し、また目立たせないようにすることにより、動体視力をさらに高められる。動
体視力を高めるように構成された例示的な光学フィルタのスペクトル吸収プロファイルが
図２１に示されている。図の光学フィルタは、緑から橙のスペクトル領域での彩度を高く
し、青のスペクトル領域の彩度を比較的低くするように構成される。同じ光学フィルタの
相対的彩度プロファイルと色度図が、図２２Ａ、２２Ｂ、２３に示されている。図２２Ｂ
は、図２１の光学フィルタの出力と、各刺激バンド内で、図２１の光学フィルタと同じ平
均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化率を示しており、入力は３
０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８４】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは可視スペクトルに対する視感効率の変化
を考慮するように構成される。視感効率を考慮するために、フィルタは、各種の色バンド
に対する人間の目の異なる波長での相対的感度の違いを補償できる。Ｓｔｏｃｋｍａｎ　
ａｎｄ　Ｓｈａｒｐｅの錐体感度データと一致する可視スペクトルでの視感効率が図２４
に示されている。
【００８５】
　特定の実施形態において、光学フィルタは、人間の目が最も敏感な赤の波長における彩
度を選択的に増大するように構成される。たとえば、赤色バンドは、約６２５ｎｍ～約７
００ｎｍの間にわたるスペクトル範囲と説明することができる。図２４に示される視感効
率関数を見ると、目は約６２５ｎｍ～約６６０ｎｍの間の赤い光に対するほうが、それよ
り長い波長の場合より感度が高いことがわかる。そこで、この構成を有する光学フィルタ
のスペクトル吸収プロファイルを図２５に示す。この光学フィルタは図１１に示されるも
のと、赤バンドにおいて約７１５ｎｍに中心を置くピークではなく約６５８ｎｍに中心を
置く代わりのピークがある点を除き、同じプロファイルを有する。その結果、６５５ｎｍ
までの赤バンドでの彩度が増大し、それに伴って、目がそれより低い感度を示す６００ｎ
ｍ以上の赤での彩度が低下する。同じ光学フィルタの相対的彩度プロファイルと色度図が
図２６Ａ、２６Ｂ、２７に示されている。図２６Ｂは、図２５の光学フィルタの出力と、
各刺激バンド内で、図２５の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィル
タの出力との彩度の変化率を示しており、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横
軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８６】



(26) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

　これに加えて、約５５３ｎｍ、約５６１ｎｍ、または約５５０ｎｍ～約５７０ｎｍの間
の波長に中心を置く吸収ピークを使って、緑範囲の中央の波長についての彩度を増大させ
ることができる。このようなフィルタはまた、黄色の彩度を低減させることができるため
、黄色を背景にして見られる緑色の物体を特定できることが有利な活動において使用でき
る。緑スペクトル範囲の中央での彩度を増大させる光学フィルタのスペクトル吸収プロフ
ァイルが図２８に示されている。同じ光学フィルタの相対的彩度プロファイルと色度図が
図２９Ａ、２９Ｂ、３０にそれぞれ示されている。図２９Ｂは、図２８の光学フィルタの
出力と、各刺激バンド内で、図２８の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させ
るフィルタの出力との彩度の変化率を示しており、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激で
あり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８７】
　上記のようなフィルタのプロファイルを作るためには様々な方法を適用でき、たとえば
誘電スタック、多層干渉コーティング、希土類酸化物添加物、有機染料または、米国特許
第５，０５４，９０２号明細書に記載されている複数の偏光フィルタの組み合わせ等によ
るものがあり、同特許を参照によって本願に援用し、本明細書の一部とする。他の適当な
製作方法または技術の組み合わせも使用できる。
【００８８】
　特定の実施形態において、光学フィルタは１種以上の有機染料を含み、これらは比較的
高い減衰係数の吸収ピークを提供する。たとえば、いくつかの実施形態において、レンズ
は、Ｏｈｉｏ、ＤａｙｔｏｎのＥｘｃｉｔｏｎが販売する有機染料を包含する光学フィル
タを有する。Ｅｘｃｉｔｏｎが販売する少なくともいくつかの有機染料は、それらの吸収
ピークの大まかな中心波長および／またはピーク位置に応じて名付けられている。Ｅｘｃ
ｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４０７、ＡＢＳ　４７３、ＡＢＳ　５７４、ＡＢＳ　６５９染料を包
含する光学フィルタを備える非偏光ポリカーボネートレンズの近似されたスペクトル吸収
プロファイルが図３１に示されている。この光学フィルタの有機染料調合によって、約４
０７ｎｍ、４７３ｎｍ、５７４ｎｍ、６５９ｎｍでの吸収ピークが得られる。このレンズ
の相対的彩度プロファイルと色度図が、図３２Ａ、３２Ｂ、３３にそれぞれ示されている
。図３２Ｂは、図３１の光学フィルタの出力と、各刺激バンド内で、図３１の光学フィル
タと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化率を示しており
、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００８９】
　いくつかの実施形態は、前節に記載した実施形態と同様であるが、Ｅｘｃｉｔｏｎ　Ａ
ＢＳ　６５９染料の代わりにＥｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　６４７染料が使用され、その赤の
吸収ピークが６４７ｎｍに位置している。このような実施形態において、人間の目の感度
のピークにより近い位置にある、より視感効率の高い赤の色相に対する彩度が増大する。
この構成の光学フィルタを備える非偏光ポリカーボネートレンズのスペクトル吸収プロフ
ァイルが図３４に示されている。このプロファイルは、４０７ｎｍ、４７３ｎｍ、５７４
ｎｍ、６４７ｎｍでの吸収ピークを含む。このレンズの相対的彩度プロファイルと色度図
が、図３５Ａ、３５Ｂ、３６にそれぞれ示されている。図３５Ｂは、図３４の光学フィル
タの出力と、各刺激バンド内で、図３４の光学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰
させるフィルタの出力との彩度の変化率を示しており、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺
激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
【００９０】
　いくつかの実施形態において、他の光学フィルタが、いくつかの、多くの、またはほと
んどの色、または少なくとも装用者の環境中で一般的に遭遇する多くの色についての彩度
を増大させるか、または最大にするように構成される。このような光学フィルタは、複数
の吸収ピークを含むことができる。複数の吸収ピークには、約４１５ｎｍ～約４５５ｎｍ
の間、約４７８ｎｍ、約５５５ｎｍ～約５８０ｎｍの間、および約６６０ｎｍに中心波長
および／またはピーク位置を有する吸収ピークを含めることができる。複数の吸収ピーク
のＦＷＨＭ値は、約２０ｎｍ～約５０ｎｍの間、約２０ｎｍより大きい、約２２ｎｍ、約
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４５ｎｍ、他の適当な数値、または数値の組み合わせとすることができる。いくつかの実
施形態において、約５５５ｍ～約５８０ｎｍの間に中心波長および／またはピーク位置を
有する吸収ピークのＦＷＨＭ値は、スペクトルプロファイルにおける他の吸収ピークの少
なくともいくつかのＦＷＨＭ値の約２倍である。この節で説明した実施形態を反映させた
吸収ピークを有する例示的フィルタの近似されたスペクトル吸収プロファイルが、図３７
に示されている。この例示的フィルタは、約４９０ｎｍで吸収率が急激に低下し、これに
よって４９１ｎｍでの、および４９１ｎｍ近傍の（たとえば、４９１ｎｍ付近および約４
９１ｎｍ以上の波長のバンドにわたる）広いバンドにわたって（たとえば、バンド幅が約
２０ｎｍ以上のスペクトルバンドにわたって）光が実際的に透過できる。
【００９１】
　図３７の吸収プロファイルを有するフィルタの相対的彩度プロファイルが図３８Ａに示
されている。図３８Ａの彩度プロファイルは、本願の他の彩度プロファイルとは異なる縦
比率で示すことによって彩度のより大きな変動を示している。例示的フィルタによって、
複数のスペクトルバンドにおいて、相対的彩度はフィルタを通さない場合より実質的に増
大しており、これには約４１０ｎｍ～約４６０ｎｍの間、約４６５ｎｍ～約４７５ｎｍの
間、約４８０ｎｍ～約５００ｎｍの間、約５４０ｎｍ～約５６５ｎｍの間、約５７０ｎｍ
～６００ｎｍの間、および約６５０ｎｍ～約６６０ｎｍの間のスペクトルバンドが含まれ
る。図３８Ｂは、図３７の光学フィルタの出力と、各刺激バンド内で、図３７の光学フィ
ルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化率を示してお
り、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。
この例示的フィルタの色度図が図３９に示されている。
【００９２】
　いくつかの実施形態において、２種またはそれ以上の染料を使って、１つの吸収ピーク
または、相互に近接する複数の吸収ピークを作ることができる。たとえば、約５５５ｎｍ
～約５８０ｎｍの間に中心波長および／またはピーク位置のある吸収ピークは、約５６１
ｎｍと５７４ｎｍに中心波長および／またはピーク位置を有する２種類の染料を使って作
ることができる。他の実施形態において、約５５５ｎｍ～約５８０ｎｍの間に中心波長お
よび／またはピーク位置のある吸収ピークは、約５５６ｎｍと約５７４ｎｍに中心波長お
よび／またはピーク位置を有する２種の染料を使って作ることができる。各染料は各々、
約３０ｎｍより小さいＦＷＨＭ値を有する吸収ピークを個々に生成できるが、これらの染
料を光学フィルタの中で一緒に使用すると、吸収ピークが合成されて、約４５ｎｍまたは
約４０ｎｍ以上のバンド幅を有する１つの吸収ピークを形成できる。
【００９３】
　有機染料を含むフィルタは、どのような適当な技術を使って製造することもできる。い
くつかの実施形態において、十分な量の１種以上の有機染料を使って、１つ以上のスペク
トル領域の透過率を約１％以下まで低下させる。厚さ１．７５ｍｍのポリカーボネートレ
ンズで１％未満のピーク透過率を実現するため、染料をポリカーボネート樹脂のバッチの
中に混ぜ込むことができる。この混合物に５ポンドのポリカーボネート樹脂が含まれる場
合、図３１に示される吸収プロファイルに関連する光学フィルタには、以下のようなＥｘ
ｃｉｔｏｎ染料の混入を使用することができる。すなわち、ＡＢＳ　４０７を４４ｍｇ、
ＡＢＳ　４７３を１２２ｍｇ、ＡＢＳ　５７４を１１７ｍｇ、ＡＢＳ　６５９を６３ｍｇ
。上記の例では、ポリカーボネートへの染料混入比率を次のように一般化できる。すなわ
ち、染料合計１０００単位から、フィルタに紫色吸収染料約１３０単位、青色吸収染料約
３５０単位、緑色吸収染料約３４０単位、深赤色吸収染料約１８０単位を含めることがで
きる。
【００９４】
　同じ量のポリカーボネート樹脂の場合、図３４に示される吸収プロファイルに関連する
光学フィルタには以下のようなＥｘｃｉｔｏｎ染料の混入を使用できる。すなわち、ＡＢ
Ｓ　４０７を４４ｍｇ、ＡＢＳ　４７３を１２２ｍｇ、ＡＢＳ　５７４を１１７ｍｇ、Ａ
ＢＳ　６４７を４１ｍｇ。上記の例では、ポリカーボネート内の染料混入比率を次のよう
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に一般化できる。染料合計９９５単位から、フィルタに紫色吸収染料約１３５単位、青色
吸収染料約３７５単位、緑色吸収染料約３６０単位、赤色吸収染料約１２５単位を含める
ことができる。特定の実施形態において、樹脂と染料の混合物から鋳込み工程、型成形工
程、または他のいずれかの適当な工程でレンズを製作できる。
【００９５】
　彩度を実質的に増大させることできるプラスチック用染料は他にもある。たとえば、Ｎ
Ｙ、ＢｉｎｇｈａｍｔｏｎのＣｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ
は、吸収ピークが４０２ｎｍのＤＬＳ　４０２Ａ染料を提供している。いくつかの実施形
態において、ＤＬＳ　４０２Ａ染料は、上記の調合の中でＥｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４０
７染料の代わりに使用できる。Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎはまた、吸収ピークが４６１ｎｍの
ＤＬＳ　４６１Ｂ染料も提供している。ＤＬＳ　４６１Ｂ染料は、上記の調合の中でＥｘ
ｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料の代わりに使用できる。Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ
　５６４Ｂ染料は、これらの調合においてＥｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　５７４染料の代わり
に使用でき、これに対してＣｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ　６５４Ｂ染料はＥｘｃｉｔｏ
ｎ　ＡＢＳ　６５９染料の代わりに使用できる。いくつかの実施形態において、染料は、
１つ以上のレンズ構成要素に含めることができ、どのレンズ構成要素に染料を含めるかは
、各々の染料の特性、たとえば安定性または成績係数に基づいて決定することができる。
【００９６】
　他の例において、光学フィルタは特定の染料の相対量で設計される。吸収ピークの大き
さは、異なる染料の混入量間の相対的関係を保ちながら、染料の絶対質量混入量を調整す
ることによって選択できる。たとえば、ある具体的な実施形態において、有機染料光学フ
ィルタは、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料７０ｍｇ、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　５
６１染料１０８ｍｇ、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　５７４染料２７ｍｇ、Ｅｘｃｉｔｏｎ　
ＡＢＳ　６５９　４１ｍｇを含む。ポリウレタン中の染料混入比率は、以下のように一般
化できる。すなわち、染料合計１０００単位から、フィルタに、青色吸収染料約２８０単
位、黄－緑色吸収染料約４４０単位、緑色吸収染料約１１０単位、深赤色吸収染料約１７
０単位を含めることができる。ポリウレタン２５１ｇ中の上記のような染料混入を使って
レンズを鋳造した。その結果得られたレンズは、厚さが１．９ｍｍであった。混入レベル
は、使用される具体的なベース材料の特性を考慮して調整できる。たとえば、混入レベル
は、低密度の材料、たとえば特定の種類のポリカーボネートを使用する場合に、幾分、ま
たは若干高くすることができる。同様に、混入レベルは、より高密度の材料を使用する場
合には、幾分、または若干低くすることができる。
【００９７】
　キャストレンズの吸収プロファイルが図４０に示されている。図４０に示される吸収プ
ロファイルでは、約４７７ｎｍに中心を置く吸収ピークは、吸収ピークの最大吸収率の８
０％での全幅が約４６ｎｍ、減衰係数は約０．９２である。約５６９ｎｍに中心を置く吸
収ピークは、吸収ピークの最大吸収率の８０％での全幅が約３５ｎｍ、減衰係数は約０．
８６である。約６６０ｎｍに中心を置く吸収ピークは、吸収ピークの最大吸収率の８０％
での全幅が約２７ｎｍ、その減衰係数は約０．９１である。この鋳造レンズは、図４１Ａ
と４１Ｂに示されるように、複数のスペクトル領域内で彩度を増大させた。図４１Ａの彩
度プロファイルは、本明細書における他の彩度プロファイルとは異なる目盛りで示されて
いる。図４１Ｂは、図４０の光学フィルタの出力と、各刺激バンドにおいて、図４０の光
学フィルタと同じ平均割合の光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化量を示
しており、入力は３０ｎｍの均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を
示す。この鋳造レンズの色度図は図４２に示されている。
【００９８】
　図５０は、ＣＩＥ標準イルミナントＤ６５を用いた視感透過率が約９．３％のライトグ
レーの偏光フィルムと組み合わせた図４０の光学フィルタの、波長に関する吸収プロファ
イルを示す。視感透過率は、たとえばＣＩＥ標準イルミナントＣ等、他のどのような適当
なイルミナントに関しても測定できる。本明細書で開示する彩度強調フィルタを取り入れ
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た偏光サングラス用レンズの視感透過率は、約１５％以下、約１２％以下、約１０％以下
、約９％以下、約７％以上、約８％以上、約７％～１５％の間、約７％～１２％の間、約
９％～１２％の間、または他の適当な数値とすることができる。さらに、レンズは、異な
る透過率を有する２つまたはそれ以上の透過領域の組み合わせを有する異種透過率プロフ
ァイルを示すことができる。図５１は、図５０の吸収プロファイルを有するレンズの出力
と、各刺激バンドにおいて、図５０の吸収プロファイルを有するレンズと同じ平均割合の
光を均一に減衰させるフィルタの出力との彩度の変化量を示しており、入力は３０ｎｍの
均一な強度の刺激であり、横軸は各刺激バンドの中心波長を示す。図５０の吸収プロファ
イルを有するレンズの色度図は図５２に示されている。
【００９９】
　いくつかの実施形態において、本明細書で開示されているいずれかのフィルタ組成物で
使用される染料の１種以上は、同様のスペクトル属性を有する１種以上の染料に置き換え
ることができる。たとえば、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料等の染料がレンズ形成
工程に耐えられるだけ安定していない場合、より安定性が高い、同様の吸収プロファイル
を有する１種以上の代替染料を代わりに使用できる。いくつかのレンズ形成工程、たとえ
ば射出成形は、レンズと光学フィルタが高温、高圧、および／または化学的活性材料に曝
される可能性がある。交換用の染料は、本明細書で開示される染料と同様の吸収プロファ
イルを有するが、安定性と性能が改善されるように選択できる。たとえば、交換用染料は
、レンズの射出成形中に高い安定性を示すか、または日光の下での高い安定性を示すこと
ができる。１つの実施形態において、２種またはそれ以上の染料の少なくとも１つを、Ｅ
ｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料の代わりに使用できる。１つの実施形態において、Ｅ
ｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料を、ポリカーボネート中の、約４７７ｎｍの中心波長
および／またはピーク位置を持つ吸収ピークを有する染料の代わりに使用した。いくつか
の実施形態において、４７７ｎｍの吸収ピークに関連する減衰係数は約０．８以上、約０
．９以上、約０．９３、またはその他適当な数値である。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、レンズには、彩度強調フィルタおよびその他のレンズ構
成要素の光安定性を増大させるように選択または構成された染料またはその他の材料を含
めることができる。当業界で知られている技術を使用して、フィルタ材料および／または
その他のレンズ構成要素の劣化を軽減することができる。
【０１０１】
　本明細書において開示されるいずれの染料調合の相対量も、所望の目的、たとえば所望
のレンズ全体色、特定の特性を有する彩度強調フィルタ、その他の目的、または複合的な
目的を達成するために調整できる。光学フィルタは、本明細書において開示される吸収ピ
ークのいずれかの組み合わせおよび／またはその他の吸収ピークの組み合わせを有する吸
収プロファイルを持つように構成して、所望の彩度強調特性を実現することができる。レ
ンズの全体色は、関心対象の物体の刺激、または特定の活動のための背景刺激と同様、ま
たは同じになるように選択できる。レンズの色を各活動に固有の刺激にマッチさせること
によって、その活動に関する関心対象の物体のコントラスト（たとえば、色の対比）を増
大させることができる。
【０１０２】
　上述のように、図４１は、各３０ｎｍの刺激バンドにおいて、同じ平均減衰を有するニ
ュートラルフィルタの彩度プロファイルと比較した、光学フィルタを備えるキャストレン
ズの彩度プロファイルを示している。このキャストレンズの彩度プロファイルは薄い方の
線で示され、より濃い線で示されるニュートラルフィルタの彩度プロファイルより概して
高い。キャストレンズは、ニュートラルレンズと比較して、彩度が増大した複数のスペク
トル領域を提供するように構成される。いくつかの実施形態において、レンズは、１種以
上の有機染料を含む光学フィルタを含む。１種以上の有機染料は、１つ以上の領域内の彩
度を増大または低減させることができる。図４１に示されるように、光学フィルタは、５
つ以上のスペクトル範囲で彩度を増大させるように構成できる。光学フィルタが彩度を増
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大または低減させるスペクトル範囲を、彩度強調ウィンドウ（ＣＥＷ）と呼ぶことができ
る。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、ＣＥＷは可視スペクトルの中のある部分を含み、これは
光学フィルタが、正常な視力を持つ人が知覚した時に、各３０ｎｍ刺激バンド内で同じ平
均減衰率を有するニュートラルフィルタと比べて彩度を実質的に変化させる部分である。
特定の場合に、彩度の実質的な強調とは、フィルタがニュートラルフィルタと比較して、
約２％以上彩度を増大させた時にわかる。他の場合では、ニュートラルフィルタと比較し
て、約３％以上の、または約５％以上の彩度の増大が実質的増大と考えられる。ある彩度
の変化が実質的増大を表すか否かは、増大が提供されるスペクトル領域によって異なる。
たとえば、視覚刺激の中心が約５６０ｎｍにある時には、ニュートラルフィルタと比べて
約６％以上の彩度の増大を、実質的な彩度強調に含めることができる。視覚刺激の中心が
約６６０ｎｍである時には、ニュートラルフィルタと比べて約３％以上の彩度の増大を、
実質的な彩度強調に含めることができる。視覚刺激の中心が約５７０ｎｍにある場合には
、ニュートラルフィルタと比べて約１５％以上の彩度の増大を、実質的な彩度強調に含め
ることができる。したがって、実質的と考えられる、ニュートラルフィルタと比較した彩
度の変化量は、ＣＥＷのスペクトル範囲によって異なりうる。
【０１０４】
　特定の実施形態において、実質的な彩度強調は、１つ以上のＣＥＷの中で彩度をニュー
トラルフィルタより増大させ、その１つ以上のＣＥＷの中で、ニュートラルフィルタより
彩度を有意に低減させないように構成された光学フィルタによって提供される。実質的な
彩度強調はまた、１つ以上のＣＥＷの中で彩度をニュートラルフィルタより増大させ、特
定のスペクトル範囲、たとえば約４２０ｎｍ～約６５０ｎｍの間で、ニュートラルフィル
タと比べて有意に彩度を低減させないように構成された光学フィルタによっても提供され
る。
【０１０５】
　図４３～４８は、様々な彩度強調光学フィルタの各種のＣＥＷ構成を示す。ＣＥＷのス
ペクトル範囲は、図６、９、１２、１５、１７、１９、２２、２６、２９、３２、３５、
３８、４１の１つ以上において、光学フィルタがニュートラルフィルタと比較して実質的
に彩度を変化させるスペクトル領域に対応できる。ここで開示される具体的なＣＥＷ構成
は、存在する多種多様なレンズまたは眼鏡構成を説明する非限定的な例である。
【０１０６】
　光学フィルタのＣＥＷ構成の一例が図４３に示されている。この例では、ＣＥＷ１は約
４４０ｎｍ～約５１０ｎｍのスペクトル範囲を含む。ＣＥＷ２は、約５４０ｎｍ～約６０
０ｎｍのスペクトル範囲を含む。ＣＥＷ３は、約６３０ｎｍ～約６６０ｎｍのスペクトル
範囲を含む。各ＣＥＷは、レンズまたは眼鏡が彩度強調を提供するように構成されたスペ
クトル範囲と定義することができる。あるいは、１つ以上のＣＥＷの下端は、それを超え
るとレンズまたは眼鏡が彩度強調を提供する波長を含むことができる。２つ以上のＣＥＷ
の上端は、それを下回るとレンズまたは眼鏡が彩度強調を提供する波長を含むことができ
る。いくつかの実施形態において、ＣＥＷ１内の、各３０ｎｍ刺激バンド内での平均減衰
が同じニュートラルフィルタと比較した時の平均増大は約２０％である。ＣＥＷ２内の、
ニュートラルフィルタと比較した彩度の平均増大は約３％以上にすることができる。ＣＥ
Ｗ３内で、ニュートラルフィルタと比較した時の彩度の平均増大は約５％以上にすること
ができる。
【０１０７】
　光学フィルタのＣＥＷ構成の他の例が図４４に示されている。ＣＥＷ１Ａは約４４０ｎ
ｍ～約４８０ｎｍのスペクトル範囲を含む。ＣＥＷ１Ｂは約４９０ｎｍ～約５１０ｍのス
ペクトル範囲を含む。ニュートラルフィルタと比較した彩度平均増大は、ＣＥＷ１Ａ領域
で約１５％以上に、ＣＥＷ１Ｂ領域で約１５％以上にすることができる。
【０１０８】
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　光学フィルタのＣＥＷ構成の他の例が図４５に示されており、これはＣＥＷ２Ａが約５
４０ｎｍ～約５７０ｎｍのスペクトル範囲を含む構成である。図４６は、光学フィルタに
よって、ＣＥＷ１Ａ、ＣＥＷ１Ｂ、ＣＥＷ２Ａ、ＣＥＷ３を含むＣＥＷ構成が提供される
、また別の実施形態を示している。ニュートラルフィルタと比較した彩度の平均増大は、
たとえばＣＥＷ２Ａについては約４％以上にすることができる。
【０１０９】
　図４７は、別の強調ウィンドウ、ＣＥＷ２Ｂを有する光学フィルタのＣＥＷ構成の例を
示す。ＣＥＷ２Ｂウィンドウは、約５８０ｎｍ～約６００ｎｍの間のスペクトル範囲を含
む。ニュートラルフィルタと比較した彩度の平均増大は、たとえばＣＥＷ２Ｂのスペクト
ル範囲で約２％以上にすることができる。図４８は、ＣＥＷ２Ａ、ＣＥＷ２Ｂ、ＣＥＷ１

Ａ、ＣＥＷ１Ｂ、ＣＥＷ３を含む５つまたはそれ以上の彩度強調ウィンドウを提供するよ
うに構成された光学フィルタの相対的彩度強調を示す。図４３～４８の各々は、光学フィ
ルタのＣＥＷ構成の非限定的な例を示しており、本願はいずれの具体的な構成または構成
の組み合わせにも限定されないと解釈するべきである。
【０１１０】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、物体の可視性を改善しながら、見られ
た風景の自然な見え方が保持されるように構成されている。このような光学フィルタ（お
よびこのようなフィルタを含む眼鏡）は、多岐にわたるレクリエーション、スポーツ、職
業、およびその他の活動のために構成できる。代表的な例として、フィルタと眼鏡は、ゴ
ルフの試合中に装用するように構成できる。
【０１１１】
　特定の実施形態において、眼鏡と光学フィルタは、ある具体的な活動に対応する１つ以
上のＣＥＷを提供する。フィルタは、可視スペクトルのうち、関心対象の物体、たとえば
ゴルフボールが実質的なスペクトル刺激を放射または反射する部分において１つ以上のＣ
ＥＷを含むことができる。関心対象の物体のスペクトル刺激に言及する場合、対応するＣ
ＥＷを物体スペクトルウィンドウと呼ぶことができる。ある物体の背後の背景のスペクト
ル刺激に言及する場合、対応するＣＥＷを背景スペクトルウィンドウと呼ぶことができる
。さらに、一般的な周囲のスペクトル刺激に言及する場合、そのスペクトルウィンドウを
周囲スペクトルウィンドウと呼ぶことができる。光学的フィルタは、吸収ピークの１つ以
上の縁辺が少なくとも１つのスペクトルウィンドウ内にあるように構成できる。このよう
にして、光学フィルタは、あるスペクトル刺激（たとえば、物体、背景、または周囲）に
対応するスペクトル範囲内の彩度を強調することができる。
【０１１２】
　ゴルフボールのカバーが波長変換光を生成するように構成されるゴルフボールとそれに
対応する眼鏡を提供することができ、この眼鏡は、カバーのスペクトル反射率、カバーの
透明または半透明の外側部分のスペクトル透過率、および／またはカバーにより放射され
る波長変換光のスペクトルに対応する物体彩度強調ウィンドウを有するレンズを含む。
【０１１３】
　第一の波長または第一の波長範囲で入射する光を波長変換するように構成されたカバー
を有するゴルフホールが提供される。波長変換光は、吸収された入射光の波長より長い波
長で放射されることができる。波長変換光の少なくとも一部は、対応する眼鏡の物体彩度
強調ウィンドウに対応する。代表的な例では、ゴルフボールは、ビューイングフィルタの
スペクトル透過率に対応するスペクトル領域の蛍光を生成する蛍光発光材料を含むカバー
を有する。他の実施形態において、物体彩度強調ウィンドウの一部は、光が優先的にカバ
ーによって反射されるスペクトル領域に対応する。
【０１１４】
　背景に関する物体可視性を改善する方法は、観察対象の物体の彩度を増大させるフィル
タを提供するステップを含む。このフィルタによって生成される光スペクトルは、物体彩
度強調ウィンドウを画定できる。物体彩度強調ウィンドウに対応するスペクトルウィンド
ウと、背景の反射または放射スペクトルプロファイルに対応する背景彩度強調ウィンドウ
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を含む光学フィルタが提供される。改善された光学フィルタは、これらのスペクトルウィ
ンドウ内の彩度強調を提供できる。いくつかの実施形態において、造影剤は波長変換物質
、着色剤、またはその両方である。他の例では、光学フィルタはフィルタの透過スペクト
ルを広げるスペクトル幅ウィンドウを含む。いくつかの具体的な例では、物体彩度強調ウ
ィンドウ、背景彩度強調ウィンドウ、スペクトル幅ウィンドウはそれぞれ、約４４０ｎｍ
～約４８０ｎｍ、約５１０ｎｍ～約５８０ｎｍ、約６００ｎｍ～約６６０ｎｍの波長を含
む。また別の例では、ウィンドウは約４００ｎｍ～約７００ｎｍの間の波長を含む。レン
ズに含めることのできるスペクトルウィンドウは、そのスペクトルウィンドウを画定する
同じスペクトル範囲内の彩度強調を行う。このような実施形態では、このレンズは、本明
細書に記載されるスペクトルウィンドウの１つ以上の中で彩度増大または彩度低減を提供
できる。
【０１１５】
　特定の実施形態の上記およびその他の特徴と態様を、ゴルフおよびその他のスポーツと
スポーツ以外の用途に関して以下に説明する。便宜上、ゴルフに関するいくつかの代表的
な例を説明するが、これらの例は他のレジャー、レクリエーション、スポーツ、産業、職
業またはその他の活動に合わせて、構成や細部を変更できることは明らかであろう。
【０１１６】
　ゴルフボールの軌道を見て、その位置を判断することは、技術レベルを問わず、ゴルフ
ァにとって重要である。経験の浅いゴルファが打ったゴルフボールの軌道は予想不能であ
り、ボールが、ボールを見つけにくい場所に落ちることがよくある。このようにゴルフボ
ールを速やかに見つけられないと、１ラウンドプレイするのにかかる時間が長くなること
があり、１日にコースでプレイできるラウンド数が少なくなる可能性がある。見失ったゴ
ルフボールを探すのに時間をかけることによってプレイ速度が遅くなるため、多くのコー
スや多くのトーナメントで、ゴルファが交換用ボールを置くまでに見失ったゴルフボール
を探すことのできる時間の長さについてのルールが設けられている。より経験豊富な、ま
たはプロのゴルファにとっては、ゴルフボールの喪失によってペナルティが科せられ、ゴ
ルファのスコアに打数が加算される。このようなペナルティによる打数は悩ましく、特に
見えにくさや探す時間の制限のせいでボールを見つけられなかったことによってボールを
失った場合はなおさらである。
【０１１７】
　図４９を参照すると、直射日光等の屋外照明またはその他の照明条件下でゴルフボール
からの放射のスペクトルパワー分布には、波長λＢ付近の波長領域内にある青色強調部分
３０２が含まれる。青色強調部分３０２は、部分３０２のそれより短い波長範囲内の放射
を青色強調部分３０２の中の波長の放射に変換することによって生成される。このような
波長変換は、蛍光、りん光、またはその他のプロセスから起こすことができる。本明細書
において、より短波長の放射がより長波長の放射に変換されるあらゆるプロセスを波長変
換プロセスと呼ぶ。前述のように、このようなプロセスの代表例は、第一の波長の放射が
吸収されて、より長波長の放射を生成するような蛍光である。人間の目は青色強調部分３
０２の中の放射と比較して、青色強調部分３０２の波長より短波長の放射に対する感度が
低いため、より短波長からより長波長の放射に変換することによって、ゴルフボールがよ
り白く、より明るく見えるようになる。図４９のスペクトルパワー分布は白く見えるゴル
フボールに対応し、白以外のゴルフボールに関するスペクトルパワー分布は、そのゴルフ
ボールの色のその他の特徴的なスペクトル特徴を有しうる。
【０１１８】
　約４００ｎｍの波長での人間の視覚応答の適当な切り捨て点より短い波長でのスペクト
ルパワーは図４９に示されていない。このような、より短波長の放射で起こされる人間の
視覚応答は限定されている。蛍光またはその他の波長変換プロセスによってこのようなよ
り短波長をより長波長に変換すると、視覚応答に対して感知できる程度の影響を与えるこ
とができる。この変換プロセスは、そのような波長変換光を生成するゴルフボールカバー
を選択するか、適当な蛍光、りん光またはその他の波長変換物質をゴルフボールカバーに
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包含させることによって促進できる。一般的な波長変換物質は、通常、約４４０ｎｍ～約
４８０ｎｍの範囲である波長λＢの青色強調領域を生成するが、他の波長範囲のための波
長変換物質も使用できる。ゴルフボール（またはその他の関心対象の物体）が白く見える
必要がない場合、有色の波長変換物質、たとえば有色蛍光体を使用できる。この例では、
λＢおよび、より詳しく、λＢが一般に発生する波長範囲（すわなち、約４４０ｎｍ～約
４８０ｎｍ）が物体スペクトルウィンドウを表す。
【０１１９】
　図４９に示されているスペクトルパワー分布は、屋外照明条件下でのゴルフボールから
の光放射を表す。より正確なスペクトルパワー分布の数値は、正確な照明条件に依存する
。通常の照明条件には、直射日光と曇り空、および濃い影部で生じる照明が含まれる。こ
のような異なる照明条件下では、それぞれ異なるスペクトルパワー分布が得られる。たと
えば、曇り空で一般的に得られるスペクトルパワー分布では、総エネルギーが低く、また
より短い（より青い）波長におけるエネルギーが比較的小さい。しかしながら、このよう
に変化する照明条件に関連するスペクトルパワー分布は、波長変換プロセスによって生成
される、それに対応する青色強調部分を有する。
【０１２０】
　図４９のスペクトルパワー分布を生成するゴルフボールの視覚知覚は、ゴルフボールの
スペクトルパワー分布の青色部分３０２（波長変換部分）の彩度を強調することによって
改善される。青色強調部分３０２は、周囲照明に関して過剰な青スペクトルパワーを有す
る。したがって、青色光彩度強調フィルタを提供することによって、ゴルフボールの追跡
と位置特定を改善できる。図４９のスペクトルパワー分布の青色部分３０２の彩度を強調
する一方で、このような可視性増大の程度はゴルフボールを見ている時の背景に依存する
。フェアウェイやグリーン上の芝のようにゴルフで遭遇する一般的な背景では、青色部分
３０２の彩度強調によってゴルフボールの可視性を増大できる。青色強調部分３０２の彩
度を増大させるレンズ含む眼鏡を装用することによって、ゴルファはより容易にゴルフボ
ールの軌道をより追い、止まったゴルフボールの位置を特定できるようになる。
【０１２１】
　このような眼鏡はゴルフボールの可視性を増大させ、ゴルフボールの追跡と位置特定を
容易にするが、ゴルファの目に到達する光のスペクトルパワー分布を変えると、風景が不
自然に見えるか、ゴルファにとって支障になることさえある。一般的なラウンドのプレイ
中、ゴルファは、青空、曇り空、岩、砂、土や、グリーン、フェアウェイ、バンカ、ラフ
等の植物を含む多くの異なる背景に遭遇する。青色部分の彩度を強調する眼鏡では、これ
らの周囲の全部または一部が不自然または支障のある見え方となり、ゴルファの集中力や
知覚を阻害する可能性がある。このような不自然な見え方によって、ゴルフボールの可視
性の増大に伴う性能上の利点が帳消しにされることがありうる。
【０１２２】
　より自然に見える視野は、図４０に示されるようなスペクトル吸収プロファイルを有す
る光学フィルタの実施形態で得ることができる。このような実施形態では、ゴルフボール
の可視性が改善される一方で、このようなフィルタを通して見た風景の自然な見え方が維
持される。本明細書で使用されるかぎり、物体が実質的なスペクトル刺激を放射または反
射するスペクトル領域を、スペクトルウィンドウを呼ぶ。スペクトルウィンドウの幅は、
スペクトルパワー分布の中の最大値の約７５％、５０％、２５％、２０％、１０％または
５％での全幅と定義できる。ゴルフボールは、λＢでの、およびその周辺の青色光刺激と
、スペクトルの緑と赤の部分での１つ以上のその他のスペクトルウィンドウを含むことが
できる。
【０１２３】
　フィルタは、視覚刺激のスペクトルウィンドウの一部、実質的に全部、または全体の彩
度を強調するように構成された彩度強調ウィンドウ（ＣＥＷ）を含むことができる。光学
フィルタは、刺激が位置するスペクトルウィンドウの中の吸収ピークの１つ以上のエッジ
を提供できる。たとえば、青色光ＣＥＷのスペクトル位置は、特定の蛍光物質に対応する
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ように選択でき、それによって眼鏡を、分光的に特定の蛍光物質にマッチさせることがで
きる。それゆえ、眼鏡とゴルフボールが分光的にマッチして、ゴルボールの可視性を向上
できる。約４４０ｎｍ以下の波長の光を減衰させて、有害の可能性のある短波長光線が目
に入らないようにすることができる。たとえば、この短波長光線の一部は、蛍光物質によ
って青色光ＣＥＷに対応する波長の光線に変換できる。ゴルフ用レンズの平均可視光透過
率は約２０％～３０％とすることができる。屋外用フィルタは一般に、平均透過率が約８
％～８％、１０％～６０％、または１０％～４０％の間である。屋内用（または通常の日
中の照明より低い照明レベルで使用するための）フィルタの平均透過率は約２０％～９０
％、２５％～８０％、または４０％～６０％の間とすることができる。
【０１２４】
　緑色の芝生や植物が一般に提供する反射または放射スペクトル刺激の光強度は、約５５
０ｎｍの波長で最大となる。前述のように、約５００ｎｍ～約６００ｎｍの波長は、緑、
すなわち背景スペクトルウィンドウを画定できる。緑色光のＣＥＷがなければ、５００ｎ
ｍ～６００ｎｍの間の波長の光は、彩度が所望のレベルより低い可能性があり、植物は相
対的に抑えられ、くすんで、または暗く見える可能性がある。その結果、ゴルファの周囲
が不自然に見え、ゴルファによる植物の知覚に支障が生じであろう。このような支障は特
にグリーンに関しては深刻であり、それは、ゴルファは一般に、グリーンの様々なパラメ
ータ、たとえばグリーンを覆う芝の高さや密度、グリーンの芝目の向き、表面形状を正確
に判断しようとするからである。ゴルファの打数の半分はグリーンまたはその付近で打た
れるため、グリーンでの視覚的な支障はいずれも、成績の上で重大な不利点となり、一般
的に受け入れられない。植物の誤認はまた、フェアウェイやラフでのプレイ中でも大きな
欠点となる。緑色光ＣＥＷを青色光ＣＥＷと組み合わせた場合、ゴルフボールの可視性が
改善し、その一方でグリーンやその他の植物といった背景表面を正確に査定できる。光学
フィルタは、所望の物体と背景の彩度を、緑色光ＣＥＷと青色光ＣＥＷの一方または両方
に吸収ピークの少なくとも１つのエッジを提供することによって強調できる。緑または青
スペクトルウィンドウの一方または両方に吸収ピークの少なくとも１つのエッジを一致さ
せることにより、ボールの彩度、植物の彩度、またはボールと植物の両方の彩度が強調さ
れるため、人間の目がゴルフボールをその周囲から区別するのをさらに助ける。
【０１２５】
　赤色光ＣＥＷは約６１０ｎｍ～約７２０ｎｍの波長範囲にわたりうるが、約７００ｎｍ
を超える波長の光線の透過率は、これらの波長に対する人間の目の感度が低いため、見え
ている光景にわずかしか貢献していない。赤色光ＣＥＷは、植物によって反射される少な
くとも一部の赤色光の彩度を強調することによって、改良型光学フィルタの実施形態で見
た時の風景の自然な見え方を改善できる。たとえば、赤色吸収ピーク（たとえば、約６３
０ｎｍ～約６６０ｎｍ間の吸収ピーク）の少なくとも１つのエッジが赤色光ＣＥＷの中に
含まれる彩度強調が、図４０からわかる。光の赤、緑、青色成分の彩度を強調することに
よって生成される、より多色性の光は、焦点調節も改善できる。これに加えて、収束（目
が共通の点に向けること）と焦点調節（調整）は相互依存的であり、したがって焦点調節
が改善されることによって、収束も改善され、奥行き知覚も改善される。可視スペクトル
の緑および赤部分のＣＥＷを提供することによって、奥行き知覚が改善されるほか、焦点
調節の改善も可能である。このようなＣＥＷを有するフィルタは、植物（特にグリーン上
）の知覚を改善し、より自然に見える個性を提供でき、その一方で、青色光ＣＥＷに伴う
ゴルフボールの可視性は改善されたまま保たれる。あるＣＥＷ内に吸収ピークの少なくと
も１つのエッジを提供する光学フィルタは、その彩度値を増大させることによって、光学
フィルタを透過する光の品質を改善できる。
【０１２６】
　１つ以上のスペクトル範囲をカバーするＣＥＷを有する光学フィルタにより、可視性を
改善できる。このようなスペクトルプロファイルを有する光学フィルタは、特定の用途の
ために、製造しやすさや、光学フィルタが自然に見えるようにしたいという希望に基づい
て選択できる。美容上の理由から、他人から色付きに見える眼鏡を避けることが望ましい
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場合がありうる。
【０１２７】
　光学フィルタは同様に、背景に対する物体の追跡と観察が波長変換によって容易となる
ような各種の活動のためにも構成できる。このようなフィルタは、波長変換ウィンドウと
、背景ウィンドウと、スペクトル幅ウィンドウと、を含むことができる。これらのＣＥＷ
は、波長変換光、活動に特有の背景からの光、およびその他の波長の光の彩度を強調する
ように選択され、それによって彩度強調された光の全体的なスペクトル幅が広がり、焦点
調節、すなわち調整が改善され、より自然な視野が提供される。上述の白いゴルフボール
への応用に関して、波長変換スペクトル成分に対応する青色光ＣＥＷと、背景を見えやす
くする緑色光ＣＥＷと、調整と風景の自然な見え方を改善するための赤色光ＣＥＷを有す
る光学フィルタが提供される。このような光学フィルタは、実質的にニュートラルの色密
度を有することができる。他の活動では、予想される、または測定される背景の色と波長
変換プロセスによって生成される波長に基づいて、具体的なＣＥＷを選択できる。たとえ
ば、テニスは、緑の競技面上で黄色いボールを使って行われることが多い。このようなボ
ールが一般に有する波長変換領域は、約４６０ｎｍ～５４０ｎｍの間の波長の波長変換光
を生成する。このような用途のための例示的なフィルタは、約４６０ｎｍ～約５４０ｎｍ
の間の波長変換ウィンドウと、約５５０ｎｍに中心を置く背景ウィンドウを有する。波長
変換ウィンドウと背景ウィンドウは一部重複していてもよい。より自然なコントラストと
よりよい焦点調節を提供するために、約４４０ｎｍ～約４６０ｎｍ、約６２０ｎｍ～約７
００ｎｍ、またはその他の範囲の波長範囲に透過率ウィンドウを追加することができる。
【０１２８】
　他の実施形態において、波長変換ウィンドウに加えて、またはその代わりに、物体ごと
のスペクトルウィンドウを有する光学フィルタが提供される。たとえば、赤く見えるゴル
フボールを見る場合に、光学フィルタには、ゴルフボールを見えやすくするために、赤色
光の彩度を強調する赤色光ＣＥＷを含めることができる。背景（たとえば、グリーン）を
自然かつ正確に見えるようにするために、緑色光ＣＥＷもまた設けられる。ゴルフボール
も波長変換光を放射する場合、その他の波長変換ウィンドウも希望に応じて追加できる。
フィルタにはまた、スペクトル幅ウィンドウを含めることもできる。
【０１２９】
　いくつかの実施形態において、光学フィルタは、ある風景の中の、物体および／または
背景が光を反射または放射する１つ以上のスペクトル領域の彩度値を変化させるように構
成される。光学フィルタは、関心対象の物体と背景が光を反射または放射するスペクトル
領域を考慮して構成することができる。吸収ピークは、関心対象の物体が光を反射または
放射している、および背景が光を反射または放射している１つ以上のスペクトル領域内で
彩度が増大また低減されるように位置付けることができる。たとえば、ある物体または背
景スペクトルウィンドウ内の彩度強調は、吸収ピークの少なくとも１つのエッジをそのス
ペクトルウィンドウ内に位置付けるように光学フィルタを構成することによって得られる
。
【０１３０】
　光学フィルタは、物体スペクトルウィンドウと背景スペクトルウィンドウの一方または
両方で彩度強調を行うことによって、物体と背景の間のコントラストを増大させることが
できる。色コントラストは、彩度が増大すると改善される。たとえば、白いゴルフボール
を緑の芝生または遠くの枝葉の背景の中で見る場合、彩度強調技術によって緑の視覚刺激
をより狭帯域になるようにすることができる。狭帯域とされたスペクトル刺激により、緑
の背景が白っぽく見える可能性が低くなり、その結果、ゴルフボールと背景との色のコン
トラストが大きくなる。
【０１３１】
　図１Ａと１Ｂを参照すると、眼鏡はフレームと、レンズ１０２ａと１０２ｂと、を含む
ことができる。レンズ１０２ａと１０２ｂは、波長変換ウィンドウ、背景ウィンドウ、ス
ペクトル幅ウィンドウ、他のＣＥＷ、またはＣＥＷの組み合わせにおいて彩度を強調する
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フィルタを有する。いくつかの用途について、スペクトル幅ウィンドウは波長変換ウィン
ドウを含むことができる。レンズ１０２ａと１０２ｂは、矯正レンズまたは非矯正レンズ
とすることができ、ガラスや、アクリルまたはポリカーボネート等のプラスチックをはじ
めとする各種の光学材料のいずれでも作製できる。レンズは、プラノ－プラノ形やメニス
カス形を含む様々な形状をとることができる。他の眼鏡では、フレームは、眼鏡の装用時
に両目の前に設置される一体のレンズを保持するように構成される。ゴーグルも提供でき
、これはゴーグル装用時に両目の前に設置される一体のレンズを含む。
【０１３２】
　図１Ａと１Ｂのレンズのスペクトル透過率プロファイルと彩度強調は、複数の方法で得
られる。レンズの１つ以上の面にコーティングを設けることができる。このようなコーテ
ィングは一般に、所望のスペクトル透過率と彩度強調を達成するように構成されたコーテ
ィング材の１つ以上の層を含む。これらの層を吸収性として、減衰されるべきスペクトル
領域からの光線がコーティング内に吸収されるようにすることができ、またはコーティン
グを反射性として、このような波長の光線が反射されるようにすることもできる。また別
の例では、１種以上の染料またはその他の発色団を、染色工程またはその他の工程でレン
ズ材料の中に含めることができる。上記の方法の２つまたはそれ以上を組み合わせて所望
のスペクトルおよび彩度特性を提供することができる。
【０１３３】
　以上、実施形態を特定の活動に関して説明したが、他の活動のためのその他の例も提供
できる。たとえば、彩度強調した、可視性強調フィルタを、野球、テニス、バドミントン
、バスケットボール、ラケットボール、ハンドホール、アーチェリー、ターゲット射撃、
トラップ射撃、クリケット、ラクロス、フットボール、アイスホッケー、フィールドホッ
ケー、ハンティング、サッカー、スカッシュまたはバレーボール等のスポーツ用として提
供できる。これらのスポーツの場合、このようなフィルタには、自然に反射された光また
は、野球ボール、テニスボール、バドミントンの羽根、またはバレーボールの中の蛍光物
質により生成される波長変換光または、これらの物体から優先的に反射される光の彩度を
増大させるように選択された物体彩度強調ウィンドウを含めることができる。背景ウィン
ドウとスペクトル幅ウィンドウは、背景がはっきり見え、風景が自然に見え、装用者の焦
点調節と奥行き知覚が改善されるように提供することができる。テニスまたはバレーボー
ル等の各種の表面上や異なる設定で行われるスポーツの場合、異なる表面上でのプレイの
ために、異なる背景ウィンドウを提供することができる。たとえば、テニスは一般に芝コ
ートまたはクレイコートで行われ、フィルタを、希望に応じてそれぞれの表面に合わせて
構成できる。他の例として、アイスホッケーは、波長変換物質または着色剤を加えた氷面
上で行われることがあり、そのような氷の中でホッケーパックを見るためにレンズを構成
できる。屋外バレーボールは、青空を背景としてバレーボールを正確に見えることが有利
となり、正確に背景を見ることができ、その一方で屋外照明の彩度を強調するように背景
フィルタを選択できる。室内バレーボール用には、異なる構成を提供できる。このような
フィルタを含む眼鏡は、各活動用、各表面用、または各設定用とすることができる。これ
に加えて、活動に関連する背景で物体を識別し、位置を特定し、または追跡することが望
ましい、スポーツ以外の活動用として、染色された眼鏡を提供できる。いくつかの代表的
な活動には、歯科治療、外科手術、バードウォッチング、釣り、または捜索救難活動が含
まれる。このようなフィルタはまた、静止画像およびビデオカメラ用のフィルタ、または
観客やその他の観察者用として設置されるビューイングスクリーン等のその他の構成でも
提供できる。フィルタは、レンズ、一体レンズ、またはフェイスシールドとして提供でき
る。たとえば、ホッケー用フィルタには、フェイスシールドを含めることかできる。
【０１３４】
　特定の実施形態において、光学フィルタは、比較的高い減衰係数の吸収ピークを提供す
る１種以上の彩度強調染料を含む。本明細書で使用されるかぎり、「彩度強調染料」は、
レンズに十分な量だけ混入した場合に、そのレンズが組み込まれた眼鏡の装用者が見る少
なくともある種の風景において、認識可能な、および／または実質的な彩度強調効果を生
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む染料を含む。彩度強調染料は、高い減衰係数（たとえば、約０．８以上、約０．９以上
、約０．９５以上）を有し、中心波長および／またはピーク位置が少なくとも１つの彩度
強調ウィンドウの中にある吸収または吸光度ピークを特徴とする染料を含む。いくつかの
実施形態において、彩度強調眼鏡用光学フィルタは、以下、すなわち、紫色彩度強調染料
、青色彩度強調染料、緑色彩度強調染料、黄色彩度強調染料、赤色彩度恐々染料のうちの
２つまたはそれ以上を含む。いくつかの実施形態において、彩度強調レンズは、一般的な
レンズ本体成形温度で熱安定性が低下する１種または副巣の鵜染料を混入した光学染料を
含む。
【０１３５】
　紫色彩度強調染料は、約３９０ｎｍ～約４４０ｎｍの間、約４０５ｎｍ～約４５５ｎｍ
の間、約４００ｎｍ～約４２０ｎｍの間、または約４０５ｎｍ～４２５ｎｍの間の波長で
比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。このような染料の例は、Ｅｘｃｉｔｏｎ　
ＡＢＳ　４０７染料、Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ　４０２Ａ染料、およびスペクトル
の紫部分の中に１つ以上の急峻な吸収ピークを有する染料を含む。彩度強調フィルタに混
入する際、彩度強調染料は、たとえば約１５ｎｍ以上、または約２０ｎｍ以上の波長等、
本明細書に記載される特徴のいずれかを有する１つ以上の吸収ピークを提供できる。比較
的急峻な吸収ピークとは、比較的高い減衰係数での吸収ピークを含むことができる。比較
的急峻な吸収ピークの例は、約０．８以上、約０．８５以上、約０．９以上、または約０
．９５以上の減衰係数でのピークを含む。比較的急峻な吸収ピークを有する染料は、本明
細書で開示される彩度強調フィルタの少なくともいくつかの１つ以上のスペクトル特徴を
生成するために使用できる染料を含む。
【０１３６】
　青色彩度強調染料は、約４４０ｎｍ～約４９０ｎｍの間、約４４５ｎｍ～約４８０ｎｍ
の間、約４６０ｍ～約４８０ｎｍの間、または約４５０ｎｍ～４７５ｎｍの間の波長で比
較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いくつかの実施形態において、青色彩度強調
染料は、光学フィルタに混入された場合に、約１５ｎｍより以上、または約２０ｎｍ以上
のバンド幅で吸収ピークを生成するように構成される。このような染料の例は、Ｅｘｃｉ
ｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料、Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ　４６１Ｂ染料、およびス
ペクトルの青色部分内に１つ以上の比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いくつ
かの実施形態において、青色彩度強調染料は、彩度強調ウィンドウＣＥＷ１、ＣＥＷ１Ａ

またはＣＥＷ１Ｂの１つ以上の中に比較急峻な吸収ピークを有する染料である。
【０１３７】
　緑色彩度強調染料は、約５２０ｎｍ～約５７０ｎｍの間、約５５８ｎｍ～約５８０ｎｍ
の間、約５４０ｍ～約５８０ｎｍの間、または約５４０ｎｍ～５６５ｎｍの間の波長で比
較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いくつかの実施形態において、緑色彩度強調
染料は、光学フィルタに混入された場合に、約１５ｎｍ以上、または約２０ｎｍ以上のバ
ンド幅で吸収ピークを生成するように構成される。このような染料の例は、Ｅｘｃｉｔｏ
ｎ　ＡＢＳ　５６１染料、Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ　５６４Ｂ染料、およびスペク
トルの緑色部分内に１つ以上の比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いくつかの
実施形態において、緑色彩度強調染料は、彩度強調ウィンドウＣＥＷ２またはＣＥＷ２Ａ

の１つ以上の中に比較急峻な吸収ピークを有する染料である。
【０１３８】
　黄色彩度強調染料は、約５７０ｎｍ～約５９０ｎｍの間、約５８０ｎｍ～約６００ｎｍ
の間、または約５７０ｍ～約５８０ｎｍの間の波長で比較的急峻な吸収ピークを有する染
料を含む。いくつかの実施形態において、黄色彩度強調染料は、光学フィルタに混入され
た場合に、約１５ｎｍ以上、または約２０ｎｍ以上のバンド幅で吸収ピークを生成するよ
うに構成される。このような染料の例は、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　５７４染料および、
スペクトルの黄色部分内に１つ以上の比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いく
つかの実施形態において、黄色彩度強調染料は、彩度強調ウィンドウＣＥＷ２またはＣＥ
Ｗ２Ｂの１つ以上の中に比較急峻な吸収ピークを有する染料である。
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【０１３９】
　赤色彩度強調染料は、約６００ｎｍ～約６８０ｎｍの間、約６３０ｎｍ～約６６０ｎｍ
の間、または約６４０ｍ～約６７０ｎｍの間の、または約６００ｎｍ～６６０ｎｍの間の
波長で比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。いくつかの実施形態において、赤色
彩度強調染料は、光学フィルタに混入された場合に、約１５ｎｍ以上、または約２０ｎｍ
以上のバンド幅で吸収ピークを生成するように構成される。このような染料の例は、Ｅｘ
ｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　６５９染料、Ｃｒｙｓｔａ－Ｌｙｎ　ＤＬＳ　６５４Ｂ染料、およ
びスペクトルの赤色部分内に１つ以上の比較的急峻な吸収ピークを有する染料を含む。い
くつかの実施形態において、赤色彩度強調染料は、彩度強調ウィンドウＣＥＷ３の中に比
較急峻な吸収ピークを有する染料である。
【０１４０】
　Ｅｘｃｉｔｏｎからの彩度強調染料の特定の例に関する情報を表Ｃに示す。Ｃｒｙｓｔ
ａ－Ｌｙｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙからの彩度強調染料の特定の例に関する
情報を表Ｄに示す。

【表３】
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【表４】

【０１４１】
　いくつかの実施形態において、レンズは、凹面と凸面を有する射出成形ポリマレンズと
、射出成形ポリマレンズに接合された積層体と、を含む。積層体は、第一のポリマ層と、
基材層と、第二のポリマ層と、を含み、第一のポリマ層は、射出成形ポリマレンズの凸面
に接合される。ポリマレンズは、共重合体樹脂を含むことができる。いくつかの実施形態
において、第一のポリマ層は、ポリマレンズに直接接合される。特定の実施形態において
、第一のポリマ層はポリマレンズに接着剤により接合される。基材層には、少なくとも部
分的に光学フィルタ層を組み込むことができる。レンズは、矯正用でも非矯正用でもよい
。レンズは、どのような適当な形状であってもよく、たとえばプラノ－プラノ、メニスカ
ス、円柱、球面、他の形状または複合的な形状が含まれる。
【０１４２】
　図５３は、彩度強調を提供するレンズの例示的実施形態を示している。レンズ４０２は
、レンズ本体４０４と、積層体４０６と、を含む。積層体４０６とレンズ本体４０４は、
相互に接合されている。いくつかの実施形態において、積層体４０６とレンズ本体４０４
は相互に一体に接続することができ、一体に接着剤で接合することができる。いくつかの
実施形態において、レンズ４０２は第一のコーティング４０８を含むが、第二のレンズコ
ーティング４１０を含まない。特定の実施形態において、レンズ４０２は、第一のレンズ
コーティング４０８と第二のレンズコーティング４１０の両方を含む。いくつかの実施形
態において、レンズ４０２は、第二のレンズコーティング４１０を含み、第一のレンズコ
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ーティング４０８は含まない。特定の実施形態において、レンズ４０２はレンズコーティ
ングをまったく含まない。
【０１４３】
　積層体４０６は、単独の層以上の層を含むことができる。積層体４０６は、１つ以上の
層を単層以上の層の形で有することができ、これらをハードコーティングまたはプライマ
で被覆できる。たとえば、積層体は１層のポリカーボネート、ＰＥＴ、ポリエチレン、ア
クリル、ナイロン、ポリウレタン、ポリイミド、他のフィルム材料または複合的材料とす
ることができる。他の例として、積層体は複数の層のフィルムを含むことができ、各フィ
ルム層はポリカーボネート、ＰＥＴ、ポリエチレン、アクリル、ナイロン、ポリウレタン
、ポリイミド、他のフィルム材料または複合的材料とすることができる。
【０１４４】
　第一のレンズコーティング４０８または第二のレンズコーティング４１０は積層体４０
６とレンズ本体４０４の間の遷移層とすることができる。遷移層は、積層体４０６とレン
ズ本体４０４の光学指数を一致させるのを助けることができる。いくつかの実施形態にお
いて、遷移層は層間接着を改善し、またはレンズの他の特性を改善することができる。
【０１４５】
　レンズ４０２は、所望のどのような形状とすることもできる。たとえばレンズ４０２は
、湾曲の軸が１つまたは湾曲軸が２つでもよく、レンズは円柱、放物面、球面、平面、ま
たは楕面または、メニスカスまたは懸垂面等のその他のあらゆる形状とすることができる
。レンズ４０２はまた、矯正用でも非矯正用でもよい。
【０１４６】
　図５３に示されるレンズ４０２のいくつかの実施形態において、光学フィルタは部分的
にレンズ本体４０４の中に組み込まれる。特定の実施形態において、光学フィルタは部分
的に積層体４０６中に組み込むことができる。積層体４０６は、レンズ４０２を通過する
１つ以上のスペクトルバンドの可視光を減衰させるように構成された１種以上の彩度強調
染料を含む。特定の実施形態において、積層体４０６には１種以上の青色彩度強調染料を
包含させることができる。いくつかの実施形態において、積層体４０６には１種以上の紫
色彩度強調染料を包含させることができる。いくつかの実施形態において、積層体４０６
には１種以上の黄色彩度強染料を包含させることができる。いくつかの実施形態において
、積層体４０６には、１種以上の赤色彩度強調染料を包含させることができる。いくつか
の実施形態において、積層体４０６には、１種以上の緑色彩度強調染料を包含させること
ができる。当然のことながら、積層体４０６には、紫色、青色、緑色、黄色および／また
は赤色彩度強調染料をあらゆる順列で包含させて、１つ以上の所望の光学特性を実現する
ことができる。いくつかの実施形態において、レンズ本体４０４には、１種以上の紫色、
青色、緑色、黄色、および／または赤色彩度強調染料を包含させることができる。
【０１４７】
　図５４に示されるように、レンズは、積層体５０６と、レンズ本体５０４と、を含むこ
とができる。積層体５０６は、第一のポリマ層５１０に付着された基材層５０８を含むこ
とができる。積層体５０６は第二のポリマ層５１２を含み、基材層５０８が第一のポリマ
層５１０と第二のポリマ層５１２に挟まれるようにすることができる。積層体５０６はま
た、第一のポリマ層５１０と基材層５０８の間に配置された第一の接合層５１４も含むこ
とができる。積層体５０６はまた、第二のポリマ層５１２と基材層５０８の間に配置され
た第二の接合層５１６も含むことができる。積層体５０６はまた、第一のポリマ５１０の
上に形成された第一のレンズコーティング５１８を含むこともできる。積層体５０６はま
た、第二のポリマ層５１２の上に形成された第二のレンズコーティング５２０を含むこと
もできる。特定の実施形態において、第二のレンズコーティングはまた、レンズ本体５０
４のいずれかの側にも形成できる。
【０１４８】
　第一または第二のポリマ層５１０、５１２がある場合にこれら、および基材層５０８が
ある場合にこれは、レンズ５０２の中で各種の役割を果たすことができる。たとえば、ポ



(41) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

リマ層の１つ以上は、基材層５０８を断熱する役割を果たすことができ、それによって積
層体５０６を高温の成形工程で使用でき、基材層５０８が、基材層５０８または基材層５
０８の中の１つ以上の材料の光学性能を有意に劣化させるような温度に曝されない。いく
つかの実施形態において、積層体５０６の１つ以上の層は、レンズ５０２に光学フィルタ
、偏光、またはフォトクロミズム等の光学特性を提供できる。いくつかの実施形態におい
て、１つ以上のポリマ層５１０、５１２、１つ以上のレンズコーティング５１８、５２０
または、１つ以上の接合層５１４、５１６は、レンズ５０２または、積層体５０６の中の
その他の層を機械的に保護し、積層体５０６の中の応力を軽減させ、または積層体５０６
の中の層間および／または積層体５０６とレンズ本体５０４の間の接合または接着を改善
することができる。いくつかの実施形態において、１つ以上のポリマ層５１０、５１２、
１つ以上のレンズコーティング５１８、５２０または１つ以上の接合層５１４、５１６は
、反射防止機能、静電防止機能、曇り防止機能、傷防止、機械的耐久性、撥水機能、反射
機能、暗色化機能、または染色を含めた審美的機能等のその他の機能を提供することがで
きる。
【０１４９】
　レンズ５０２のレンズ本体５０４は初期形成中に、レンズ５０２のパワーを調整する光
学倍率特性を持たせるように輪郭成形できる。いくつかの実施形態において、レンズ本体
５０４は初期形成後に、レンズ５０２のパワーを調整するように機械加工できる。レンズ
本体５０４は、実質的な量の屈折力と倍率特性をレンズ５０２に提供する。基材層５０８
はそれ自体でレンズ５０２の屈折力と倍率特性に影響を与えるが、それは、積層体５０６
がレンズ５０２の全体的な厚さに寄与するからである。いくつかの実施形態において、レ
ンズ本体５０４がレンズ５０２の屈折力と倍率特性の大部分を提供する。屈折力と倍率の
大部分をレンズ本体５０４に割り当てることにより、積層体５０６の材料と形成技術の選
択に不利な影響を与えずに、レンズ５０２の屈折力と倍率特性を改善させるようなレンズ
本体５０４の材料とレンズ本体５０４の形成方法を選択できる。
【０１５０】
　図５４には示されていないが、基材層５０８は様々な方法で、たとえば複合的または多
層的に構成できる。たとえば、基材層５０８は、実質的にフィルタを通していない風景の
彩度と比較して、風景の中の彩度を増大させる１種以上の彩度強調染料（図示せず）を含
むように構成できる。他の例として、基材層５０８は、適当な技術を使って相互に積層さ
れる彩度強調フィルム部分、偏光フィルム部分、および／またはフォトクロミックフィル
ム部分等の複数のフィルム部分（図示せず）を含むことができる。
【０１５１】
　光学フィルタは、基材層５０８に組み込むことができる。その後、光学フィルタを含む
積層体５０６を射出成形用型等の型に含めることができ、それによって光学フィルタを備
えるフィルム５０８がレンズ５０２の一部として一体に成形される。さらに、フォトクロ
ミック、偏光、摩擦防止、または染色要素等の１つ以上の追加の要素を基材層５０８に含
め、レンズ５０２の一部として一体に成形できる。要素は多くの従来の製造工程、たとえ
ば、これらに限定されないが、層の積層、個々の層の接着剤による固定、１つ以上の層（
または３層全部）の押出によって３層構造の要素を形成できる（積層体と呼ばれるが、前
述のように、積層以外の工程による製造にも利用できる）。いくつかの実施形態において
、積層体の製造方法は、層を適切な順序で逐次的または同時に押し出す工程を含む。３層
のうちの中央の層は、レンズ本体から最も遠い層が傷防止または保護層として機能し、レ
ンズ本体に最も近い層がレンズ本体に対する緩衝または固定層として機能するように、フ
ィルム層であるべきである。乾式フィルム接着剤または液体接着剤をレンズ本体とフィル
ム層の間に使用することによって、２層の積層体（最も上の保護ポリマ層とレンズ本体）
を使用することが構造的に可能である。
【０１５２】
　基材層５０８は、１種以上の彩度強調染料を含むことができる。基材層５０８は、光学
フィルタの彩度強調特性をレンズ本体５０４に関して作用させるような機能を果たす。た
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とえば、インディシア、染色、カラー等の審美的特性をはじめとする他の関心対象の特性
をフィルム層に包含させることができる。関心対象の特性のまた別の例は、耐久性の特徴
、たとえば硬度、耐摩耗性、耐薬品性を含むことができる。いくつかの実施形態において
、基材層５０８は、１つ以上の彩度強調ウィンドウでレンズ５０２を通過する光を有意に
減衰させるように構成された１種以上の彩度強調染料を含む。積層体５０６の一部は、光
学フィルタ処理、偏光またはフォトクロミズム等の光学特性をレンズ５０２に提供できる
。
【０１５３】
　基材層５０８は、ベースフィルム（図示せず）と、ベースフィルムの中またはその上に
包含される、実質的にフィルタを通さない風景と比較して風景の彩度を強調するように構
成された１種以上の彩度強調染料（図示せず）を含むことができる。基材層５０８が、少
なくとも部分的に光学フィルタを組み込んだフィルムを複数含む場合、基材層５０８は複
数のベースフィルム（図示せず）を含むことができる。いくつかの実施形態において、基
材層５０８は、１つ以上の彩度強調ウィンドウ（図示せず）内の彩度を増大させるように
構成された１種以上の彩度強調染料と基材樹脂（図示せず）を含むことができ、その１種
以上の彩度強調染料とベース樹脂は、媒質／樹脂混合物から基材層５０８を形成する前に
、均質に混和される。基材層５０８のほかに、積層体５０６は第一のポリマ層５１０を含
み、また第二のポリマ層５１２を含むことができる。第二のポリマ層５１２が含まれる場
合、第一と第二のポリマ層５１０、５１２は基材層５０８のそれぞれの側に配置される。
【０１５４】
　いくつかの実施形態において、基材層５０８は、１種以上の彩度強調染料を含む。特定
の実施形態において、ベースフィルムまたは樹脂はポリカーボネートとすることができる
。特定の実施形態において、ベースフィルムまたは樹脂はポリビニルアセテート系である
。ベースフィルムまたはベース樹脂のいずれかの適当な樹脂の具体的な例には、ポリカー
ボネート、ポリビニルアセテート、ポリイミド、ＰＥＴ、ナイロン、ポリビニルアルコー
ル、ポリウレタン、アクリル、ポリビニル、ホルマール、ポリビニルアセタール、鹸化（
エチレン／ビニルアセテート）共重合体フィルムが含まれる。
【０１５５】
　フィルムまたは樹脂材料中に溶解される染料の量は、基材層５０８のスペクトルプロフ
ァイルが、本明細書に記載される１つ以上の実施形態において説明されているような彩度
強調による風景を生成するように構成できる量とすることができる。材料内に溶解された
染料の量は、たとえば１つ以上の彩度強調ウィンドウ内の有意な減衰を提供するのに十分
とすることができ、フィルムまたは樹脂材料の中の染料の溶解限度以下とすることができ
る。
【０１５６】
　１種以上の彩度強調染料は、ベースフィルムまたは樹脂に包含させて、器材層５０８が
彩度強調特性を有するようにすることがでる。たとえば、ベースフィルムは、１種以上の
彩度強調染料でコーティングされたペレットから押出成形することができる。いくつかの
実施形態において、ペレットと適当な量の彩度強調染料が、撹拌または回転チャンバ内に
導入される。彩度強調染料の適当な量は、所望のレベルの吸収率を有するフィルム層が得
られる量と略等しくすることができる。この量はたとえば、染料の強度、フィルム層の厚
さ、染料の溶解度、染料の所望の濃度、光学フィルタの所望の吸収プロファイルに依存し
うる。混合物を回転させ、または撹拌して、ペレットが所望の均一さで被覆されるように
する。次に、彩度強調染料で被覆されたペレットが押出成形機の中に導入される。押出成
形機は、実質的に均一な厚さの光学用フィルムを製作するように動作する。いくつかの実
施形態において、フィルム層に包含された染料の全部または実質的に全部がフィルム樹脂
の中に溶解する。したがって、その結果として得られるフィルムは実質的に溶解していな
い染料を含まず、これがあるとフィルムの光学特性が劣化することがある。
【０１５７】
　基材層５０８の厚さは、少なくとも部分的に、フィルムに包含される１種以上の彩度強
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調染料の溶解度、強度、および／または濃度に依存する。いくつかの実施形態は、たとえ
ば所望の光学フィルタのスペクトルプロファイルを生成するために、光学フィルタ内で使
用される染料を十分に溶解できるように、できるだけ薄いフィルム等、比較的薄いフィル
ムを取り入れる。表ＣとＤは、各種の彩度強調材料の溶解度の特性の例を示す。たとえば
、いつくかの実施形態において、基材層５０８は青色彩度強調染料を含む。基材層５０８
は、適当な厚さ、たとえば約０．０１ｍｍ～約１ｍｍの間、約０．０１ｍｍ以上、または
約０．１ｍｍ以上の厚さを有することができる。特定の実施形態において、基材層５０８
は青色および黄色彩度強調占領を含む。特定の実施形態において、基材層５０８は青色、
黄色、赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、基材層５０８は青色、緑色、
黄色、赤色彩度強調染料を含む。基材層５０８の厚さ範囲は、それが１種以上の彩度強調
染料を包含した時に、約０．０１ｍｍ～約０．１ｍであり、いくつかの実施形態の厚さは
約０．０１ｍｍより薄く、いくつかの実施形態の厚さは約０．１ｍｍより厚い。
【０１５８】
　いくつか実施形態において、基材層５０８は１種以上の青色彩度強調染料を含む。いく
つかの実施形態において、基材層５０８は１種以上の紫色佐渡強調染料を含むことができ
る。いくつかの実施形態において、基材層５０８は１種以上の黄色彩度強調染料を含むこ
とができる。いくつかの実施形態において、基材層５０８は１種以上の赤色彩度強調染料
を含むことができる。いくつかの実施形態において、基材層５０８は１種以上の緑色彩度
強調染料を含むことができる。当然のことながら、紫色、青色、緑色、黄色および／また
は赤色彩度強調染料のいずれの組み合わせを基材層５０８の中に混入して、１つ以上の所
望の光学特性を実現することもできる。いくつかの実施形態において、他のレンズ要素が
１種以上の紫色、青色、緑色、黄色および／または赤色彩度強調染料含むことができる。
【０１５９】
　第一のポリマ層５１０は、第一の接合層５１４によって基材層５０８に取り付けること
ができ、第二のポリマ層５１２が含められる場合、これは第二の接合層５１６によって基
材層５０８に取り付けることができる。第一の接合層は一般に、基材層５０８がコーティ
ング５１８である時には含められない。いくつかの実施形態において、第一のレンズコー
ティング５１８は第一のポリマ層５１０に塗布される。特定の実施形態において、第二レ
ンズコーティング５２０は、第二のポリマ層５１２が含められる場合は第二のポリマ層５
１２に塗布される。第一と第二のレンズコーティング５１８と５２０は、図５４において
破線で示されている。図５４に示される概略図は、正確な縮尺でなく、１つ以上のレンズ
要素の厚さは概要を示す目的で誇張されているかもしれない。
【０１６０】
　いくつかの実施形態において、積層体５０６は、第一のポリマ層５１０を有するウェハ
（図示せず）を含む。ウェハの中で、基材層５０８は、第二のポリマ層５１２、第二のレ
ンズコーティング５２０、または、第二のレンズコーティング５２０で被覆される第二の
ポリマ層５１２のいずれか含むことができる。ウェハが第二のポリマ層５１０を含む場合
、ウェハはまた、第一の接合層５１４または、第二のポリマ層５１２を第一のポリマ層５
１０に取り付けるための第二の接合層５１６のいずれかを含むことができる。また、第一
のポリマ層５１０は第一のレンズコーティング５１８を含むことができる。
【０１６１】
　積層体５０６はレンズ本体５０４に、第一のポリマ層５１０、第二のポリマ層５１２、
第一のレンズコーティング５１８または第二のレンズコーティング５２０のいずれかがレ
ンズ本体５０４と接触した状態で取り付けることができる。いくつかの実施形態において
、積層体５０６はレンズ本体５０４に、第一のポリマ層５１０または第二のポリマ層５１
２がレンズ本体５０４と接触した（図示せず）状態で取り付けられる。
【０１６２】
　第一のポリマ層５１０または第一のレンズコーティング５１８がレンズ本体５０４と接
触している場合、第二のポリマ層５１２が含められていれば、これがレンズ５０２の外面
５２２を形成することができ、それが大気に曝され、基材層５０８を傷や擦れから防止す
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る。いくつかの実施形態において、外面５２２は凸面である。第二のレンズコーティング
５２０が含められている場合、これが第二のポリマ層５１２に代わって外面５２２となる
ことができる。いくつかの実施形態において、第二のポリマ層５１２または第二のレンズ
コーティング５２０がレンズ本体５０４と接触している場合、第一のポリマ層５１０が含
められていれば、これがレンズ５０２の外面５２２を形成し、それが大気に曝されて、基
材層５０８を傷や擦れから保護する。また、第一のレンズコーティング５１８が含められ
ている場合、これが第一のポリマ層５１０に代わって外面５２２となることができる。さ
らに、積層体５０６がウェハ（図示せず）の形態をとる場合、第二のポリマ層５１２また
は第二のレンズコーティング５２０が保護用の外面５２２を形成することができる。
【０１６３】
　特定の実施形態において、第一のポリマ層５１０と第二のポリマ層５１２は、レンズ本
体５０４、積層体５０６、第一と第二の接合層５１４、５１６および、第一と第二のレン
ズコーティング５１８、５２２が含まれている場合はこれらと適合可能であるべきである
。この文脈において、適合可能な層とは、レンズ本体５０４の材料との強力な接合または
強力な接着のいずれかが可能な層を指すことができる。適合可能な層はまた、第一のポリ
マ層５１０および／または第二のポリマ層５１２の中の、他のレンズ５０２の構成要素と
レンズ本体５０４、基材層５０８、第一の接合層５１４、第二の接合層５１６、第一のレ
ンズコーティング５１８（含められている場合）、第一のレンズコーティング５２０（含
められている場合）またはレンズ５０２のいずれかの要素に含められた有機染料を劣化さ
せるほど望ましくない反応を起こす可能性のない１市湯また複数の材料を指すことができ
る。
【０１６４】
　さらに、第一のポリマ層５１０と第二のポリマ層５１２のうち、レンズ本体５０４に取
り付けられる一方は一般に、ポリカーボネート、ＰＥＴ、ポリエチレン、アクリル、ナイ
ロン、ポリウレタン、ポリイミド、またはポリエステルから作製できる。それゆえ、第一
のポリマ層５１０と第二のポリマ層５１２は各々、異なる材料、たとえば異なる熱可塑性
樹脂で作製することができる。ポリマ層５１０、５１２のいずれかまたは両方は、レンズ
本体５０４とは異なる材料で作製できる。特定の実施形態において、レンズ本体と、第一
のポリマ層５１０と第二のポリマ層５１２のうち、レンズ本体５０４に取り付けられる一
方は各々、レンズ本体５０４を第一のポリマ層５１０または第二のポリマ層５１２に融合
させることができるような、ポリカーボネート、アモルファスポリオレフィン、ポリスチ
レン、アクリル化合物のホモポリマと共重合体を含む各種の熱可塑性樹脂のいずれかから
作製される。いくつかの実施形態において、レンズ本体５０４と、第一のポリマ層５１０
と第二のポリマ層５１２のうち、レンズ本体５０４に取り付けられる一方は各々、レンズ
本体５０４の第一のポリマ層５１０または第二のポリマ層５１２への融合をさらに増進さ
せるように、同じ熱可塑性樹脂で作製される。
【０１６５】
　１種以上の彩度強調染料は、第一または第二のポリマ層５１０、５１２を含む樹脂材料
の中に含めることができる。樹脂材料に溶解させる染料の量は、少なくとも第一または第
二のポリマ層５１０、５１２が、本明細書で説明した１つ以上の実施形態で述べられたよ
うな彩度強調された風景を提供するように構成されたスペクトルプロファイルを有するの
に十分な量とすることができる。材料中に溶解させる染料の量は、たとえば、１つ以上の
彩度強調ウィンドウ内で有意な減衰を提供するのに十分であり、樹脂材料中の染料の溶解
度限界以下とすることができる。
【０１６６】
　１種以上の彩度強調染料を包含するポリマ層の厚さは、少なくとも部分的に、１種以上
の彩度境強調染料の溶解度に依存する。たとえば、特定の実施形態において、少なくとも
１つの第一または第二のポリマ層５１０または５１２は青色彩度強調染料を含み、その結
果、層の厚さは約０．１ｍｍ、約０．１ｍｍより厚い、約０．１ｍｍ～約１ｍｍの間、約
０．１ｍｍより薄い、または約１ｍｍより厚くなる。特定の実施形態において、少なくと
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も第一または第二のポリマ層５１０または５１２は青色と黄色彩度強調染料を含む。特定
の実施形態において、少なくとも第一または第二のポリマ層５１０または５１２は青色、
黄色、赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、少なくとも第一または第二の
ポリマ層５１０または５１２は青色、黄色、赤色、緑色彩度強調染料を含む。１種以上の
彩度強調染料を包含する少なくとも第一または第二のポリマ層５１０または５１２の厚さ
範囲は、約０．１ｍｍ～約１ｍｍの間とすることができる。いくつかの実施形態において
、１つ以上のポリマ層５１０、５１２の厚さは約０．１ｍｍ以下である。特定の実施形態
において、１つ以上のポリマ層５１０、５１２の厚さは約１ｍｍ以上である。
【０１６７】
　特定の実施形態において、第一と第二のポリマ層５１０、５１２の少なくとも一方は、
１種以上の青色彩度強調染料を含む。いくつかの実施形態において、第一または第二のポ
リマ層５１０、５１２の少なくとも一方は、１種以上の紫色彩度強調染料を含むことがで
きる。いくつかの実施形態において、第一または第二のポリマ層５１０、５１２の少なく
とも一方は、１種以上の黄色彩度値強調染料を含むことができる。いくつかの実施形態に
おいて、第一または第二のポリマ層５１０、５１２の少なくとも一方は、１種以上の赤色
彩度強調染料を含むことができる。いくつかの実施形態において、第一または第二のポリ
マ層５１０、５１２の少なくとも一方は、１種以上の緑色彩度強調染料を含むことができ
る。当然のことながら、第一または第二のポリマ層５１０、５１２の少なくとも一方は、
１つ以上の所望の光学特性を実現するために、紫色、青色、緑色、黄色および／または赤
色彩度強調染料を包含できる。いくつかの実施形態において、他のレンズ要素に１種以上
の紫色、青色、緑色、黄色および／または赤色彩度強調染料を包含させることができる。
【０１６８】
　いくつかの実施形態において、レンズ５０６は、レンズ製造方法において一般的な温度
に耐えられるように構成された彩度強調フィルタを含む。特定の実施形態において、彩度
強調フィルタは、少なくとも部分的に、樹脂がいくつかの射出成形工程内で型に射出され
る温度で劣化または分解する傾向のある１種以上の彩度強調染料を使ってレンズの中に包
含させることができる。いくつかのこのような実施形態において、１種以上の彩度強調染
料を、第一のポリマ層５１０（たとえば基材層５０８の凸面のポリマ層）に包含させるこ
とができる。いくつかの実施形態において、１種以上の彩度強調染料は、基材層５０８の
凸面の接合層５１４またはコーティング５１８に包含させることができる。１種以上の彩
度強調染料をレンズ５０６の凸面または外面５２２の付近の層に包含させることによって
、その１種以上の彩度強調染料を成形工程中の高温樹脂から実質的に断熱することが可能
となる。成形工程では、レンズ型の中に、１種以上の彩度強調染料が実質的に劣化または
分解し始める閾値温度より高い温度で樹脂を流すことが必要となるが、第二のポリマ層５
１２、１つ以上の接合層５１４、５１６および／または基材層５０８が、高温樹脂と、１
種以上の彩度強調染料を包含した層の間を断熱することができる。
【０１６９】
　図２に示されるように、レンズ１０２は第一のレンズ本体要素２０４と、第二のレンズ
本体要素２０８と、第一と第二のレンズ本体要素２０４、２０８間に設置された積層体ま
たはフィルム層２０６と、を有することができる。いくつかの実施形態において、第一の
レンズ本体要素２０４と第二のレンズ本体要素２０８は、積層体またはフィルム層２０６
のそれぞれの側に配置される。レンズは、第一のレンズ本体要素２０４の上のコーティン
グ２０２を含むことができる。いくつかの実施形態において、コーティング２０２はまた
、第二のレンズ本体要素２０８上に配置することもできる。特定の実施形態において、コ
ーティング２０２は第一のレンズ本体要素２０４と積層体またはフィルム層２０６の間に
配置することができる。特定の実施形態において、コーティング２０２は第二のレンズ本
体要素２０８と積層体またはフィルム層２０６の間に配置することができる。図２に示さ
れる構成では、有利な点として、レンズ本体要素を、たとえば矯正用レンズ構成の場合に
おいて不均一な厚さにすることができ、そのレンズ本体要素に光学フィルタが組み込まれ
ていなくても、それにより提供される彩度強調の利点が保持される。
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【０１７０】
　第一のポリマ層５１０を基材層５０８に接合させるため、第二のポリマ層５１２を基材
層５０８に接合するため、または第一と第二のポリマ層５１０、５１２を相互に接合させ
るために適した方法と材料を使って、２つまたはそれ以上のレンズ要素間を接着させやす
くすることができる。適当でありうる接合技術の例には、熱溶接、融合、感圧接着剤、ポ
リウレタン接着剤、静電引力、熱成形、その他の種類の接着剤、紫外線硬化性材料、熱硬
化性材料、放射線硬化性材料、その他の接合方法、その他の接合材料、および複合的な方
法および／または材料が含まれる。いくつかの実施形態において、積層体５０６の層を一
体に接合するのに適したどのような方法でも使用できる。
【０１７１】
　第一の接合層５１４と第二の接合層５１６として使用するのに適した材料は、良好な光
学特性、たとえば光透過性が高いこと、日光に曝されても黄ばまないこと、射出成形中に
貫入を生じさせることなく、撓むことができること、硬化中の収縮が最小限であること等
を有するべきであり、また上記の材料適合性要件を満たすべきである。第一の接合層５１
４と第二接合層５１６に適した材料のいくつかの例は、アクリル系、エポキシ系、ウレタ
ン系接着剤を含み、これらはたとえば、各々、Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ、Ｈａｒｔｆｏｒ
ｄのＬｏｃｔｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＬｏｃｔｉｔｅ（登録商標
）、ＦＭＤ－２０７、Ｌｏｃｔｉｔｅ（登録商標）ＦＭＤ３３８、Ｌｏｃｔｉｔｅ（登録
商標）ＦＭＤ－４３６、Ｌｏｃｔｉｔｅ（登録商標）３３１１、Ｎ．Ｊ．、Ｎｅｗ　Ｂｒ
ｕｎｓｗｉｃｋのＮｏｒｌａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．から入手可能なＮｏｒｌ
ａｎｄ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｔｙｐｅ　６８、Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉ
ａ、ＣｏｌｌｅｇｅｖｉｌｌｅのＳｕｍｍｅｒｓ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．
から入手可能なＳｕｍｍｅｒｓ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｔｙｐｅ　ＳＫ－９である
。第一の接合層５１４と第二の接合層５１６に使用される材料は、熱処理または紫外線で
の処理によって硬化可能なものとすることができる。
【０１７２】
　いくつかの実施形態において、レンズは１つ以上の接着層を含む。接着層は、どのよう
な適当な接合材料から作製することもでき、たとえば、接着剤、静電引力を向上させる材
料、熱、紫外線、またはその他の放射を当てることによって硬化する材料、２つの面の間
を接着させやすくする他の材料または複合的な材料である。特定の実施形態において、接
合材料が１種以上の彩度強調染料を含む。たとえば、１種以上の彩度強調染料は、接合材
料の入った容器に添加することができ、混合物をかきまぜ、またはその他の方法で、染料
が実質的に、ほとんど完全に、または完全に接合材料の中に溶解するまで撹拌する。接合
材料はその後、１つ以上のレンズ構成要素間に塗布することができ、それによって構成要
素間を接着しやすくし、彩度強調フィルタの少なくとも一部を複合的なレンズ構造に加え
ることができる。
【０１７３】
　接合または接着材料中に溶解させる染料の量は、少なくとも第一のおよび／または第二
の接合層５１４または５１６が、いずれかの他の光学フィルタ用成分と組み合わされた時
に、所望の彩度強調効果を生成できるような量とすることができる。たとえば、光学フィ
ルタは、本明細書に開示される彩度強調フィルタの１つ以上と同様とすることができ、ま
たは、本明細書において開示されるフィルタとは幾分異なる、または実質的に異なるスペ
クトルプロファイルを有していてもよい。接合または接着材料中に溶解される染料の量は
、たとえば材料中の染料の溶解度限界を超えずに、彩度強調ウィンドウ内で有意な減衰を
提供するのに十分な量とすることができる。
【０１７４】
　１種以上の彩度強調染料を包含した接合層の厚さは、少なくとも部分的に、１種以上の
彩度強調染料の溶解度、強度、濃度等の要素に依存する。たとえば、特定の実施形態にお
いて、少なくとも１つ以上の接合層５１４または５１６は青色彩度強調染料を含み、その
結果として得られる層の厚さは約５μｍ、約５μｍ以上、および／または約５０μｍ以下
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、または約５０μｍ以上である。特定の実施形態において、少なくとも第一または第二の
接合層５１４または５１６は青色および黄色彩度強調染料を含む。特定の実施形態におい
て、少なくとも第一または第二の接合層５１４または５１６は青色、黄色および赤色彩度
強調染料を含む。特定の実施形態において、少なくとも第一または第二の接合層５１４ま
たは５１６は青色、緑色、黄色および赤色彩度強調染料を含む。１種以上の彩度強調染料
を包含した第一の接合層５１４または第二の接合層４１６の厚さは、約５μｍ以上、およ
び／または約５０μｍ以下にすることができ、いくつかの実施形態では、厚さは約５μｍ
より薄く、いくつかの実施形態では、厚さは約５０μｍより厚い。
【０１７５】
　接合層は、基材の上および／または２つまたはそれ以上のその他の層間に配置された１
つ以上の機能層の集合を含むことができる。接合層は、基材に、および／または１つ以上
のコーティングに接着可能な材料系から作製できる。接合層のための材料系には、ポリウ
レタン接着剤、有機接着剤、熱可塑性接着剤、根硬化性接着剤、他の適当な材料または複
合的な材料を含めることができる。接合層の厚さは一般に、約５μｍ以上、および／また
は約５０μｍ以下とすることができる。接合層については、その他多くの構成や代替的な
構成が可能である。
【０１７６】
　いくつかの実施形態において、第一または第二の接合層５１４、５１６の少なくとも一
方は１種以上の青色彩度強調染料を含む。いくつかの実施形態において、第一または第二
の接合層５１４、５１６の少なくとも一方は１種以上の紫色彩度強調染料を含む。いくつ
かの実施形態において、第一または第二の接合層５１４、５１６の少なくとも一方は１種
以上の黄色彩度強調染料を含む。いくつかの実施形態において、第一または第二の接合層
５１４、５１６の少なくとも一方は１種以上の赤色彩度強調染料を含む。いくつかの実施
形態において、第一または第二の接合層５１４、５１６の少なくとも一方は１種以上の緑
色彩度強調染料を含む。当然のことながら、第一または第二の接合層５１４、５１６の少
なくとも一方は、１つ以上の所望の光学特性を実現するために、紫色、青色、緑色、黄色
、および／または赤色彩度強調染料をあらゆる順列で包含することができる。いくつかの
実施形態において、他のレンズ要素が１種以上の紫色、青色、緑色、黄色、および／また
は赤色彩度強調染料を包含することもできる。
【０１７７】
　第一のレンズコーティング５１８と第二のレンズコーティング５２０は、特に材料適合
性要求が満たされれば、積層体５０６に硬度、耐摩耗性、および／または耐薬品性を提供
するのに適したどのような材料で作製することもできる。適当なコーティング材料のいく
つかの例には、硬質アクリルコーティングと硬質ポリシロキサン化合物が含まれる。いく
つかの実施形態において第一のレンズコーティング５１８と第二のレンズコーティング５
２０は、干渉特性、反射防止特性、他のレンズ要素との良好な接着性および／または、空
気と積層体５０６および／または積層体５０６とレンズ本体５０４との間の所望の屈折率
を提供するために適したどのような材料で形成することもできる。第一のレンズコーティ
ング５１８と第二のレンズコーティング５２０は、積層体５０６のいずれかの層間、たと
えば第一のポリマ層５１２と基材層５０８間に位置付けることができる。いくつかの実施
形態において、第一のレンズコーティング５１８または第二のレンズコーティング５２０
は、第一と第二のポリマ層５１０と５１２の間に位置付けることができる。
【０１７８】
　特定の実施形態において、レンズコーティング材料は１種以上の彩度強調染料を包含す
る。たとえば、１種以上の彩度強調染料は、コーティングの入っている容器の中に加える
ことができ、この混合物をかきまぜ、またはその他の方法で、染料が実質的に、ほとんど
完全、または完全にコーティング材料中に溶解するまで撹拌することができる。このコー
ティング材料をその後、１つ以上レンズ構成要素に塗布することができ、それによって硬
質コーティングまたはプライマ等の機能が１つ以上のレンズ要素に提供され、彩度強調フ
ィルタの少なくとも一部が複合的なレンズ構造に加えられる。特定の実施形態において、



(48) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

コーティング材料を１つ以上のレンズ要素に塗布することができる。１種以上の彩度強調
染料はその後、極性溶媒、たとえば水と混合させて、最終的に染料が実質的に、ほとんど
完全に、または完全に極性溶媒中に溶解されるようにすることができる。レンズ要素は次
にこの溶液中に浸漬させることができ、この場合、発色団が基材の微小構造体の中に留ま
る。
【０１７９】
　特定の実施形態において、１種以上の彩度強調染料をレンズコーティング材料の中に包
含させることができる。レンズコーティング材料中に溶解される染料の量は、少なくとも
第一または第二のレンズコーティング５１８または５２０が本明細書に記載された１つ以
上の実施形態で説明した彩度強調後の風景を提供するように構成されるスペクトルプロフ
ァイルを有するのに十分な量とすることができる。材料中に溶解される染料の量は、たと
えば１つ以上の彩度強調ウィンドウ内で有意な減衰を提供するのに十分であり、材料中の
染料の溶解性限度以下とすることができる。
【０１８０】
　１種以上の彩度強調染料を包含するレンズコーティングの厚さは、少なくとも部分的に
、１種以上の彩度強調染料の溶解度、強度、濃度等の要素に依存する。たとえば、特定の
実施形態において、少なくとも第一または第二のレンズコーティング５１８または５２０
は１種以上の青色彩度強調染料を含み、その結果として得られるコーティングの厚さは約
０．５μｍ、約０．５μｍより厚い、約０．５μｍ～約４μｍの間、約０．５μｍより薄
い、または約４μｍより厚い。特定の実施形態において、少なくとも第一または第二のレ
ンズコーティング５１８または５２０は青色および黄色彩度強調染料を含む。特定の実施
形態において、少なくとも第一または第二のレンズコーティング５１８または５２０は青
色、黄色および赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、少なくとも第一また
は第二のレンズコーティング５１８または５２０は、青色、黄色、赤色および緑色彩度強
調染料を含む。１種以上の彩度強調染料を包含する少なくとも第一または第二のレンズコ
ーティング５１８または５２０の厚さ範囲は、約０．５μｍ～約４μｍとすることができ
る。いくつか実施形態において、コーティングの厚さは約０．５μｍ以下、または約４μ
ｍ以上である。
【０１８１】
　特定の実施形態において、第一または第二のレンズコーティング５１８、５２０の少な
くとも一方は１種以上の青色彩度強調染料を含む。いくつかの実施形態において、第一ま
たは第二のレンズコーティング５１８、５２０の少なくとも一方は１種以上の紫色彩度強
調染料を包含することができる。いくつかの実施形態において、第一または第二のレンズ
コーティング５１８、５２０の少なくとも一方は１種以上の黄色彩度強調染料を包含する
ことができる。いくつかの実施形態において、第一または第二のレンズコーティング５１
８、５２０の少なくとも一方は１種以上の赤色彩度強調染料を包含することができる。い
くつかの実施形態において、第一または第二のレンズコーティング５１８、５２０の少な
くとも一方は１種以上の緑色彩度強調染料を包含することができる。当然のことながら、
第一または第二のレンズコーティング５１８、５２０の少なくとも一方は１つ以上の所望
の光学特性を実現するために、紫色、青色、緑色、黄色、および／または赤色彩度強調染
料をあらゆる順列で包含することができる。いくつかの実施形態において、他のレンズ要
素は、１種以上の紫色、青色、緑色、黄色、および／または赤色彩度強調染料を包含する
ことができる。
【０１８２】
　前述のように、積層体５０６がウェハ（図示せず）の形態をとる場合、基材層５０８は
、第二のポリマ層５１２、第二のレンズコーティングまたは、第二のレンズコーティング
５２０で被覆された第二のポリマ層５１２のいずれかで構成することができる。それゆえ
、積層体５０６がウェハ（図示せず）の形態をとる場合、容易にわかるように、それによ
って基材層の５０８の厚さが変化する。
【０１８３】



(49) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

　特定の実施形態において、図５４の積層体は偏光ウェハである。偏光ウェハは、多くの
点において、たとえば日本国の東京都の三菱ガス化学株式会社および日本国の東京都の住
友ベークライト株式会社から入手可能な偏光ウェハと同様とすることができる。偏光ウェ
ハには、少なくとも部分的に、可視スペクトルの１つ以上の部分における彩度強調を提供
するように設計された光学フィルタを組み込むことができる。光学フィルタを少なくとも
部分的に組み込む偏光ウェハのいくつかの実施形態において、第一のポリマ層５１０と第
二のポリマ層５１２は、透明な延伸ポリカーボネートシートを含み、その各々の厚さは約
０．０３ｍｍ～約４ｍｍであり、または厚さの範囲は約０．０５ｍｍ～約３ｍｍである。
いくつかの実施形態において、第一の接合層５１４と第二の接合層５１６はポリウレタン
接着剤を含む。特定の実施形態において、基材層５０８は、１種以上の二色性染料、ヨウ
素またはその他の適当な染料を、厚さ約２０μｍ～約１２０μｍ、または約３０μｍ～約
５０μｍの範囲のポリビニルアルコール系フィルムの中に包含させることによって、偏光
特性を提供できる。ポリビニルアルコール系フィルムの例は、ポリビニルアルコール（Ｐ
ＶＡ）フィルム、ポリビニルホルマールフィルム、ポリビニルアセタールフィルム、およ
び鹸化（エチレン／ビニルアセテート）共重合体フィルムである。いくつかの実施形態に
おいて、ウェハの偏光特性は、プラズモン反射を通じて光をフィルタにかけるナノワイヤ
グリッドによって提供することができる。特定の実施形態において、偏光ウェハは第一の
コーティング５１８で被覆することができる。いくつかの実施形態において、特定の実施
形態の偏光ウェハを第二のコーティング５２０で被覆することができる。
【０１８４】
　いくつかの実施形態において、偏光ウェハのＰＶＡフィルムは、ポリウレタンまたはそ
の他の適当な接着剤で被覆することができる。特定の実施形態において、接着剤は１種以
上の彩度強調染料を包含することができる。たとえば、特定の実施形態において、少なく
とも第一または第二の接合層５１４または５１６のポリウレタン接着剤は青色彩度強調染
料を含む。特定の実施形態において、少なくとも第一と第二の接合層５１４または５１６
は青色と黄色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、少なくとも第一または第二
の接合層５１４または５１６は青色、黄色、赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態に
おいて、少なくとも第一と第二の接合層５１４または５１６は青色、緑色、黄色および赤
色彩度強調染料を含む。
【０１８５】
　１種以上の彩度強調染料を包含する偏光フィルムを作製する方法の例を以下説明する。
この例は、照明を目的としたＰＶＡフィルムに関するが、その他の種類の偏光フィルムも
使用できる。特定の実施形態において、ＰＡフィルムは、約５０℃の室温で二色物質の水
溶液に浸漬させて、フィルム表面に二色物質を吸着させる。いくつか実施形態において、
１種以上の彩度強調染料がこの溶液の中に包含させられる。次に、フィルムを約８０℃の
室温で、金属イオンまたはホウ酸を溶解させて、吸収と配向に影響を与えるようにされた
水中で１方向に約２．５～約８倍に延伸させる。次に、フィルムを溶液から出し、引き続
き引っ張りながら、水で洗浄し、乾燥させ、その後、約１１０℃で加熱処理して、偏光Ｐ
ＶＡフィルムを得る。
【０１８６】
　いくつかの実施形態において、偏光ウェハのＰＶＡフィルムは、１種以上の彩度強調染
料を包含できる。いくつかの実施形態において、ＰＶＡ基材層５０８は青色彩度強調染料
を含む。特定の実施形態において、ＰＶＡ基材層５０８は青色および黄色彩度強調染料を
含む。特定の実施形態において、ＰＶＡ基材層５０８は青色、黄色および赤色彩度強調染
料を含む。特定の実施形態において、ＰＡ基材層５０８は青色、黄色、緑色および赤色彩
度強調染料を含む。
【０１８７】
　いくつかの実施形態において、ＰＶＡフィルム５０８は１種以上の彩度強調染料を含み
、ポリウレタン接着剤層５１４または５１６の少なくとも一方は１種以上の彩度強調染料
を含む。たとえば、特定の実施形態において、青色彩度強調染料を、ポリウレタン接着剤
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層５１４または５１６の少なくとも一方に包含させることができ、緑色、黄色および赤色
彩度強調染料をＰＣＡフィルム５０８に包含させることができる。他の例として、特定の
実施形態においては、１種以上の青色および黄色彩度強調染料をポリウレタン接着剤層５
１４または５１６の少なくとも一方に包含させることができ、１種以上の緑色および赤色
彩度強調染料をＰＣＡフィルム５０８に包含させることができる。
【０１８８】
　いくつかの実施形態において、光学フィルムは、部分的にレンズ本体５０４の中に、ま
た部分的に偏向ウェハ５０６の中に組み込まれる。たとえば、特定の実施形態において、
レンズ本体５０４は緑色彩度強調染料を包含することができ、ポリウレタン接着剤層５１
４または５１６の少なくとも一方は青色、黄色および赤色彩度強調染料を包含することが
できる。他の例として、特定の実施形態において、レンズ本体５０４は１種以上の緑色お
よび黄色彩度強調染料を包含でき、ポリウレタン接着層５１４または５１６の少なくとも
一方は１種以上の紫色、青色、および赤色彩度強染料を包含できる。
【０１８９】
　いくつかの実施形態は、可視スペクトルの１つ以上の部分において彩度強調を提供する
ように構成されたレンズ５０２の製造方法を提供する。まず、基材層５０８が作製される
。次に、積層体５０６が作製される。最後に、レンズ５０２が積層体５０６をレンズ本体
５０４に取り付けることによって作製される。
【０１９０】
　当然のことながら、彩度強調の他の特性、例えば偏光、フォトクロミズム、染色、カラ
ー、硬度、耐摩耗性、耐薬品性、装飾およびインディシアを基材層５０８に包含させるこ
とができる。ポリマ層５１０、５１２またはレンズコーティング５１８、５２０のいずれ
も、硬度、耐摩耗性、耐薬品性等の耐久特性をレンズ５２０に、およびレンズの外面５２
２に付与することができる。
【０１９１】
　いくつかの実施形態において、基材層５０８を作製後、第一のポリマ層５１０と、希望
に応じて第二のポリマ層５１２を基材層５０８に、第一の接合層５１２としての第一の接
着剤および第二の接合層５１６としての第二の接着剤でそれぞれ接合することによって積
層体５０６を作製できる。たとえばローラで適当な圧力を加える等、接着剤を用いるあら
ゆる積層技術を使って、ポリマ層５１０、５１２を基材層５０８に積層できる。第一のレ
ンズコーティング５１８が含められる場合、これは、第一のポリマ層５１０を基材層５０
８に積層させる前またはその後のいずかれに、第一のポリマ層５１０に塗布することがで
きる。同様に、第二のポリマ層５１２が含められている場合、第二のレンズコーティング
５２０が含めるのであれば、第二のポリマ層５１２を基材層５０８に積層する前またはそ
の後のいずれかに、これを第二のポリマ層５１２に塗布することができる。
【０１９２】
　特定の実施形態において、光学フィルタが少なくとも部分的に、基材層５０８の代わり
に第一または第二のレンズコーティング５１８、５２０に組み込まれる場合、積層体５０
８は、コーティング５１８を第一のポリマ層５１０に、たとえば吹き付け、刷毛塗り、ま
たは粉体塗布等の適当な手順で塗布することによって作製できる。コーティングを形成す
るのに適した材料の例は、硬度、耐摩耗性、および／または耐薬品性等の特性を積層体５
０６に提供するのに適した材料を含む。コーティングに適した材料のいくつかの例は、硬
質アクリルコーティングおよび硬質ポリシロキサン化合物である。
【０１９３】
　コーティング５１８を組み込んだ特定の実施形態において、コーティング５１８は、第
一のポリマ層５１０に直接塗布することができる。光学フィルタが少なくとも部分的にコ
ーティングに組み込まれ、基材層５０には組み込まれない特定の実施形態において、コー
ティング５１８は、レンズ５０２の外面５２２を形成するために使用できる。さらに、コ
ーティング５１８は、硬度、耐摩耗性、および／または耐薬品性等の所望の特性を有する
外面５２２を提供するように選択できる。
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【０１９４】
　いくつかの実施形態において、積層体５０６がウェハ（図示せず）の形態をとる場合、
積層体５０６は、第二のポリマ層５１２を第一のポリマ層５１０に、第一の接合層５１４
としての第一の接着剤で、または第二の接合層５１６としての第二の接着剤で積層するこ
とによって作製できる。ポリマ層５１０、５１２を一体に積層するためには、接着剤に基
づくどのような積層方法でも使用できる。積層体５０６がウェハの形態をとる特定の実施
形態において、レンズコーティング５１８、５２０が含められ、レンズコーティング５１
８、５２０をそれぞれ、第一のポリマ層５１０と第二のポリマ層５１２に、ポリマ層５１
０、５１２を積層する前または後のいずれかに塗布することができる。積層体５０６がウ
ェハの形態をとる特定の実施形態において、第二のポリマ層５１２は含められず、第二の
レンズコーティング５２０をいずれかのコーティング塗布方法によって第一のポリマ層５
１０に塗布することができる。
【０１９５】
　いくつかの実施形態において、レンズ本体５０４と積層体５０６は、たとえば、積層体
ボンディング、射出成形、圧縮成形または射出圧縮成形（たとえば、コイニング）等の技
術を使って結合することができる。レンズ本体５０４と積層体５０６を結合するための方
法を問わず、積層体５０６は、レンズ５０２に含められる場合に積層体５０６が有する大
きさとパターンに構成するべきである。これは、どのような適当な技術を使って実現して
もよい。特定の実施形態において、積層体５０６は、レンズ５０２に含められる前に予成
形することができ、または、いくつかの実施形態において、積層体５０６は、レンズ５０
２に含められている間に成形することもできる。
【０１９６】
　積層体５０６は、どのような適当な積層体成形工程を使って予成形することもできる。
いくつかの実施形態において、適当な工程は熱成形を含む。いくつかの実施形態において
、適当な工程は積層体５０６を適当な温度まで加熱するステップを含む。加熱と同時に、
またはその後で、適当な装置を使って積層体５０６に陽圧をかけて積層体５０６を成形し
、レンズ本体５０４の表面の形状と一致させる。積層体５０６が適当に成形されたところ
で、積層体５０６は室温まで冷却され、陽圧が解除される。
【０１９７】
　レンズ５０２は、どのような所望の形状とすることもできる。たとえば、レンズ５０２
は、湾曲軸が１つでも、湾曲軸が２つでもよく、レンズは円柱、放物面、球面、平面、ま
たは楕面または、メニスカスまたは懸垂面等のその他のあらゆる形状とすることができる
。レンズ５０２はまた、矯正用でも非矯正用でもよい。
【０１９８】
　特定の実施形態において、第一または第二の接合層５１４または５１６の少なくとも一
方は青色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色、黄色、および赤色彩度強調染料
を含む。特定の実施形態において、第一または第二の接合層５１４または５１６の少なく
とも一方は青色および黄色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色および赤色彩度
強調染料を含む。特定の実施形態において、第一または第二の接合層５１４または５１６
の少なくとも一方は青色および赤色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色および
黄色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、第一または第二の接合層５１４また
は５１６の少なくとも一方は紫色、青色、黄色および赤色彩度強調染料を含み、レンズ本
体５０４は緑色彩度強調染料を含む。
【０１９９】
　いくつかの実施形態において、第一または第二のポリマ層５１０または５１２の少なく
とも一方は青色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色、黄色、および赤色彩度強
調染料を含む。特定の実施形態において、第一または第二のポリマ層５１０または５１２
の少なくとも一方は青色および赤色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色および
赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、第一または第二のポリマ層５１０ま
たは５１２の少なくとも一方は青色および赤色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は
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緑色および黄色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、第一または第二のポリマ
層５１０または５１２の少なくとも一方は青色、黄色および赤色彩度強調染料を含み、レ
ンズ本体５０４は緑色彩度強調染料を含む。
【０２００】
　いくつかの実施形態において、基材層５０８は青色彩度強調染料を含み、レンズ本体５
０４は緑色、黄色、および赤色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、基材層５
０８は青色および黄色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色および赤色彩度強調
染料を含む。特定の実施形態において、基材層５０８は青色および赤色彩度強調染料を含
み、レンズ本体５０４は緑色および黄色彩度強調染料を含む。特定の実施形態において、
基材層５０８は青色、黄色および赤色彩度強調染料を含み、レンズ本体５０４は緑色彩度
強調染料を含む。
【０２０１】
　いくつかの実施形態において、レンズ本体５０４と積層体５０６を接合してレンズ５０
２を作製する方法は、成形機を使用するステップを含む。図５４と５５を参照する、積層
体５０６とともにレンズ本体５０４を成形してレンズ５０２を形成するために、積層体５
０６を型キャビティ６１０の中に、外面５２２が半型５１２の内壁に面するようにセット
する。特定の実施形態において、積層体５０６は、積層体５０６が型キャビティ６１０の
中に挿入される前に、加熱された型に合わせて積層体５０６を打ち抜くことによって、所
望の曲率に予成形される。いくつかの実施形態において、積層体５０６は、型のキャビテ
ィ６１０の中で所望の曲率に形成することができる。
【０２０２】
　積層体５０６が型キャビティ６１０の内にセットされると、２つの半型６１２と６１４
が閉じ、融解樹脂材料６０６がランナ６０２とゲート６０４から型キャビティ６１０に注
入され、積層体５０６の内面５２４の後方に成形される。いくつかの実施形態において、
内面５２４は凹面である。融解樹脂からの高温と射出用スクリューからの高圧の複合的な
作用によって、積層体５０６は半型の内壁表面に適合することができ、積層体と注入され
た樹脂材料が積層体５０６と樹脂材料６０６との界面６０８において相互に接着する。樹
脂融液が硬化した後、少なくとも部分的に光学フィルタを組み込んだ積層体が一体化され
た所望のレンズが得られる。
【０２０３】
　機械６００から取り出された各レンズ５０２は、アクリルまたはポリシロキサンコーテ
ィング組成物等の適当なコーティングで被覆して、レンズ５０２に硬い表面を提供するこ
とができる。被覆は、浸漬、吹き付け、またはスピンコーティング等の方法を使って行う
ことができる。前述のように、レンズ５０２がコーティングの塗布後に完成する場合、コ
ーティングはレンズ５０２の外面５２２と背面５２６に塗布することができる。レンズ５
０２が半完成品であれば、コーティングは、レンズ５０２の外面５２２に塗布することが
できる。特定の実施形態において、背面５２６のコーティングは、半完成品レンズのその
後の加工中に損傷を受け、または剥がれる可能性がある。特定の実施形態において、コー
ティングは、半完成品のレンズの複数の表面、たとえば外面５２２と背面５２６に塗布し
て、半完成品のレンズの製造を単純化または低コスト化することができる。
【０２０４】
　例示的な青色彩度強調染料、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３の熱安定性の特徴が図５
６に示されている。染料は、例示的なＨＦＤ共重合体樹脂である、メルトフローインデッ
クスが４０のＳａｂｉｃ社Ｌｅｘａｎ　ＨＦＤに混合し、この樹脂混合物を使って、３つ
の射出成形レンズ本体を作製する。３９０°Ｆ、４２０°Ｆ、５５０°Ｆの異なる成形温
度を３種類のレンズ本体の各々に使用した。レンズ本体が硬化した後、レンズ本体の各々
の吸光プロファイルを、波長範囲４００ｎｍ～７００ｎｍの分光光度計で測定する。３９
０°Ｆで成形されたレンズ本体は４７３ｎｍでの吸光度が０．１５０、成形温度４２０°
Ｆのレンズ本体は４７３ｎｍでの吸光度が０．１２８、５５０°Ｆで成形されたレンズ本
体は４７３ｎｍでの吸光度が０．０８６である。成形温度を３９０°Ｆから４２０°Ｆに
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上げると、ピーク吸光度は約１５％減少し、成形温度を３９０°Ｆから５５０°Ｆに上げ
ると、ピーク吸光度は約４３％減少した。
【０２０５】
　本明細書で述べたように、本明細書で開示される特定の光学フィルタに使用される有機
染料は高温、たとえば特定の射出成形工程で一般的な温度に曝されると、劣化または分解
する可能性がある。染料が劣化または分解すると、染料のスペクトルプロファイルが変化
する。たとえば、図５５に示すように、Ｅｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　４７３染料の一次吸光
度ピークは、約３９０°Ｆ以上の温度に染料が曝されると低下する。いくつかの実施形態
において、レンズ要素の中の１種以上の彩度強調染料を光学フィルタの中のその機能を有
意に低下させる温度に曝さずにレンズが形成される。有意な劣化とは、たとえば、彩度強
調レベルを閾値限度以下に下げるような劣化量を含む。本明細書で説明されるように、彩
度強調のレベルは、フィルタを通した視覚刺激の彩度と、実質的にフィルタを通っていな
い視覚刺激の彩度の比率として表現できる。
【０２０６】
　特定の実施形態において、レンズを形成する方法は、１種以上の彩度強調染料を包含す
る積層体またはウェハ形成するステップを含む。本明細書で述べたように、積層体または
ウェハが射出成形中に型にセットされ、その際、積層体の中に混入された１種以上の彩度
強調染料は、成形工程中にその光学的性能特性を有意に劣化させるような高温に曝されな
い。
【０２０７】
　特定の実施形態において、レンズを形成する方法は、１種以上の彩度強調染料を積層体
の中に混入するステップを含む。本明細書で述べたように、積層体が射出成形工程中に型
にセットされ、その際、１種以上の彩度強調染料はそれが成形工程中に曝される温度に耐
えられるような温度特性を有するため、その光学性能特性は有意に劣化しない。
【０２０８】
　特定の実施形態において、レンズを形成する方法は、１種以上の彩度強調染料を熱可塑
性樹脂に混入するステップを含む。本明細書で述べたように、熱可塑性樹脂がレンズ本体
を形成するための型に注入され、その際、１種以上の彩度強調染料は、成形工程中にその
光学的性能特性を有意に劣化させるような高温に曝されない。
【０２０９】
　特定の実施形態において、レンズを形成する方法は、１種以上の彩度強調染料を熱可塑
性樹脂に混入するステップを含む。本明細書で述べたように、熱可塑性樹脂がレンズ本体
を形成するための型に注入され、その際、１種以上の彩度強調染料は、それが成形工程中
に曝される温度に耐えられるような温度特性を有するため、その光学性能特性は有意に劣
化しない。
【０２１０】
　特に、特定の実施形態は、他の熱可塑性樹脂に比べて、必要な温度が低くて済むような
、より高い延性を有し、および／またはより低い粘性を有する共重合体樹脂を使用するス
テップを含む。これらの基準の１つまたは複数を満足できる共重合体樹脂の例には、Ｍａ
ｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ、ＰｉｔｓｆｉｅｌｄのＳＡＢＩＣ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｐ
ｌａｓｔｉｃｓから入手可能な高流動高延性（ＨＦＤ）樹脂が含まれる。ＨＦＤ共重合体
樹脂の例には、Ｌｅｘａｎ　Ｒｅｓｉｎ　ＨＦＤ１０１４、ＨＦＤ１０３４、ＨＦＤ１２
１２、ＨＦＤ１２３２、ＨＦＤ１４１３、ＨＦＤ１４３３、ＨＦＤ１７１１、ＨＦＤ１７
１、ＨＦＤ１８１０、ＨＦＤ１８３０、ＨＦＤ１９１０が含まれる。いくつかの実施形態
において、所望の延性、粘性、および熱特性を有する樹脂には、高温に耐えられるような
耐熱性を有する１種以上の彩度強調染料が含まれる。すると、１種以上の彩度強調染料が
含浸された樹脂は、本明細書に記載されるように射出成形工程によってレンズ本体を形成
するために使用できる。樹脂に混入される１種以上の彩度強調染料は、本明細書に記載の
染料と同様のスペクトル特性を有するが、より高い温度安定性を有するため、他の有機染
料を劣化させるような高い温度に曝されても劣化が少ない。所望の延性、粘性および熱特
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性を有する樹脂が、高温に耐えるのに十分な耐熱性を有する１種以上の彩度強調染料を含
むいくつかの実施形態において、１種以上の彩度強調染料は、本明細書に記載の実施形態
に従って射出成形中にレンズ本体を形成するのに必要な温度に曝されても、有意に劣化し
ない。
【０２１１】
　いくつかの実施形態において、レンズ機能、たとえば彩度強調が積層工程によってレン
ズ本体に追加される少なくともいくつかの状況において、１つ以上の利点が得られる。た
とえば、光学フィルタ、ミラー要素、曇り防止層、偏光手段、フォトクロミック層等の機
能的要素をレンズ５０２に組み込むことができ、レンズの外面５２２を被覆する工程は用
いられない。被覆工程には時々、特定の機能的レンズ要素または層を有意に劣化させ、ま
たは損なう可能性のあるステップが含まれる。特定の被覆工程では、完全に平滑または均
一でない表面が作られる。それゆえ、外面５２２が被覆されれば、そうでなければレンズ
５０２に発生すると予想される望ましくない、予想不能な光学的影響は、レンズ５０２が
本明細書に記載される特定の技術に従って製造された時に軽減、縮小され、または、すべ
て除去される。
【０２１２】
　いくつかの実施形態において、レンズ５０２は、レンズ本体５０４がレンズ５０２のパ
ワーを調整するように輪郭形成されたところで、半完成品ではなく、完成品とすることが
できる。いくつかの実施形態において、レンズ５０２は半完成品とすることもでき、それ
によって、製造後の何れの時点で、レンズ５０２のパワーを調整するためにレンズ本体５
０２を機械加工することができる。
【０２１３】
　いくつかの実施形態において、積層体５０６は、接着剤による取り付けまたはラミネー
トボンディング等のあらゆる適当な技術を使って、新しい、または既存のレンズ（図示せ
ず）のいずれの表面に取り付けることもできる。このようにして、光学フィルタ、ミラー
要素、曇り防止層、偏光子、およびフォトクロミック層等の機能的特性を、もともと製造
された時には、このような特性を持たない既存レンズの中に組み込むことができる。たと
えば、彩度強調等の所望の特性は、既存のレンズを廃棄して所望の特性を含む新たなレン
ズ製造する代わりに、既存のレンズに付与することができる。いくつかの実施形態におい
て、適当な溶剤を塗布して、積層体５０６を既存のレンズから除去し、異なる彩度強調特
性を有する積層体を既存のレンズに適用することができる。特定の実施形態において、積
層体５０６は、熱または分離力を加えることによって除去することもできる。少なくとも
いくつかのこのような実施形態は、新たな彩度強調フィルタが望まれる場合に、既存のレ
ンズの彩度強調特性を変化させやすい。
【０２１４】
　いくつかの実施形態は、彩度強調機能を備える眼鏡と、射出成形工程を利用して彩度強
調機能を備える眼鏡を製造する方法を提供する。いくつかの実施形態において、彩度強調
眼鏡は、本明細書に開示されているように、１種以上の彩度強調染料を含む。特定の実施
形態において、レンズは、あるレンズの中に包含されるいくつかまたは全部の彩度強調染
料が劣化または分解せずに成形工程に耐えられるような工程を使って射出成形される。こ
のような工程は、比較的低い粘性と高い延性を有する成形材料を使用するステップを含む
ことができる。このような成形材料が使用される場合、射出成形工程の成形温度は、眼鏡
用レンズの製造に使用される一般的な可塑性樹脂と比較して、実質的に低くすることがで
きる。いくつかの実施形態において、成形材料は、衝撃強さが高いレンズを生成できる。
適当な成形材料の例には、特定の高流動、高延性（ＨＦＤ）樹脂が含まれる。特定の実施
形態において、樹脂の注入温度は、１種以上の彩度強調染料の発色団が劣化または分解を
始める温度以下である。
【０２１５】
　いくつかの実施形態において、熱可塑性樹脂は、１種以上の彩度強調染料を樹脂と混合
するステップを含む工程を使って、成形前に調製される。樹脂中への彩度強調染料の混入
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は、完成品のレンズの中に所望の彩度強調フィルタが生成されるように選択できる。混入
量は、たとえば染料の強度、濃度、および溶解度、レンズ本体の厚さ、完成品のレンズの
厚さと形状、所望のフィルタ特性、審美的考慮事項、他の要素、または複合的な要素に依
存しうる。特定の実施形態において、レンズ本体の温度は閾値レベルより低く保たれ、そ
の間、レンズ本体には成形、硬化、冷却工程が施される。閾値レベルは、熱硬化性樹脂に
混入された染料が劣化または分解を開始する温度以下とすることができる。たとえば、閾
値は約４２０°Ｆ以下、約４００°Ｆ以下、約３９０°Ｆ以下、約３５０°Ｆ以下、また
は他の適当な閾値以下とすることができる。
【０２１６】
　特定の実施形態は、レンズの射出成形の方法が提供され、これは、レンズを２つまたは
それ以上の注入ステップで形成するステップを含む。たとえば、特定の実施形態では、１
種以上の彩度強調染料を包含する第一のレンズ部分が、その１種以上の彩度強調染料と混
合された第一の熱可塑性樹脂を第一の型容積を有する第一の型の中に注入することによっ
て成形される。第一のレンズ部分の厚さは、所望の光学フィルタ処理効果を達成するよう
に選択できる。適当な厚さは、たとえば、約１ｍｍ以下とすることができる。第一のレン
ズ部分を第一の型から取り出し、第一の型より大きい型チャンバ容積を有する第二の型に
セットすることができる。第二のレンズ部分は、第二の熱可塑性樹脂を第一のレンズ部分
の周囲に注入することによって成形できる。第一のレンズ部分はそれ自体では、眼鏡用レ
ンズの適当な特性を有するのに十分な硬度または十分な強度を持たないかもしれない。第
二の可塑性樹脂は、機械的に強力で耐久性のある射出成形レンズを生成するように構成で
きる。
【０２１７】
　特定の実施形態において、１種以上の彩度強調染料を包含する第一のレンズ部分は、そ
の１種以上の彩度強調染料と混合した第一の可塑性樹脂を、第一の型チャンバの容積を有
する型の中に注入するとによって成形される。第一のレンズ部分の厚さは、所望の光学フ
ィルタ処理効果を達成するように選択できる。適当な厚さはたとえば約１ｍｍ以下とする
ことができる。次に型を、型の１つ以上の部分を移動させることによって、それが第一の
型チャンバの容積より実質的に大きい第二の型チャンバの容積となるまで拡張させる。第
二のレンズ部分は、第二の熱可塑性樹脂を第一のレンズ部分の周囲に注入することによっ
て成形できる。第一のレンズ部分はそれ自体では、眼鏡用レンズの適当な特性を有するの
に十分な硬度または十分な強度を持たないかもしれない。第二の可塑性樹脂は、機械的に
強力で耐久性のある射出成形レンズを生成するように構成できる。
【０２１８】
　いくつかの実施形態において、レンズは、実質的に劣化または分解せずに、高い成形温
度に耐えられる１種以上の彩度強調染料を使って製造される。このような実施形態におい
て、レンズは、高い強度と耐性を有する射出成形レンズを生成するように構成された熱可
塑性樹脂から生成できる。
【０２１９】
　特定の実施形態は、本明細書に記載の技術の１つ以上を使用して製造され、１つ以上の
機能的レンズ要素を組み込んだレンズを提供する。たとえば、レンズは、射出成形レンズ
本体と、偏光子と、を含むことができる。偏光子は、たとえば本明細書に記載されている
偏光ウェハ等の偏光子を型内に設置して、その型の中に熱可塑性樹脂を注入することによ
り、射出成形レンズ本体と結合することができる。偏光ウェハは、１つ以上の断熱ポリマ
層を含むことができ、これらは機能的基材層を高い成形温度から断熱するように構成され
る。他の機能的レンズ要素、たとえば、彩度強調光学フィルタ、フォトクロミック材料、
干渉スタック、静電防止材料、撥水性材料、曇り防止層、コーティング、傷防止層、他の
機能的要素、または複合的な要素の少なくとも一部を、同様にして射出成形された部分を
有するレンズの中に組み込むことができる。
【０２２０】
　いくつかの実施形態は、彩度強調機能を備える眼鏡および、染色工程を使って彩度強調
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機能を備える眼鏡を製造する方法を提供する。染色工程は、１つ以上の機能的または審美
的特徴をレンズの中に含めるために使用できる。いくつかの実施形態において、彩度強調
眼鏡は、本明細書で開示するように、１種以上の彩度強調染料を含む。特定の実施形態に
おいて、レンズ本体は射出成形工程、押出工程、圧縮成形工程、鋳込み工程、他の適当な
工程、または複合的な工程を使って製造される。レンズは、１つ以上のレンズ本体を含む
ことができ、１つ以上のその他のレンズ要素、たとえば１つ以上の積層体を含むことがで
きる。１つ以上のレンズ本体と１つ以上の積層体は、前処理を行ってから、相互に接合す
ることができる。レンズ要素の前処理には、被覆、アニーリング、延伸、成形、切断、研
磨、ポリッシング、エッチング、硬化、照射、ドーピング、他の工程、または複合的な工
程を含むことができる。
【０２２１】
　１つ以上の前処理工程の前に、１つ以上のレンズ要素またはレンズ要素の組み合わせを
染色できる。いずれの適当な染料工程も使用できる。いくつかの実施形態において、１種
以上の染料を溶媒中に溶解させて、染色溶液を生成する。１種以上の染料は１種以上の彩
度強調染料を含み得る。１種以上の染料は、レンズ要素またはレンズ要素の組み合わせに
適用される。たとえば、染料は、要素を染色溶液内に浸漬すること、染色溶液を要素に吹
き付けること、または要素を染色チャンバ内に置き、１種以上の染料をチャンバ内に導入
することによって要素に塗布できる。
【０２２２】
　レンズ要素またはレンズ要素の組汗が染色チャンバ内で染色される場合、プロセス流体
を使って、１種以上の染料をチャンバ内に搬送できる。１種以上の染料は、プロセス流体
内に溶解させることができる。特定の実施形態において、プロセス流体は超臨界液体、た
とえば超臨界ＣＯ２である。染料が溶解したプロセス流体は染色チャンバ内に搬送され、
その中でこれが拡散を通じて加工品の中に進入する。いくつかの実施形態において、レン
ズは彩度強調フィルタを含み、その少なくとも一部は、超臨界ＣＯ２染色を使ってレンズ
に組み込まれる。他の適当なプロセス流体も使用できる。いくつかの実施形態において、
超臨界ＣＯ２流体を使って、１種以上の非極性彩度強調染料を１つ以上のレンズ要素また
はレンズ要素の組み合わせに堆積させる。
【０２２３】
　いくつかの実施形態は、彩度強調機能を備える眼鏡と、鋳込み工程を使って、彩度強調
機能を備える眼鏡を製造する方法を提供する。いくつかの実施形態において、彩度強調機
能を備える眼鏡は、本明細書で開示されているように、１種以上の彩度強調染料を含む。
特定の実施形態において、レンズは、レンズ内に包含された一部または全部の彩度強調染
料が実質的に劣化または分解せずに鋳込み工程に耐えられるような工程を使って鋳込み成
形される。レンズの１つ以上のレンズ本体は、高い強度と耐久性を有するレンズ本体を生
成するように構成された熱硬化性樹脂を使って鋳込み成形することができる。特定の実施
形態において、熱可塑性樹脂の鋳込みおよび硬化温度は、１種以上の彩度強調染料の発色
団が劣化または分解を始める温度以下である。
【０２２４】
　いくつかの実施形態において、熱硬化性樹脂は、１種以上の彩度強調染料を樹脂中に混
合するステップを含む工程を使って、鋳込みの前に調製される。樹脂内への彩度強調染料
の混入量は、完成したレンズ内に所望の彩度強調フィルタが生成されるように選択できる
。混入は、たとえば染料の強度、濃度、および溶解度、レンズ本体の厚さ、完成品のレン
ズの厚さと形状、所望のフィルタ特性、審美的考慮事項、他の要素、または複合的な要素
に依存しうる。特定の実施形態において、レンズ本体の温度は閾値レベルより低く保たれ
、その間、レンズ本体には成形、硬化、冷却工程が施される。閾値レベルは、熱硬化性樹
脂に混入された染料が劣化または分解を開始する温度以下とすることができる。たとえば
、閾値は約４２０°Ｆ以下、約４００°Ｆ以下、約３９０°Ｆ以下、約３５０°Ｆ以下、
または他の適当な閾値以下とすることができる。
【０２２５】
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　特定の実施形態は、本明細書に記載された技術の１つ以上を使って製造され、１つ以上
の機能性レンズ要素を組み込んだレンズを提供する。たとえば、レンズは、キャストレン
ズ本体と偏光子を含むことができる。偏光子は、たとえばＰＶＡ偏光フィルム等の偏光子
を型内に設置し、熱硬化性樹脂を型内に流入させることによって、キャストレンズ本体に
結合することができる。いくつかの実施形態において、偏光子は、レンズ本体が鋳込み工
程で作製される場合に、偏光子を高い成形温度から断熱するよう構成された断熱ポリマ層
を含まない。他の機能的レンズ要素、たとえば彩度強調光学フィルタ、フォトクロミック
材料、干渉スタック、静電防止材料、撥水性材料、曇り防止層、コーティング、傷防止層
、他の機能的要素または複合的要素の少なくとも一部を、鋳込みによって作製されたレン
ズ部分を有するレンズの中に組み込むことができる。
【０２２６】
　本明細書で開示される実施形態は、１つ以上の積層体がレンズ本体の外面に形成されて
いる眼鏡を含む。いくつかの実施形態において、レンズ本体は、湾曲形状を有する実質的
に剛性材料から構成される。レンズ本体はいずれの所望の曲率を有していてもよく、たと
えば円柱、球面または円環体を含む。積層体は、実質的に柔軟な基板と、基板に塗布され
た１つ以上の機能層またはコーティングを含むことができる。これに加えて、１つ以上の
機能層またはコーティングは、レンズ本体に直接塗布することができる。特定の実施形態
において、接合層が積層体をレンズ本体の凸および／または凹面に接合させる。積層体に
塗布できる機能層またはコーティングの例には、反射防止コーティング、干渉スタック、
ハードコーティング、フラッシュミラー、静電防止コーティング、曇り防止コーティング
、その他の機能層または複合的な機能層が含まれる。彩度強調フィルタの一部は眼鏡の積
層体および／またはその他の機能層に組み込むことができる。
【０２２７】
　図５７、５７（ａ）、５８、５８（ａ）を参照すると、第一と第二のレンズ７０２ａと
７０２ｂと、フレーム７０４と、テンプル７０６ａと７０６ｂとを有する眼鏡７００のい
くつかの実施形態の斜視図が示されている。これらの図面に示される実施形態は、例示的
な眼鏡設計に組み込まれる１つ以上のレンズ本体に付着される１つ以上の積層体を示して
いる。各種のレンズ要素の厚さと相対的な厚さは、正しい縮尺で描かれておらず、眼鏡７
００の特定の態様をより容易に示すために描かれている点に留意するべきである。眼鏡７
００は、いずれの種類であってもよく、これには汎用眼鏡、特定用途眼鏡、サングラス、
運転用眼鏡、スポーツグラス、ゴーグル、屋内用眼鏡、屋外用眼鏡、視力矯正用眼鏡、コ
ントラスト強調眼鏡、彩度強調眼鏡、色補正用眼鏡、他の目的のために設計された眼鏡、
または複合的な目的のために設計された眼鏡が含まれる。本明細書の開示から明らかとな
るように、多くのその他の形状と構成のレンズとフレームを使用できる。
【０２２８】
　図５７、５７（ａ）、５８、５８（ａ）は、レンズ７０２、７０２ｂを有する眼鏡７０
０を示している。レンズ７０２と７０２ｂは、矯正用レンズまたは非矯正用レンズとする
ことができ、ガラス、またはアクリル樹脂またはポリカーボネート等のプラスチックを含
む各種の光学材料のいずれからも作製できる。レンズは、各種の形状とすることができる
。たとえば、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、平坦、１つの軸を中心とする曲面、２つの軸
を中心とする曲面、または２つ以上の軸を中心とする曲面とすることができ、レンズ７０
２ａ、７０２ｂは円柱、放物面、球面、平面または楕面または、メニスカスや懸垂面等の
他のいずれの形状とすることもできる。装用時に、レンズ７０２ａ、７０２ｂは装用者の
通常のまっすぐ前方に延びる視線で横断するように延び、装用者の視野の周辺領域を実質
的に横断するように延びることができる。本明細書で使用されるかぎり、装用者の通常の
視線とは、装用者の目のまっすぐ前方に延び、垂直または水平面のいずれにおいても角度
偏差がない線を意味する。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、
装用者の通常のまっすぐ前方に延びる視線の一部を横断するように延びる。
【０２２９】
　レンズ７０２ａまたは７０２ｂの外面は、一定の水平方向の半径を有する平滑な連続面
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（球面または円柱）、または累進的曲面（楕面、円環体または楕円体）または、水平また
は垂直面のいずれかにおけるその他の非球面を有する形状に適合することができる。その
他の実施形態の幾何学形状は一般に、１つの軸を中心とした曲面を持ち、第二の軸の周囲
では曲面を持たない、概して円柱とすることができる。レンズ７０２ａ、７０２ｂは、１
つ以上の次元の曲面を有することができる。たとえば、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、水
平軸に沿って湾曲していることができる。他の例では、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、水
平面において、内側縁から装用者の視野範囲の少なくとも一部を通って外側縁まで延びる
、概して弓状の形状によって特徴付けられる。いくつかの実施形態において、レンズ７０
２ａ、７０２ｂは、垂直軸に沿って実質的に直線状である（湾曲しない）。いくつかの実
施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、１つの領域の第一の曲率半径と、第二の
領域の第二の曲率半径と、第一と第二の領域のいずれかの側に配置された遷移部位と、を
有する。遷移部位は、レンズ７０２ａ、７０２ｂに沿った一致点とすることができ、ここ
ではレンズ７０２ａ、７０２ｂの曲率半径が第一から第二の曲率半径に、またはその逆に
遷移する。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、平行方向、垂直
半径、またはいずれかの他の方向への第三の曲率半径を有することができる。いくつかの
実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、共通の円の上に存在できる。ハイラッ
プの眼鏡の左右のレンズは、各レンズの内側縁が共通円の外側にあり、外側縁が共通円の
内側にあるように、傾斜させることができる。レンズ７０２ａ、７０２ｂに曲面を設ける
ことによって、装用者にとって各種の有利な光学品質が得られ、これにはレンズ７０２ａ
、７０２ｂを通過する光線のプリズムシフトの低減および光学的補正の提供が含まれる。
【０２３０】
　水平および垂直面の両方における様々なレンズ構成が可能である。それゆえ、たとえば
いくつかの実施形態のレンズ７０２ａまたは７０２ｂの外面または内面のいずれか、また
は両面が、球面に、または直円柱に概して適合できる。あるいは、レンズの外面または内
面のいずれか、または両面は、円錐台形、円環体、または楕円柱、楕円体、回転楕円体、
他の球体またはその他多数の立体形状のいずれかに適合してもよい。しかしながら、１つ
の面の具体的な垂直または水平曲面に関係なく、他の面を選択して、たとえば取り付け時
および装用時の向きにおけるレンズの度数、プリズム、非点収差の１つ以上を極小化して
もよい。
【０２３１】
　レンズ７０２ａ、７０２ｂは、垂直面に沿って直線状（湾曲しない）とすることができ
る（たとえば、円柱または円錐台形レンズ形状）。いくつかの実施形態において、レンズ
７０２ａ、７０２ｂは、垂直軸に対して実質的に平行に整列させることができ、それによ
って視線は実質的にレンズ７０２ａ、７０２ｂの前面と後面に対して垂直となる。いくつ
かの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは下方に傾斜し、それによってレンズ
に対して垂直な線はまっすぐ前方に延びる通常の視線から角度φだけずれる。ずれの角度
φは約０°より大きく、および／または約３０°より小さく、または約７０°より大きく
、および／または約２０°より小さく、または約１５°とすることができるが、これらの
範囲以外の角度φを使用してもよい。各種の円柱形レンズを使用してもよい。レンズ７０
２ａ、７０２ｂの前面および／または後面は直円柱の表面に適合でき、それによって水平
軸に沿った曲率半径は実質的に均一となる。楕円柱を使って、水平方向に不均一な曲面を
有するレンズを提供することができる。たとえば、レンズは、その外側縁の付近でその内
側縁より大きく湾曲していてもよい。いくつかの実施形態において、斜（非直）円柱を使
って、たとえば垂直方向に傾斜したレンズを提供することができる。
【０２３２】
　いくつかの実施形態において、眼鏡７００は、従来の、中心に向かうデュアルレンズマ
ウンティングに関して横方向に回転させた位置に取り付けられた傾斜レンズ７０２ａ、７
０２ｂを含む。傾斜レンズとは、中心に向かうレンズを有する従来のデュアルレンズ眼鏡
からスタートして、フレームをこめかみの位置で内側に湾曲させ、頭の側面を包むように
することによって実現される、装用者の頭に関する向きを有するものと想像してもよい。
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眼鏡７００を装用すると、レンズの外側縁が装用者のこめかみの周囲を大きく包み込み、
こめかみに密接して、側方から目を大きく覆う。
【０２３３】
　包み込む程度は、審美的なスタイリングの理由のため、飛び散る破片から目の側部を保
護するため、または周辺光を遮断するのに望ましい程度としてもよい。包み込みは、きつ
い水平曲率（ハイベース）のレンズ、たとえば円柱または球面レンズを利用することによ
って、および／または各レンズを、中心に向かうデュアルレンズに関して横方向および後
方に傾斜させた位置に取り付けることによって達成されてもよい。同様に、大きい縦傾斜
、すなわち縦方向の傾きが、審美的理由のため、および装用者の目の下方からの光、風、
埃またはその他の破片を遮断するために望ましいかもしれない。一般に、「縦傾斜」とは
、装用時の向きにおいて、通常の視線がレンズ７０２ａまたは７０２ｂの垂直接線に垂直
以外の角度で当たるようなレンズの状態を説明していると理解する。
【０２３４】
　レンズ７０２ａ、７０２ｂには前面と後面を設けることができ、それらの間の厚さは、
水平方向、垂直方向または複合的な方向に沿って変化できる。いくつかの実施形態におい
て、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、水平または垂直軸に沿って、または他のいずれかの方
向に沿って変化する厚さを有することができる。いくつかの実施形態において、レンズ７
０２ａ、７０２ｂの厚さは、内側縁付近の最大の厚さから外側縁の比較的薄い厚さまで、
スムーズに、ただし必ずしも線形にではなく、漸減する。レンズ７０２ａ、７０２ｂは、
水平軸に沿って漸減する厚さを有していてもよく、光学的補正のために非共軸とすること
ができる。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂの厚さは、光学的補
正を行うように構成できる。たとえば、レンズ７０２ａ、７０２ｂの厚さは、レンズ７０
２ａ、７０２ｂの中心点での最も厚い点からレンズ７０２ａ、７０２ｂの側方区域に近づ
くにつれて漸減させることができる。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７
０２ｂの側方区域における平均厚さを中央領域のレンズ７０２ａ、７０２ｂの平均厚さよ
り小さくすることができる。いくつかの実施形態において、中央領域内の少なくとも１点
におけるレンズ７０２ａ、７０２ｂの厚さは、側方区域の少なくとも一方の中のいずれか
の点でのレンズ７０２ａ、７０２ｂの厚さより大きくすることができる。
【０２３５】
　いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、レンズ７０２ａ、７０２
ｂがパワーを調整するために輪郭成形された状態で、半完成品ではなく完成品とすること
ができる。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、半完成品して、
レンズ７０２ａ、７０２ｂを製造後のいずれかの時点で機械加工することによりパワーを
調整できるようにすることができる。いくつかの実施形態において、レンズ７０２ａ、７
０２ｂには、度数を持たせることができ、近視または遠視を矯正するように構成された処
方レンズとすることができる。レンズ７０２ａ、７０２ｂは、非点収差を補正するために
円柱形の特徴を有することができる。
【０２３６】
　眼鏡７００は、レンズ７０２ａ、７０２ｂを支持するように構成された取付フレーム７
０４を含むことができる。取付フレーム７０４は、部分的に、または完全にレンズ７０２
ａ、７０２ｂを取り囲む軌道を有することができる。図５７、５７（ａ）、５８、５８（
ａ）に関して、具体的な取付フレーム７０４が本明細書において開示される実施形態にと
って不可欠ということではない点に留意するべきである。フレーム７０４は様々な構成お
よび設計とすることができ、図５７、５７（ａ）、５８、５８（ａ）に示される例示的実
施形態は例として提供されているにすぎない。図のように、フレーム７０４は、フレーム
上部と、フレーム上部の両端に旋回可能に接続された１対のテンプル７０６ａ、７０６と
、を含んでいてもよい。さらに、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、フレーム７０４に取り付
けられ、その際、レンズ７０２ａまたは７０２ｂの上縁がレンズ溝に沿って、またはその
中に延びて、フレーム７０４に固定されるようにしてもよい。たとえば、レンズ７０２ａ
または７０２ｂの上縁は、ぎざぎざのついた、または非直線的な縁辺等のパターンと、そ
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の周囲でフレーム７０４を射出成形し、または固定できるような穴またはその他の形状で
形成することによって、７０２ａまたは７０２ｂがフレーム７０４に固定されるようにす
ることができる。さらに、レンズ７０２ａ、７０２ｂは、レンズ７０２ａ、７０２ｂおよ
び／またはフレーム７０４に形成された、相互に嵌合する突起を有するスロットまたはそ
の他の取付構造によって、フレーム７０４に取り外し可能に取り付けられるようにするこ
とができる。
【０２３７】
　レンズ７０２ａ、７０２ｂは、フレーム７０４の下縁に沿って固定可能であることも想
定される。各種のその他の構成もまた利用できる。このような構成には、フレームを用い
ずに、テンプル７０６ａ、７０６ｂをレンズ７０２ａ、７０２ｂに直接取り付けること、
または眼鏡の全体的な重さ、大きさ、または高さを低減できるようなその他の構成を含め
ることができる。これに加えて、各種の材料をフレーム７０４の製造に利用でき、たとえ
ば金属、複合材料または、当業界でよく知られた、透明または各種の色で入手可能であり
うる比較的剛性の成形熱可塑性材料がある。実際に、取付フレーム７０４は、所望の様々
な構成と設計に従って製作することができる。いくつかの実施形態において、フレーム７
０４は、眼鏡を装用した時に、両目の前方に位置付けられる一体レンズを保持するように
構成される。装用時に両目の前方に位置付けられる一体レンズを含むゴーグルもまた提供
できる。
【０２３８】
　眼鏡７００は、フレーム７０４に旋回可能に取り付けられた１対のテンプル７０６ａ、
７０６ｂを含むことができる。いくつかの実施形態において、テンプル７０６ａ、７０６
は、レンズ７０２ａ、７０２ｂに直接取り付けられる。テンプル７０６ａ、７０６ｂは、
使用者が装用した時に眼鏡７００を支持するように構成できる。たとえば、テンプル７０
６ａ、７０６ｂは、使用者の耳の上に載るように構成することができる。いくつかの実施
形態において、眼鏡７００は、眼鏡７００をテンプル７０６ａ、７０６ｂの代わりに使用
者の目の前方に固定するために使用される柔軟なバンドを含む。
【０２３９】
　レンズ７０２ａ、７０２ｂは、レンズ本体と、積層体７１０と、を含む。積層体７１０
は、レンズ本体７０８に実質的に永久に固定することができ、または積層体７１０は、レ
ンズ本体７０８から分離できるように構成することができる。いくつかの実施形態におい
て、積層体７１０は、使用者、製造者または小売店が眼鏡７００の製造後に積層体７１０
を取り付け、取り外し、または変更できるように、取り外し可能に構成される。このよう
にして、各種の機能的要素を眼鏡７００に組み込むことができ、１つの眼鏡またはゴーグ
ルを異なる状況に適した機能性を提供するように変更できるため、眼鏡７００の利用可能
性が高まる。
【０２４０】
　積層体７１０と本体７０８の各々は、レンズの機能的特徴を提供する１つ以上の層を含
むことができる。たとえば、レンズ本体７０８と積層体７１０は、偏光層、１つ以上の接
着剤層、フォトクロミック層、エレクトロクロミック材料、ハードコート、フラッシュミ
ラー、液体含有層、反射防止コーティング、ミラーコーティング、干渉スタック、彩度強
調染料、屈折率マッチング層、傷防止コーティング、撥水コーティング、静電防止コーテ
ィング、彩度強調染料、色強調要素、トリコイックフィルタ、ガラス層、ハイブリッドガ
ラスプラスチック層、反射防止コーティング、またはその他のレンズ要素、または複合的
なレンズ構成要素を含むことができる。レンズ７０２がフォトクロミック層を含む場合、
フォトクロミック材料には、ニュートラルデンシティフォトクロミックまたは他のあらゆ
る適当なフォトクロミックを含めることができる。レンズ構成要素および／または材料の
少なくとも一部は、これらが実質的にニュートラルの可視光スペクトルプロファイルを有
するように選択できる。いくつかの実施形態において、可視光スペクトルプロファイルは
、合成されて所望のあらゆるレンズ色度、彩度強調効果、色強調、他の目的、またはあら
ゆる複合的な目的を達成することができる。偏光層、フォトクロミック層、反射防止層、
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撥水コーティング、ハードコートおよび／またはその他の機能層を、レンズ本体７０８、
積層体７１０、またはその両方に組み込むことができる。いくつかの実施形態において、
レンズ７０２ａ、７０２ｂは、レンズ本体７０８、積層体７１０、またはその両方の上の
１つ以上のレンズコーティングを含む。
【０２４１】
　いくつかの実施形態において、１つ以上の利点は、レンズの機能、たとえば反射防止フ
ィルムがレンズ本体に積層工程によって追加されるような少なくともいくつかの状況にお
いて実現できる。たとえば、機能的要素、たとえば光学フィルタ、ミラー要素、曇り防止
層、干渉スタック、偏光子、およびフォトクロミック層は、レンズ表面を被覆する工程を
使用せずに、レンズ７０２ａまたは７０２ｂに組み込むことができる。本明細書に記載さ
れているように、被覆または蒸着工程は時として、特定の機能的レンズ要素または層を実
質的に劣化させ、または害するようなステップを含んでいる。特定の被覆工程では、完全
に平滑または均一でない表面ができる。それゆえ、表面が被覆されることにより、そうで
なければレンズ７０２ａまたは７０２ｂに発生すると予想されるような望ましくない、予
測不能な光学的影響が、レンズ７０２ａ、７０２ｂが本明細書に記載される技術に従って
製造された時に軽減、縮小またはすべて排除される。
【０２４２】
　いくつかの実施形態において、レンズ７０２ｂまたは７０２ｂは、凹面と凸面を有する
射出成形ポリマレンズ本体７０８を含む。レンズ本体７０８は、ポリカーボネート（すな
わちＰＣ）、アクリルジグリコールカーボネートモノマ（ブランド名ＣＲ－３９（登録商
標）で販売されている）、ガラス、ナイロン、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリイミド
、ポリエチレンテレフタレート（すなわち、ＰＥＴ）、二軸配向ポリエチレンテレフタレ
ートポリエステルフィルム（すなわち、ＢｏＰＥＴであり、このようなポリエチレンフィ
ルムの１つはブランド名ＭＹＬＡＲ（登録商標）で販売されている）、アクリル（ポリメ
チルメタクリレート、すなわちＰＭＭＡ）、ポリマ材料共重合体、ドープ材料、他のあら
ゆる適当な材料、またはあらゆる複合的な材料で形成することができる。レンズ本体７０
８は剛性とすることができ、レンズの他の層は、レンズ本体７０８の形状に適合して、レ
ンズ本体７０８がレンズ７０２ａまたは７０ｂの形状に沿うようにすることできる。レン
ズ本体７０８は、垂直対称軸を挟んで対称、水平対称軸を挟んで対称、他の軸を挟んで対
称、または非対称とすることができる。いくつかの実施形態において、レンズ本体７０８
の前面と裏面は、共通の中心点と異なる半径を有するそれぞれの円柱の表面に適合するこ
とができる。いくつかの実施形態において、レンズ本体は、中心点が相互にずれたそれぞ
れの円柱の表面に適合する前面と裏面を有することができ、それによってレンズ本体７０
８の厚さは、より厚い中央部分からより薄い端部分へと漸減する。レンズ本体７０８の表
面は、本明細書で述べるように、球体、円環体、楕円体、非球体、平面、円錐台形、およ
びその他、別の形状に適合することができる。いくつかの実施形態において、熱成形工程
を使って、積層体７１０を本明細書に記載の形状を有するレンズ本体７０８に適合させる
ことができる。
【０２４３】
　レンズ本体７０８は初期形成中に、レンズ７０２ａまたは７０２ｂのパワーを調整する
ような光学倍率特性を持つように輪郭成形することができる。いくつかの実施形態におい
て、レンズ本体７０８は、初期形成後に、レンズ７０２ａまたは７０２ｂのパワーを調整
するために機械加工できる。レンズ本体７０８は、レンズ７０２ａまたは７０２ｂに実質
的な量の度数および倍率特性を提供できる。いくつかの実施形態において、レンズ本体７
０８は、度数および倍率特性のほとんどを提供する。度数と倍率のほとんどをレンズ本体
７０８に割り当てることによって、レンズ本体７０８の材料とレンズ本体７０８の形成技
術を、積層体７１０の材料と形成技術の選択に不利な影響を与えることなく、度数と倍率
特性の改善されたレンズ７０２ａ、７０２ｂを提供するように選択できる。
【０２４４】
　レンズ本体７０８は射出成形可能であるが、熱成形または機械加工等、他の工程を使っ
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てレンズブランク本体の形状を形成することができる。いくつかの実施形態において、レ
ンズ本体７０８は、射出成形され、ポリカーボネート等の比較的剛性で光学用として受け
入れられる材料を含む。レンズ本体７０８の曲率はそれゆえ、成形レンズブランクの中に
組み込まれる。レンズブランクは所望の曲率を有し、その成形時の状態で漸減していても
よい。次に、当業界で知られているように、レンズブランクの光学的に適当な部分から、
所望の形状の１つまたは２つまたはそれ以上のレンズ本体を切り出してもよい。いくつか
の実施形態において、フレーム７０４には、成形され、切り出された形状のレンズ本体７
０８と積層体７１０と協働して、その成形時の形状からの偏差を極小化し、さらにはより
よく保持できるようにするスロットまたはその他の取付構造が設けられる。いくつかの実
施形態において、レンズ本体７０８は、平坦なシートストックからスタンピングまたはカ
ットし、その後、熱成形等の工程を使って湾曲形状に曲げることができる。この湾曲形状
は次に、比較的剛性の湾曲フレーム７０４を使って、または湾曲シートを加熱してその湾
曲形状を保持することによって保つことができる。
【０２４５】
　積層体７１０は、たとえば熱硬化性接着剤層、ＵＶ硬化性接着剤層、静電接着、感圧接
着剤またはこれらのあらゆる組み合わせを通じて、レンズ本体７０８に取り付けることが
できる。積層体７１０をレンズ本体７０８に取り付けるのに適している可能性のある接合
技術の例には、溶接、融合、感圧接着剤、ポリウレタン接着剤、静電引力、熱成形、他の
種類の接着剤、紫外線により硬化可能な材料、熱硬化性材料、放射線硬化性材料、その他
の接合方法、その他の接合材料および、複合的な方法および／または材料が含まれる。い
くつかの実施形態において、積層体７１０をレンズ本体７０８に付着させるのに適した、
どのような方法でも使用できる。レンズ７２０２ａまたは７０２ｂのいくつかの実施形態
は、相互に接合されるレンズ本体７０と積層体７１０を含む。いくつかの実施形態におい
て、積層体７１０とレンズ本体７０８は、相互に一体に接続することができ、相互に接着
剤で接合することができる。
【０２４６】
　積層体７１０は、１層または多層を含むことができる。積層体７１０は、１つ以上の層
を１層以上の層の形状で有することができ、これらをハードコートまたはプライマで被覆
できる。たとえば、積層体７１０は、１層のポリカーボネート、ＰＥＴ、ポリエチレン、
アクリル、ナイロン、ポリウレタン、ポリイミド、ＢｏＰＥＴ、その他のフィルム材料ま
たは、複合的な材料とすることができる。他の例として、積層体は、複数のフィルム層を
含むことができ、各フィルム層はポリカーボネート、ＰＥＴ、ポリエチレン、アクリル、
ナイロン、ポリウレタン、ポリイミド、ＢｏＰＥＴ、他のフィルム材料また複合的な材料
を含むことができる。
【０２４７】
　積層体７１０は、レンズ７０２ａ、７０２ｂ内で各種の機能を果たす複数の層を含むこ
とができる。いくつかの実施形態において、積層体７１０の１つ以上の層はレンズ７０２
ａ、７０２ｂに、光学フィルタ処理、偏光、フォトクロミズム、アレクトロクロミズム、
入射可視光の部分的反射、彩度強調、色強調、色変更、またはこれらの組み合わせ等の光
学特性を提供することができる。いくつかの実施形態において、積層体７１０の中の１つ
以上の層は、機械的保護をレンズ７０２ａ、７０２ｂまたは積層体７１０の中のその他の
層に提供し、積層体７１０の中の応力を軽減させ、または積層体７１０の中および／また
は積層体７１０とレンズ本体７０８の間の層間接合または接着を改善することができる。
いくつかの実施形態において、積層体７１０はレンズ７０２ａ、７０２ｂに、たとえば反
射防止機能、静電防止機能、曇り防止機能、傷防止、機械的耐久性、撥水機能、反射機能
、暗色化機能、染色を含む審美的機能またはこれらのいずれかの組み合わせ等の追加の機
能性を提供するための層を含むことができる。
【０２４８】
　一例として、積層体７１０は積層体７１０を断熱する役割を果たすことのできる１つ以
上の層を含むことができ、それによって、特定の機能層を、その光学性能を有意に劣化さ
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せるような温度に曝すことなく、高温の成形工程で使用できるようになる。いくつかの実
施形態において、積層体７１０は断熱要素または手段としての役割を果たすことができ、
これは、高温の製造工程に曝された場合に劣化しうる機能要素を組み込むことができる。
したがって、積層体７１０は、本来であれば高温工程を使って形成および／または製造さ
れるようなこの種の機能的要素をレンズに組み込むために使用できる。一例として、積層
体７１０は基材と、その上に形成された１つ以上の機能コーティングと、を含むことがで
きる。機能コーティングは、高温に曝された場合に劣化しうる、またはその性能が変化し
うる要素、たとえば特定の彩度強調染料を含むことができる。すると、積層体７１０はＵ
Ｖ硬化性接着剤を使ってレンズ本体７０８に接合でき、それゆえ、積層体７１０とそこに
含まれる機能層を、レンズ本体７０８の製造に伴う高温工程から断熱する。
【０２４９】
　機能をレンズ７０２に組み込む例として、積層体７１０またはレンズ本体７０８は、レ
ンズ７０２を染色するのに役立つ層または要素を含むことができる。染色は、様々な方法
でレンズ要素に追加できる。いくつかの実施形態においては、蒸気または液体源を使って
、レンズ要素に顔料を堆積させることができる。顔料は、レンズ要素を被覆することがで
き、または要素の内部に浸透させることができる。いくつかの実施形態において、顔料は
、粉末の顔料またはプラスチックペレットをレンズ要素へと押出成形、射出誠意またはそ
の他の方法で成形される材料の中に添加する等によって、レンズ要素を作製するのに使用
される材料に加えることができる。このような実施形態においては、浸漬工程を通じて、
グラデーション染色または二色グラデーション染色を実現できる。特定の実施形態におい
て、液体着色方法を使って１つ以上のレンズ要素を染色することができる。たとえば、射
出成形工程中に液体染料をポリマに添加することができる。
【０２５０】
　積層体７１０または、積層体７１０の一部となる他の層に染色を行うことによって、積
層体の製造の性質から、製造能力を実質的に増大させることができる。他の有利な特徴は
、たとえばパッケージのレンズ用のクロスへの望ましくない色移りを、保護層間に染色層
を配置する等レンズの外面に染色層を配置しないようにすることによって軽減または排除
できることである。さらに、染色は、熱安定性が低い可能性のある発色団を保護できる、
製造中の高温工程を受けない層に適用することができる。いくつかの実施形態において、
染色は、機能層または基板層等の層に含めることができる。たとえば、所望の彩度特性を
有する発色団を包含する溶液を、多孔性の機能的ハードコート層に塗布することができる
。その結果、ハードコート層に発色団を含浸させることができる。他の例として、プラス
チック製造中に粉末染料をプラスチックペレットに含めることができる。適合可能な染料
でプラスチックと実質的に均一な混合物を形成し、染色されたプラスチック材料を形成で
きる。いくつかの実施形態において、染色層は、その層の所望の彩度特性に応じて、発色
団がその層の主要な成分か、または染色層のより小さな部分となるように構成できる。層
の厚さは、レンズの所望の色プロファイルを達成するように調整できる。
【０２５１】
　いくつかの実施形態は、積層体７１０に機能的に組み込まれたエレクトロクロミックを
有する眼鏡７００を提供する。眼鏡７００は、バッテリ等の電源と、電気コンタクトと、
エレクトロクロミック積層体の電極に電圧を供給する導体と、を含むことができる。眼鏡
７００は、フレーム７０４、テンプル７０６、レンズ７０２またはこれらのいずれかの組
み合わせに内蔵されたユーザインタフェース要素を含むことができる。ユーザインタフェ
ース要素は、使用者がエレクトロクロミック層の作動のオンオフを制御できるように構成
することができる。ユーザインタフェース要素は、スイッチ、ボタン、トグル、スライド
、タッチインタフェース用、ノブ、その他の機械的機能部材、またはその他の電気的機能
部材とすることができる。たとえば、ユーザインタフェース要素はタッチ感応領域を含む
ことができ、この場合、使用者が前記領域に触れると、エレクトロクロミック要素が暗状
態から透明状態に変化する。いくつかの実施形態において、レンズはフォトクロミック層
とエレクトロクロミック層の両方を含み、これらは１つの機能層に組み込まれ、または別
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の機能層として実装される。
【０２５２】
　機能要素を積層体７１０および／またはレンズ本体７０８に組み込む利点は、それによ
って各機能的レンズ要素を別々に製造できることである。それゆえ、要素を平行して製造
し、組み立てて、所望の機能的品質を有するレンズを作り、それによって製造能力を高め
、および／またはコストを削減できる。これに加えて、本明細書に記載される技術とレン
ズ要素を使用して複数の機能的特性をレンズに付与することができ、様々な特性を有する
レンズ７０２を作製する柔軟性が提供され、そのための能力が増大する。
【０２５３】
　眼鏡７００は、１つ以上のレンズ本体と１つ以上の積層体を様々な構成で組み込むこと
ができる。各レンズ本体と各積層体は、様々な機能を提供するように構成できる。それゆ
え、製造者、小売店、使用者またはその他は、レンズ本体と積層体の中の機能層および／
またはレンズ本体と積層体の構成を、所望の機能性を提供するように選択できる。積層体
とレンズ本体の構成例が図５７、５７（ａ）、５８、５８（ａ）に示されている。積層体
とレンズ本体のその他の変形や置換も、本開示によって想定される。
【０２５４】
　図５７と５７（ａ）は、レンズ本体７０８の凸面に取り付けられた積層体７１０を有す
る眼鏡７００の例示的実施形態を示す。レンズ本体７０８の凸面において、積層体は、そ
の位置にとって適当な機能を提供するように構成できる。たとえば、眼鏡７００がレンズ
７０２ａ、７０２ｂの外面に彩度強調フィルタを有することが望ましいかもしれない。こ
れは、その中に少なくとも部分的に組み込まれた彩度強調フィルタを有する積層体７１０
を取り付けることによって実現できる。積層体７１０が取外し可能であれば、レンズ７０
２ａ、７０２ｂの凸面に積層体を設置することによって、積層体７１０の着脱が可能とな
りうる。
【０２５５】
　レンズ本体７０８の凸面に設置された積層体７１０によって、所望の特性を有する眼鏡
７００を提供することができる。たとえば、積層体７１０は、偏光層、反射防止コーティ
ング、フォトクロミック層、フラッシュミラー、ハードコート、彩度強調染料、色強調要
素、エレクトロクロミック層、コントラスト強調要素、トリコイックフィルタ、ガラス層
、ハイブリッドガラスプラスチック層、液体含有層、屈折率マッチング層、またはこれら
のいずれかの組み合わせを含むことができる。これらおよびその他の機能性を積層体７１
０に組み込むことによって、レンズ本体７０８に、積層体７１０の所望の機能属性を大き
く変化させることなく、塗布されたコーティングまたは蒸着を使って堆積された機能層を
設けることができる。たとえば、レンズ本体７０８には撥水層を浸漬、すなわちディップ
コーティングすることができる。積層体７１０には反射防止コーティングを塗布すること
ができ、この積層体７１０を、撥水層を形成した後にレンズ本体７０８に接合することが
でき、その結果として得られるレンズは、いずれのコーティングの機能も実質的に変化さ
せることなく、撥水機能と反射防止機能の両方を有する。他の例において、積層体７１０
はフラッシュミラーおよび１つ以上のハードコートを積層体７１０のいずれかの側に含む
ことができる。レンズ本体７０８は、レンズ本体７０８の凹面の曇り防止コーティングと
、レンズ本体７０８のいずれかの側の１つ以上のハードコートを含むことができる。フラ
ッシュミラーは、蒸着技術を使って積層体７１０に組み込むことができる。曇り防止コー
ティングは、浸漬加工技術を使ってレンズ本体７０８に組み込むことができる。積層体７
１０はすると、接着剤層によってレズ本体７０８に取り付けることができ、その結果、積
層体７１０のフラッシュミラー面が完成したレンズの外面を形成し、レンズ本体７０８の
曇り防止コーティングが完成したレンズの内面を形成することになる。いくつかの実施形
態において、レンズ７０２は曇り防止機能を提供できる加熱式レンズ要素を含むことがで
きる。たとえば、酸化インジウムスズに基づく材料、酸化亜鉛に基づく材料またはその他
実質的な透明性を有する適当な導電性材料の導電性透明フィルムをレンズ要素に含めるこ
とができ、電圧をそれに印加して、発熱させることができる。他の例として、レンズ要素
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は不透明なフィラメントを含むことができ、これは電圧が印加されると、曇り防止機能を
提供する。
【０２５６】
　図５８と５８（ａ）は、レンズ本体７０８ａ、７０８ｂに取り付けられた積層体７１０
ａ、７１０ｂ、７１０ｃを有する眼鏡７００の他の例示的実施形態を示す。レンズ本体７
０８ａと７０８ｂの間に挟まれた積層体７１０ｂは、半完成品としてのレンズ７０２ａ、
７０ｂに機能性を組み込むために使用できる。たとえば、積層体７１０ｂは、完成品のレ
ンズの中に含めることが望ましい機能的特徴、たとえば偏光、フォトクロミック、エレク
トロクロミック、色強調、コントラスト強調、染色または彩度強調等を含めることができ
る。レンズ本体７０８ａ、７０８ｂを積層体７１０ｂのそれぞれの側に取り付けて、半完
成品のレンズを形成することができる。その後、積層体７０１ｂの機能的特徴を実質的に
変化させることなく、レンズを成形、機械加工、被覆、研磨、および／または、加工する
ことができる。積層体７１０ａと７１０ｃは、レンズ本体７０８ａ、７０８ｂを加工した
後に取り付けて、所望の品質を有するレンズを製作できる。
【０２５７】
　彩度強調眼鏡は、所望の数の積層体、コーティングおよびその他のレンズ要素を有する
１つ以上のレンズを含むことができる。レンズ要素の１つ以上は、眼鏡に所望の機能を付
与する機能層を含むことができ、これにはたとえば、干渉スタック、フラッシュミラー、
フォトクロミック層、エレクトロクロミック層、反射防止コーティング、静電防止コーテ
ィング、液体含有層、偏光要素、彩度強調染料、色強調要素、コントラスト強調要素、ト
リコイックフィルタまたはこれらのいずれかの組み合わせが含まれる。機能層は、個々に
、または組み合わせによって、１つ以上の機能を完成品のレンズの中に含めることのでき
る副層を含むことができる。
【０２５８】
　いくつかの実施形態において、機能層は可変的な光減衰を提供するように構成される。
たとえば、機能層は、明るい照明下では暗色化し、より照明度の低い環境では色が薄くな
るフォトクロミック組成物を含むことができる。このような組成物は、たとえば銀、銅、
カドミウムハライドを含むことができるが、これらに限定されない。レンズ用のフォトク
ロミック組成物は、米国特許第６，３１２，８１１号明細書、同第５，６５８，５０２号
明細書、同第４，５３７，６１２号明細書において開示され、その各々をここで、参照に
よってその全文を本願に明確に援用する。１つ以上のフォトクロミック機能層を組み込ん
だレンズ５００はそれゆえ、より照明度の低い環境内で使用された時には光をほとんど減
衰させないが、たとえば屋外で装用した場合等、明るい光の下で使用されると、自動的に
光の減衰を増大させる。それゆえ、いくつかの実施形態において、レンズは、屋内と屋外
の両方の環境での使用に適するものとすることができる。特定の実施形態において、フォ
トクロミック組成物は、レンズの彩度強調効果を選択的に変化させることができる。たと
えば、眼鏡は、実質的に日光に曝されると、ニュートラルグレイまたは透明色度から、そ
れぞれの活動に合ったニュートラルでない色度へと遷移するように構成することができる
。
【０２５９】
　いくつかの実施形態において、彩度強調眼鏡にはエレクトロクロミック機能層が組み込
まれ、これは可変的光減衰を提供するように構成されたダイクロイック染料ゲストホスト
型デバイスを含むことができる。たとえば機能層は、導電層と、配向層と、好ましくはパ
シベーション層で被覆された、離間された基板を含むことができる。基板間に、ホスト材
料と光吸収ダイクロイック染料のゲストを含むゲストホスト型溶液が配置される。電源回
路は、ホストである眼鏡のバッテリを通じて機能層に供給できる。電源回路は、導電層へ
の電源供給を行う。電源供給の調整によって、ホスト材料の配向を変化させることができ
、これによってダイクロイック染料の配向が変化する。光は、ダイクロイック染料によっ
てその向きに応じて吸収され、それゆえ、可変的光減衰が提供され、これは装用者が手で
調整できる。このようなダイクロイック染料は、米国特許第６，２３９，７７８号明細書



(66) JP 6165749 B2 2017.7.19

10

20

30

40

50

の中で開示されており、その全文を参照によって本願に援用し、本明細書の一部とする。
【０２６０】
　いくつかの実施形態において、エレクトロクロミック機能層は、架橋性ポリマを含む組
成物を適当な支持面の上に堆積させ、その後、その場で架橋させることによって生成され
る。たとえば、重合可能組成物を、ＷＯ２の層と酸化スズ導電性副層で被覆されたガラス
板上に塗布し、ＵＶ放射により光重合させて、可視範囲で光を透過させ、支持面に接着す
る膜を得ることができる。この膜はその後、水素化された酸化イリジウムＨｘＩｒＯ２層
と酸化スズ副層を有するガラス板の上に形成される対電極と組み立てることができる。重
合可能組成物は、トリフルオロメタンスルホニル（Ｉ－アクリロイル－２，２，２－トリ
フルオロエタンスルホニル）イミドのリチウム塩、ポリ（エチレングリコール）ジメタク
リレート、シリカ粒子およびキサントンから形成できる。いくつかの実施形態において、
エレクトロクロミック層は、イオン伝導材料のフィルムによって分離される２つのエレク
トロクロミック層により形成される。各エレクトロクロミック層は、導電性酸化物、酸化
インジウムスズに基づく材料、酸化亜鉛に基づく材料、または他の種類の導電層で被覆さ
れた基板により支持されることが可能である。イオン伝導材料は、イオン伝導ポリマ電解
質を形成し、陽子伝導ポリマ、たとえば２－アクリルアミノ－２－メチルプロパンスルホ
ン酸ホモポリマにより形成される。ポリマフィルムは、電極の１つの上に、液体溶媒中に
溶解させたポリマ前駆体を含む液体反応混合物、たとえば水とＮＭＰの混合物を堆積させ
ることによって生成できる。いくつかの実施形態において、エレクトロクロミック層は、
電極と、固体ポリマ電解質によって分離される対電極を含み、電極は、エレクトロクロミ
ック特性を有する陰極活性物質のフィルムで被膜された導電性フィルムを支持する透明基
板によって形成され、対電極は、エレクトロクロミック特性を有する陽極活性材料のフィ
ルムで被覆された導電性フィルムを支持する透明基板によって形成され、電解質は、溶媒
固体ポリマの中に溶解された塩を含むイオン伝導材料によって形成される。エレクトロク
ロミック層は、電解質膜が揮発性液体溶媒を含まず、ポリマまたはポリマ前駆体と塩を含
む低粘性の組成物の形態で挿入されることによって特徴付けることができる。
【０２６１】
　いくつかの実施形態において、機能層は、波長変換ウィンドウ、背景ウィンドウ、スペ
クトル幅ウィンドウ、他の彩度強調ウィンドウ（ＣＥＷ）、またはいずれかの複合的なＣ
ＥＷの中の彩度を強調するフィルタを包む。彩度強調フィルタは一般に、レンズを通じて
見た風景のカラフルネスを、同じ光透過率を有するが、スペクトル透過率プロファイルが
異なるレンズを通して見た風景と比べて変化させる。光学フィルタは、風景の彩度プロフ
ァイルを、その風景が光学フィルタを組み込んだレンズを通じて見られた時に強調するよ
うに構成できる。光学フィルタは、所望のあらゆる効果を達成するために、１つ以上の彩
度強調ウィンドウの中の彩度を増大または低減させるように構成できる。彩度強調光学フ
ィルタは、あらゆる所望の彩度強調ウィンドウにおいて光を選択的に透過させ、または減
衰させるように構成できる。所望の彩度強調ウィンドウは、どのような適当な工程によっ
ても決定できる。たとえば、選択された環境中で主に反射され、または放射される色を測
定でき、この、主に反射され、または放射される色に対応する１つ以上のスペクトル領域
における彩度強調を提供するようにフィルタを適応させることができる。いくつかの実施
形態において、光学フィルタは部分的にレンズ本体に組み込まれる。特定の実施形態にお
いて、光学フィルタは部分的に積層体の中に組み込むことができる。機能層は、１つ以上
のスペクトルバンド内で、レンズを通過する可視光を減衰させるように構成された１種以
上の彩度強調染料を含むことができる。いくつかの実施形態において、光学フィルタの１
つ以上の部分は、機能層の中に、レンズ本体の基材の中に、中間層の中に、接着剤層の中
に、他のレンズ要素の中に、または要素の組み合わせの中に組み込むことができる。たと
えば、機能層はある風景の彩度を、実質的にフィルタを通していないその風景の彩度と比
較して増大させる１種以上の彩度強調染料を包含できる。
【０２６２】
　彩度強調眼鏡のいくつかの実施形態は、彩度強調ウィンドウ間に配置される色チャネル
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の中のフィルタを通過する光を管理または減衰させる１つ以上のフィルタ要素を有する光
学フィルタを含む。このようなフィルタ要素は、特定の色の色相を増大させるような方法
で色チャネルを調整できる。この効果を実現するフィルタ要素は、有機染料またはその他
の適当な可視光学フィルタ構造（たとえば、誘電スタック、反射フィルタ等）とすること
ができる。
【０２６３】
　図５９Ａは、４９０ｎｍ～５６０ｎｍの波長バンドの色チャネルを調整した例示的な染
料であるＥｘｃｉｔｏｎ　ＡＢＳ　５１５の吸収プロファイルを示す。図５９Ｂは、同じ
染料の吸光度プロファイルを示す。対数的な量として、吸光度は吸収ピーク、ピークの位
置、ピークバンド幅、中心波長を、特に吸収ピークが非常に高い減衰係数を有する場合に
特定しやすくすることができる。彩度強調ウィンドウの外にピーク位置を有するフィルタ
要素は、全体的なレンズの色を調整するために使用できる。レンズの色は、活動ごとの設
定に対応させて選択できる。たとえば、レンズの色は、関心対象の色（たとえば、関心対
象の物体の色、または活動ごとの背景の色）にマッチするように選択できる。射撃用レン
ズの実施形態では、茶色のレンズ色を選択して、レンズ色がボール紙の標的と同様になる
ようにすることができる。レンズの色は、関心対象の色の捕色と一致するように選択する
こともできる。このようなフィルタ要素はまた、ニュートラルの色のレンズ、所望の白点
、またはあらゆる他の所望の色温度補正効果を達成するために使用できる。
【０２６４】
　図６０Ａは、彩度強調染料と色チャネル調整染料を包含する、実質的にニュートラルの
色の光学フィルタを有するレンズの吸収プロファイルである。図６０Ｂは、図６０Ａに示
される吸収プロファイルの吸光度プロファイルである。図６０Ａと６０Ｂに示されるプロ
ファイルを特徴とするフィルタは、青色彩度強調染料、黄色彩度強調染料、赤色彩度強調
染料、および緑色バンド調整染料を含む。このフィルタは、可視スペクトルの広い範囲に
わたる彩度強調を提供する。図６０Ｂに示されるような全体的吸光度プロファイルを有す
るフィルタを実現するためには、染料をポリカーボネート樹脂のバッチに混入させること
ができる。混合物にポリカーボネート樹脂が１ポンド含まれる場合、以下のような大まか
な混入量の彩度強調染料、すなわち、青色彩度強調染料１７ｍｇ、黄色彩度強調染料２１
ｍｇ、赤色彩度強調染料２５ｍｇ、図５９Ａに示される吸収プロファイルを有する緑色バ
ンド調整染料３５ｍｇを使用できる。この光学フィルタが組み込まれたレンズの光透過率
は、ＣＩＥルミナントＣに関して測定した場合、約１４％以下となりうる。いくつかの実
施形態において、彩度強調眼鏡には、本節に明記されている混入量以上の各染料を含むフ
ィルタが組み込まれる。いくつかの実施形態において、彩度強調眼鏡には、本節に明記さ
れている混入量以上の少なくとも１つの染料、または本節に明記されている染料のいずれ
かの組み合わせを含むフィルタが組み込まれる。
【０２６５】
　彩度強調フィルタの中の染料の混合物のバランスを変化させることによって、全体的な
色が異なるレンズを得ることができる。たとえば、図６０Ａと６０Ｂに示されるものと同
様の光学フィルタは、微光、夕暮れ、またはレンジシューティングの条件下で使用するよ
うに、赤色彩度強調染料を除去し、黄色彩度強調染料の混入量を減らすことによって調整
できる。その結果として得られるフィルタは、全体的に茶色となり、それによって、この
フィルタが組み込まれた眼鏡の装用者がボール紙、土等を見る時の動体視力の改善に役立
つ。
【０２６６】
　より暗色のレンズは、概して光学フィルタ内の染料の混入量を増やすことによって生成
できる。図６１Ａは、図６０Ａに示されるフィルタと同じ染料を包含する、ニュートラル
カラーの光学フィルタを有するレンズの吸収プロファイルを示す。図６０Ａに示されるフ
ィルタと同様に、図６１Ａに示されるフィルタは、幅広い可視スペクトル範囲にわたる彩
度強調を提供する。図６１Ｂは、図６１Ａに示される吸収プロファイルの吸光度プロファ
イルである。図６１Ｂに示される全体的な吸光度プロファイルを有するフィルタを実現す
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るために、染料をポリカーボネート樹脂のバッチに混入することができる。混合物にポリ
カーボネート樹脂が１ポンド含まれる場合、以下のような大まかな混入量の彩度強調染料
、すなわち、青色彩度強調染料２４ｍｇ、黄色彩度強調染料２７ｍｇ、赤色彩度強調染料
３６ｍｇ、図５９Ａに示される吸収プロファイルを有する緑色バンド調整染料４４ｍｇを
使用できる。この光学フィルタが組み込まれたレンズの光透過率は、ＣＩＥルミナントＣ
に関して測定した場合、約９％以下となりうる。
【０２６７】
　彩度強調眼鏡に完成品としてのレンズの中の偏光子が組み込まれる場合、光学フィルタ
は、偏光フィルタの、さらに追加される光減衰およびスペクトルプロファイルを考慮して
選択できる。いくつかの実施形態において、偏光学フィルタによって生成される追加の減
衰は、彩度強調フィルタ内の染料の混入量を概して減らすことによって考慮できる。図６
２Ａは、図６０Ａに示されるフィルタと同じ染料を、より低い混入量で包含するニュート
ラルカラーの光学フィルタの吸収プロファイルである。図６０Ａに示されるフィルタと同
様に、図６２Ａに示されるフィルタは、広い範囲の可視スペクトルにわたる彩度強調を提
供する。図６２Ｂは、図６２Ａに示される吸収プロファイルに対応する吸光度プロファイ
ルである。吸光度の数値は図６０Ｂに示される数値と異なるが、図６２Ｂの吸光度プロフ
ァイルは概して、図６０Ｂのより暗色のフィルタの吸光度プロファイルと同じ形状を有す
る。図６３Ａは、図６２Ａの光学フィルタと偏光子を組み込んだレンズの吸収プロファイ
ルである。偏光子によって、レンズの光透過率はその彩度強調フィルタのみの光透過率よ
り低くなる。図６３Ｂは図６３Ａに示される吸収プロファイルに対応する吸光度プロファ
イルである。偏光子は、それが彩度強調フィルタと組み合わされると、吸光度プロファイ
ルの形状を変えることができる。彩度強調フィルタは、偏光フィルタのスペクトル特徴を
考慮して選択し、完成品のレンズが所望のレンズの色と、彩度強調効果と、他の所望のス
ペクトル特徴を有するようにすることができる。
【０２６８】
　本明細書に記載したいずれの実施形態の特定特徴、構造または特性も、明示的には図示
または説明されていない１つ以上の別の実施形態の中で、どのような適当な方法でも組み
合わせることができる。たとえば、当然のことながら、光学フィルタはどのような適当な
組み合わせの光減衰特徴も含むことができ、光減衰レンズ要素の組み合わせを合成して、
レンズを通じて見られる画像の彩度を制御できる。多くの場合において、一体または連続
体として説明または図示された構造は、分離することができ、それでもなお一体の構造の
機能を果たすことができる。多くの場合において、別々であると説明または図示された構
造は、連結または結合することができ、それでもなお別々の構造の機能を果たすことがで
きる。さらに当然のことながら、本明細書において開示された光学フィルタは、本明細書
において明確に開示されたもののほかにも、少なくともいくつかのレンズ構成および／ま
たは光学システムにおいても使用できる。
【０２６９】
　実施形態の上記の説明の中で、各種の特徴は時として、開示を合理化し、各種の発明的
な態様の１つ以上の理解を助けるために、１つの実施形態、図面またはそのための説明の
中にまとめられている。しかしながら、この開示方法は、いずれかの特許請求項がその請
求項に明記されたもの以外の特徴を必要とするとの意図を反映していると解釈するべきで
はない。さらに、本明細書において特定の実施形態の中で図示および／または説明された
いずれの構成要素、特徴またはステップも、他のいずれの実施形態にも適用でき、または
それとともに使用できる。それゆえ、本明細書において開示される発明の範囲は、上記の
特定の実施形態によって限定されるべきではなく、以下の特許請求の範囲を公正に読むこ
とによって判断されるべきである。
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